

































異世界に転生したら美少女で女城主だった。








水城みなも
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　まるでチューリップの花びらを重ねたかのようなプリーツスカート。

　そこから伸びる初うい々ういしい雌めしべのような瑞みず々みずしい白い足。

　視線を上げても、そこには幸福がギュッとその身体からだの中につまっている。

　どこまで実っていくのかが楽しみな膨ふくらみかけの二つの青い果実。

　朝露に濡ぬれた若葉のように艶つややかな黒髪。




　ただただ、それを見ているだけで、俺は十分だった。




　だから、俺はそれを見守る存在になりたかった。一生の仕事にしたかった。

　そんな、ほころび始めた蕾つぼみ達が大輪の花へと変わる季節に何度も巡めぐりあえて、さらに堂々と近い距離で観賞することができる先生という仕事に。

　だが、しかし──。

　その季節は俺には届かないように思えた。

　まるで俺だけが約七十億人の棲すむこの地球の自転から振り落とされたかのように感じた。

　春がとてつもなく遠くに見えた。

　世間は非情だった。

　俺のその純じゆん真しん無む垢くな心は届かず、どこの女子校の教員にも採用されなかった。

　あれほど必死になって取った教員免許はムダになってしまった。

　そんなお祈りメールを受信したスマホを胸元のポケットにおさめながら、俺は当あてもなく街中をさ迷う。

　交差点に差さし掛かかると、ちょうど信号が赤になった。周囲に車の影が全くないのにもかかわらず。

　でも、まあ、ちょうどいい。

　そこで立ち止まりながら、俺はこれからのことを考える。

　さて、どうするか。

　塾講師とかでもしながら、教員の空あきが出るまで待つのか。

　妥だ協きようして共学の学校も視野に入れるのか。

　それともいっそ教員を諦あきらめて、普通に就職するのか。

　選せん択たく肢しは多いが、それは自由を手に入れたということではない。全くの空白になってしまったということだ。

　俺の未来が。

　思い描いていた女子校の教員になるという道が絶たたれて。

　少なくとも今、真まっ赤かな信号機にマウントされて立ち止まっている時間以上に、人生に立ち止まらざるをえなくなったのは確かだ。

　タタタタ……。

　そんな俺を追い抜くようにして、足元を何かが通り過ぎて行く。

　見ると、それは猫だった。

　目の前を横切ると不幸を招まねくという真っ黒な猫。

　しかし今の俺の心情でいえば、これ以上の不幸なことなど起こりえるのかという気分なので特に気にも留とめない。それに、猫は俺の真横を通り過ぎただけで、横切ったわけではないし。

　そもそも俺はジンクスなど信じない方だ。

　だから今──。

　急に霊れい柩きゆう車しやがスピードを上げながら交差点に入ってきたとしても、どうでもいいハズだった。

　が、俺は自然と前へ駆け出していた。

　それというのも、先ほどの黒猫がそのまま交差点へと侵入していたからだ。

「コラ、バカ猫！　自分が不幸になってどうするんだよ！」

　主に歴史関係で教員免許をとったが、物理もそれなりに得意だ。

　その計算でいえば、ぽっちゃりとした俺でも間に合うハズだった。

　ガッシ！

　猫の首根っこを捕まえ、そのまま抱きかかえる。

　乱暴な捕まえ方に、

「ニャア～～！」

　と猫が抗議の声をあげたが、しばらく我が慢まんしてもらう。

　首の皮が伸びるくらい、命を失うのと比べれば安いものだろ？

　あとはそのまま走って道路を渡りきり、猫を安全な場所で放すだけだった。

　が──。

「……え？」

　足がもつれた。

　ただでさえ普段運動しないというのに、その上、就活でなまった身体からだには急激なダッシュはキツかったらしい。

　態勢が崩れる。

　誤差どころではなく計算が狂う。

　俺は一生のうち、これほどジンクスというものを舐なめていたことを後悔したことはなかった。

　ともかく猫だけは救おうと、俺はギュッと猫を抱きしめた。

　キキキキキキッッッッッッ！

　という、映画館のスピーカーの前で聞いているかのような凄すさまじいブレーキ音。

　そして──。

　自分の身体から響いてくる、

　ドン!!

　という大きな音と衝撃。

　それとともに大きく身体が揺さぶられ、焦点を合わせるのが困難なほど視界が上下左右に激しく動く。

　不思議と身体に痛みはなかった。それどころか動かせないのにもかかわらず、何な故ぜだか軽快な感じさえする。

　本当かどうかは分からないが、死に至いたる危険性がある程の本当にヤバイ痛みの時は脳からドバドバ脳内麻薬が出て痛覚を遮しや断だんする。そのため不思議と死の瞬間というのは、むしろ気持ちいい気分になるというマンガ知識を思い出す。

　そしてそれを裏付けるように、脳のう裏りをグルグルと駆け巡る自分を第三者視点で眺ながめている過去の映像。いわゆる走そう馬ま灯とうってやつ？




　……これを見終わったら、俺、どうなっちゃうんだろう？

　……やっぱり、死んじゃうのだろうか？




　だとすると、俺には激しく後悔があった。

　その後悔とは、走馬灯のどこにも映っていないことだ。

　その経験が。

　その体験が。

　知識だけならば、文明の利器を駆く使しして集めたといってもいいのにもかかわらず。

　俺の走馬灯の中には、女の子と一緒にいるシーンが全くなかった。




　……神様、懺ざん悔げします。俺は生前、大きな噓うそを吐つきました。




　今までの人生を振り返った結果、生まれ出でた後悔と心残りが、俺に真実の言葉を吐かせる。

　数分前の、

『ただただそれを見ているだけで、俺は十分だった』

　なんて言葉は大噓でした！




　とにかくおっぱいを揉もみたかった！




　プリプリのお尻を撫なでてみたかった！

　柔やわらかい唇くちびるを味わいたかった！




　いい香りのする髪をクンクンしたかった！




　自分の名前を甘い声で呼ばれたかった！




　スカートの中を覗のぞきたかった！

　ブラジャーを外したかった！




（自分の命を顧かえりみず他の命を救おうとしたあなたの慈じ愛あいの精神に免めんじて、来世でその願い聞き届けましょう）

　どこからか、女神様のような慈愛に満ちた声が脳裏に響いた。

　その間にも走馬灯は、やがてさきほどの事故現場へと辿たどり着つき、決して助からないであろう打ち所と勢いで霊柩車に轢ひかれる俺が確かに見えて──。

　そして映像の終わりと共に、意識は真っ白な世界へと塗りつぶされていき──。

　本日、女の子に多大なる未み練れんを残したまま、俺こと──七なな門かど景けいは確かに死んだ。
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「んん……」

　なんというか、久しぶりに充実感のある眠りだった。

　土日にする貪むさぼるようなダラダラした眠りでもなくて、心と身体からだをきっちりと洗せん浄じようできたようなそんな眠りだった。

　安眠した、って自分で言うのは日本語的に合っているのだろうか？

　ここのところ、採用試験の結果ばかりが気になってなかなか寝付けなかったからな……。

　俺は清すが々すがしい気分でベッドから半身を起こす。

　すると、シーツの上に──ちょうど俺の膝ひざ上うえぐらいのところに、黒猫が座ってこちらを見上げていた。

　突然、目が合い、びっくりする俺。

　が、その警戒心もすぐに緩ゆるんだ。

　それというのも、その黒猫の姿に俺は見覚えがあったからだ。

　俺が事故に遭あったきっかけをつくったあの猫だったからだ。

　いや、猫の見分けがつくほど詳くわしくないから、正確にいえば違うかもしれないが、俺には同じ猫に見えた。

　ともかくそう仮定した場合、その猫を俺が助けたともいえるわけで、俺は思わず手を伸ばす。

　が──。

「ニャ──!!」

　という威い嚇かくするような声と共に、その恩は猫パンチによって返された。

　そして茫ぼう然ぜんとする俺に対して、猫は告つげた。




（あたしの身体を返しなさいよ！）




　今度は別の意味で茫然となる俺。

　そう、確かに聞こえてきたのだ、猫の声が。

　といっても、口で発したものを耳で受け止めた声ではなかった。

　なんというか、マンガでよくあるテレパシー、ニュータイプ同士の感応のように、頭の中に直接、響いてきた声だった。強しいて名前を付けるなら念話というところか。

（あんた、聞こえているんでしょ？　あたし、わかっているんだからね？　あんたが寝ている時の声がわたしにも響いてきたんだからね……そ、その……おっぱいを揉もみたいとか、なんとか）

　煩ぼん悩のうが壊れた配水管のようにだだ漏もれだったらしかった。

　すると、困った。

　水道関係は意外とＤＩＹできるが、この場合はどうすれば直るのだろうか。

　猫のウィキのページを読まなくても、言語で猫とコミュニケーションをとれるのは良いが、心の中がだだ漏れでは困る。

　コミュニケーションとは、適正な人間関係の距離をつくるための作業であり、決して距離がゼロの本音で語り合うことだけではないのだから。

　それが俺の表情に出ていたのだろう。

　この分野では先せん達だつである黒猫先輩がレクチャーしてくれる。

（……そんなに心配しなくても大丈夫よ。どうやら強く念じた言葉じゃないと、あたしには伝わらないみたいだから。その逆、あなたがあたしに伝える場合もそう）

　なるほど。

　だから俺の女の子の胸に対する童どう貞ていの憧どう憬けいが伝わってしまったのか。

　それはともかく、その原理を知った俺は早速、試ためしてみることにした。

（それで、猫）

（……ティフォ）

　ちょっとイラッとしたように返される。

　それが名前らしかった。

（……で、あんたは？）

（……七なな門かど景けい）

（ナナカド・ケイ？　変わった名前ね。じゃあ、短い方のケイと今後呼ぶわね）

　そりゃあ、猫の世界では変わった名前だろう。

　いや、本当は違うんだっけ？

（それで、ティフォ。さっきのあたしの体というのはどういう意味なんだ？）

（ケイ。そこに鏡かがみがあるから、今の自分の姿を見てみなさい）

　俺の言葉に対して、ティフォはベッドの隣となりを指差す。

　そこには西洋のお城にでもあるような、豪華な金の装飾が施された大きな姿見があった。

　しかしそれは一瞬、鏡ではなく肖しよう像ぞう画がのように見えた。

　何な故ぜかといえば、その鏡に映る自分の姿があまりにも現実味がなかったからだ。

　俺は今まで写真や鏡というモノが大嫌いだった。

　何故かといえば、それは客観的な自分の姿を見せられるからだ。

　しかし、卒業アルバムだとか、修学旅行の写真だとか写真屋の既き得とく権けん益えきを守るために半ば強制的に撮られる写真がある。

　そんな写真に映るのは、フラッシュを焚たいても身に纏まとう影が消せない少年だった。

　ところがどうだろう。

　鏡に映っていたのは、ベッドから半身を起こして、こちらを茫然と見ている美少女だった。

　水みな面もに映うつった自分に見み惚とれるギリシャ神話に出てくる神様のように、思わず俺は自分の姿に見惚れる。

　といっても、その神様のように、自分のことが大好きだからというわけではない。

　ただただ単純に今まで見たことがなかったのだ。

　こんな綺き麗れいな女の子を。

　歳としは生前の俺より少し年下ぐらいか。

　その容姿は、まるで二次元の美少女が如ごとく、繊せん細さいな線で身体のパーツの一つ一つが描かれつつも、かといって弱々しい印象ではなく、女性特有の次世代に命を繋つなぐという役割から生まれる力強い生命感が宿っている。

　腰まで届くほど長いその金髪は、いったいいくつのレイヤーを使って塗ぬられたのかと思うほど色鮮やかで光沢があり、まるで金の絹きぬ糸いとのようだ。

　こんな女の子がラノベの表紙を飾っていたら、俺は絶対ジャケ買いしてしまうだろう。

　そんな風に現実感のない感想さえ抱いてしまう。

　単純に言えば、こんな綺麗な人間が現実に存在するのかというほどの衝撃を俺は受けていた。

「……こ、これが、俺なのか？」

　自分の口から漏れた声。

　その声もまた、合唱祭の時に足を引っ張らないようにと一生懸命に歌ったら、教師からふざけて歌わないでくださいと怒られた聞き慣れたいつもの俺の声ではなかった。

　念話の時には、文字通り念なので声色はわからなかったのだが、自分の本当の声を発してみると、キャンディボイスを持つ声優のような声が自分の口から飛び出してきたのだ。

　それにびっくりして、思わず俺は口を手で塞ふさいだ。

　すると鏡の中の今の俺の姿も、当たり前のことだが同じように口を手で塞いでいた。

　その姿に、俺はとてつもない気持ち悪さを感じた。

　というのも、その姿を心の底から自分だと認識できていないために、まるで自分のマネをされてからかわれているような気分になったからだ。

　自分など決して相手にされないであろう美少女が自分を見るとしたら、そんなふうに自分を笑いものにする時にしか思えなかったのだ。

（どう？　納得した？）

　一連の俺の戸と惑まどいっぷりを見守っていた黒猫が──ティフォが声をかける（正確に言えば念話を発する）。

　カフカどころじゃない変身ぶりに、未いまだ俺は驚いたままで納得したわけではないが、軽く頰ほおをつねった後、コクンと頷うなずく。

　そういえば死ぬ直前、なんか妙みような声を聞いたことを俺は思い出す。

　アレはこういう意味だったのか……。

　俺の心の叫びはそういう意味ではなかったのだが。

　神様は意外とおっちょこちょいなのかしら？

　最近、よく見かける間違って主人公を殺しちゃう神様って案外、的まと外はずれではないのかもしれない。

　それはともかく──。

　頰は確かに痛かった。現実の痛みだった。

　それが現実である以上、受け入れざるを得えない。

（ちょっと、あたしの身体に変なことをしないでよ！）

　頰を少しつねっただけなのに、元の持ち主に怒られた。

　それ以上のことを自分の体にされるのではないかと警戒する感じで。

　う、うん。死ぬ直前の俺の心の声を聞かれたら、そうなるわな。

（……ま、まあ……こんなに綺麗なんて、まるでお姫様みたいだな）

　機嫌を直してもらうために、警戒感を解といてもらうために俺はそんなことを言った。

　相手は猫の姿とはいえ、普段はそんな歯の浮くようなことなどとても言えないが、自然とそう思っていた。

　が──。

　それは俺が考えるよりも、もっと自然なことだった。

（……そうよ。お姫様なのよ。あたしは）

「……へ？」

　思わず変な声を出してしまう俺。

　そしてあらためて部屋の中を見てみる。

（噓うそだと思うのなら窓の外を見てごらんなさいよ、あたしのステンベルク王国が見えるわよ）

　俺はベッドから降りると、言われたとおりカーテンを移動させ窓を開いてみる。

「うわぁ……」

　そして思わず息を飲んだ。

　今まで気づかなかったが、この部屋は二階だった。

　今自分がいるのは、外観は石造りの二階建ての小城。

　そこから見下ろす町並みは、まるで箱庭のような世界に見えた。

　そう見えたのは見慣れたコンクリートの町並みでなく、映画に出てくるような中世ヨーロッパ風の町並みで、現実味がなかったということもあるが、何より高低差が特徴的だったからだ。

　山の頂上のこの城をてっぺんとして、なだらかながらも傾けい斜しやした山肌にへばりつくようにして段々となって街並みが造られている。

　どうやらステンベルクという国は山地に建国された国らしかった。

　城が築きずかれているのも山なら、周囲も山に囲まれている。

　この城や街を囲むのは、雲がかかった標高の高そうな山々。

　そして、その山々の谷間や僅わずかな盆ぼん地ち、くぼ地にある数少ない平らな土地には畑が──恐らくは麦畑が作られている。住居は傾斜のある山肌に建てられているというのに。ここではそれだけ耕地となる平らな土地が貴重らしかった。

　牧ぼく畜ちくも行われているようで、耕作地にはならない、ややなだらかな山肌には羊や牛や豚が見える。

　そしてそういった畑や建物の間を、その建物と良く似合う中世ヨーロッパ風の服装を着た豆粒ほどの大きさの人々が動いている。個人差はあるが一番多い格好は、男性はローブのようなものを羽は織おり下はズボンで、女性は長袖で裾すその長いカートルという服装だった。

　本当に俺、死んで別の世界へと来てしまったんだな……。

　少なくとも現代日本ではない、映画のセットのような街並みを見て、俺はいよいよ本格的に実感した。

（どう？　これがあたしの街よ）

　茫然としている俺の横で、黒猫が誇らしげに言う。

（ああ……うん……）

（……何よ。文句あるの？）

　しまった。噓がつけない念話で答えてしまった。

　多分、俺の感想が感情となって大体はティフォに伝わってしまったのだろう。

　ティフォが不機嫌な声となる。

（……自分でもわかっているわよ。そんなに豊かな国じゃないって。小さな国だって）

　もともと狭せまい面積の上に、山地という好条件とはいえない土地に畑を造っても、やっぱり収穫量はそれなりなのか。

　俺が思い浮かべた決して好意的とはいえない感情をティフォは言葉にした。

（でもね、あたしの大好きな人がたくさん住んでいて、あたしの大好きなところがいっぱいある、あたしの大好きなあたしの国なの）

　その言葉からは──念話からは、本当に彼女がこの街が好きなのが伝わってきて、なんというか念話から伝わってくるその言葉はキラキラと輝いているように感じた。

　と、その時。

「お姉さま、お姉さま、お姉さま、お姉さま。……あ、お姉さまは一回だと注意されたばかりでした。お姉さま、もしかしてですけど、お目覚めになられたのですか？」

　ドアの外から少女の声が響いた。




　その声は優しいものであったが、俺は思わずビクンと体を跳はねさせた。

　それというのも、耳に入って来た言語が日本語ではなかったからだ。

　想像して欲しい。

　朝起きた時、突然、聞き覚えのない外国語で話しかけられた場合を。

　今の俺はまさにそういう状態だった。

　しかし俺がさらに驚いたのは、その言葉の意味をキチンと俺が理解できたことだった。受うけ継ついだ肉体の脳の中にそういった情報が残っているのか、異世界の言語も俺の知る言葉のニュアンスで自然と変へん換かんされてくる。

（……ほら、ケイ。早く返事しなさいよ）

　自分が呼ばれていることは理解しているものの、戸惑っている俺をティフォが促す。

（あ……ああ）

　この頭の中でしている意い思し疎そ通つうも、意思ではなく言語に変換すると日本語でなくなるのだろうか。

（ああ、起きた──）

（──心の声で言っても意味がないでしょ！　心の声はあんたとあたしの間でしか使えないの！）

　実験的な意味も兼かねて念話で返事をしてみたのだが、即座にティフォに怒られた。

　この世界の住人ならば誰だれとでもこういうふうに念話で会話出ると思ったのだが、そうではないらしい。

　この体の元の持ち主がティフォだから、できるのだろうか？

　それはともかく、とりあえずは、

「ああ、起きたぞ──い、いえ、起きましたわ」

　と返事をする。ちなみに言い直したのは、途中でティフォにキッと睨にらまれたためだ。

　言葉遣いを自分のイメージを損そこなわないものにしろ、ということらしい。

「お、お姉さま……」

　ドアが開かれる。

　そして、ドアの向こうから俺の世界でいえば中学生ぐらいのおかっぱ頭とそばかすが印象的な少女が現れた。

　その姿を見て俺は驚く。

　それというのも、その姿は紺こんのワンピースにエプロンドレス。やや低身長の頭にはヘッドドレスと、いわゆるメイドさんだったからだ。

　コスプレではないガチのメイドさんというものを、俺は初めて見た。

　疑っていたわけではないが、俺はティフォがお姫様──少なくともメイドが雇やとえるやんごとなき身分であったことを実感した。

（あたしのお付きのメイドのリーラよ。あたしの幼なじみで妹みたいなものなの）

　ティフォがそう解説してくれる。

「お、お姉さま、目を覚まされたのですね……」

　メイドは──リーラは目に涙を浮かべると、そのまま俺に向かって歩いてきた。

　そして、俺に抱きつくと、そのおかっぱ頭を俺の胸に埋うずめる。

「お、お姉さま、心配したんですよ……とっても心配したんですよ……お医者さまはどこも異常がないっておっしゃったのに、なかなか目を覚さまさなさいで……このまま、目を覚まさないんじゃないかって………………」

「え？　あ？　はい？」

　生前は裁判所から接近禁止命令を出されたわけでもないのに、女の子に半径五メートル以内に近づかれたという経験を持たなかった俺にとって、こうしてＪＣの女の子にパーソナルスペースを侵略させるのは夢にまで見た光景ではあったが、今は戸惑いといくつもの疑問符が頭の中を駆かけ巡めぐっていた。

　俺が転生する前は、一体この身体に何があったんだ？

「お姉さま、どうしたのです？　いつものようにリーラの頭をナデナデしながら、愛してるとキスをしてはくれないのですか？」

　俺が戸惑っていることを感じとったのか、リーラは少々悲しげな上目遣いで俺のことを見つめてきた。

（え？　お前、年下の女の子とキキキキキキキキ、キスとかしているの？）

　大人おとなしそうな子から発せられた似つかわしくない言葉に、俺は近くにいるティフォに問いかける。

　おおおおおお俺の世界でも地域によってはあった、ああああああ挨あい拶さつだとかそういうのだろうか？

（キスぐらいでそんなに動揺しないでよ！　この子、基本的にはいい子なんだけど、欲求不満になると愛を強ね請だって噓を吐つくの）

（は、はあ？）

　よく分からなかった、その言葉には警戒感が滲にじみでていて、何か恐かったので聞き返さなかった。

「お姉さま、お姉さま、お姉さま、お姉さま」












　俺がティフォと会話していると（といってもリーラには聞こえないだろうが）再び、リーラのお姉さまコール。

（めっ！　お姉さまは一回でしょ。だって、あなたのお姉さまはわたくし一人だけなのですから、と言ってあげて）

　そのリアクションに困っているとティフォが助言してくれた。

「めっ！　お姉さまは一回でしょ。だって、あなたのお姉さまはわたくし一人だけなのですから」

「は、はい！　お姉さま」

　窘たしなめられたというのに、リーラが嬉うれしそうに顔を輝かせる。

　うん。ちょっと面めん倒どう臭くさい子なのかな？

「心配をかけて、ごめんなさいね。起きたばかりで、ちょっと調子が悪いのよ。頭もまだちょっとボーッとして」

　キスの方は丁てい重ちように慎重に、かつさりげなく無視しながら、俺は病弱な少女をイメージしながら、笑顔を浮かべる。

　さすがに病人（正確には怪け我が人にん？）に性的なことの要求はしにくいだろう。

「お、お姉さま、馬車に轢ひかれたショックがまだ残っているのですか!?」

「……馬車に轢かれた？」

　こくん、と深々と頷くリーラ。

「そうです」

　そしてリーラは俺の膝元にいる黒猫をキッと睨む。

　もし俺の世界にいたら、教室の隅すみで世界名作劇場的な小説でも読んでそうな大人しそうな子に見えたが、自分よりも遙はるかに小さい小動物に向かって三味線の材料にしかねない顔をするのか……。

　先ほどのアレといい、なんか彼女の二面性を見てしまったような気がした。

「ステラが飛び出して……それを助けようとお姉さままで飛び出されて……それでお姉さまは事故に遭われたんです」

　その記憶がない──打ったショックでちょっと記憶が消えていると思われているらしく、リーラが解説してくれた。

　可か哀わい相そうな子として見られるのは少し気になるが、この世界の記憶がない俺にとって、そう思われているのは幸いかもしれない。

（ちょっとややこしいけど、『ステラ』っていうのが、この『猫』の本来の名前。あなたに身体を乗っ取られて、今のこの『猫の中身』になっている『あたし』の名前がティフォニア・イン・ステンベルクで通称『ティフォ』なの）

　こういうふうにティフォから解説してもらえるとは限らないだろうし、中身が入れ替わったことで出るであろうボロも誤ご魔ま化かせるからな。

　それにしても、ティフォもこの猫を追っかけていたら、事故ったのか……。

　俺はティフォに対して少し親近感を覚えた。

　と、急に俺は、今度は自分の体に生じたあることに気づいて、少し顔を赤らめた。

「……？　どうしたのですか、お姉さま？」

　そんな俺のモジモジとした様子に気づいたのか、リーラがコクンとおかっぱ頭を横に傾ける。

「も、もうしわけないんだけど、リーラ」

「はい、お姉さま」

「そ、その……トイレはどこだったかしら？」

　どんなに美しい美少女（重ねて強調）でも、さすがに出るものは出るらしく、俺は尿意を覚える。

「あ、トイレですね」

　頭を打ったという言い訳があるとはいえ、さすがにトイレの場所が分からないというのは怪け訝げんな顔をされるかな、と心配していたのだが、それは杞き憂ゆうだった。

　むしろ、自分の仕事ができたと嬉しそうな顔をすると、リーラは部屋から出て行く。

「お姉さま、少し待っていてくださいね」

　そして去さり際ぎわそう告げる。

「……？　待つ？」

　待つとは何なのだろうか？

　トイレが混んでいて、その順番を待つということなのだろうか？

　その俺の疑問に対して、リーラは次に部屋に戻ってきた時、その俺の予想を見事に裏切り、思ってもいなかった解答をくれた。

「はい、お姉さま。持ってきました」

「……？　その桶おけを何に使うの？」

　そう、リーラは大事そうにちょうど風呂桶のような木製の桶を抱えていた。そしてその桶の中には少量の藁わらが。

「何ってコレ、お姉さまのトイレではないですか」

　つまりはオマルということらしかった。ということは、藁は拭ふくのに？

「……へ？」

　最初は何かの冗談かと思った。もしくは俺を怪我人だと気遣いすぎて、ベッドから歩かせるのを申し訳なく思って、みたいな。

　しかしリーラの様子を見ると、極きわめて普通。恐いほど普通。

　単なる日常の一コマを見る目で俺を見ている。

　俺はあらためて桶を見てみる。

　底は浅いハズなのに、そこには深い闇が横たわっているように見えた。

　何か自分が今まで守っていたものが吸い込まれていってしまうような。

「……う、うう」

　しかし、身体は正直なもので……。

　結局、生理現象には勝てませんでした。
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「はい、ではお姉さまのを捨てますね」

　リーラはそう言うと、窓を開き桶の中身を捨てた。

　窓の下には川が流れており、先ほどまで俺の体内に溜ため込こまれていたものが、濡ぬれた藁と共に川のせせらぎとなって流れていく。間接的な水洗トイレといえなくもない。

「…………」

　その一連の処理を絶ぜつ句くしながら見守る俺。

　いや、本で読んだ知識の中に、中世、ベルサイユ宮殿ではトイレの数が圧倒的に足たりず凄すごいことになっていたとか、庶しよ民みんの家はそもそもトイレがある家自体が少なくて、セレーヌ川が下水道状態だったとか、ハイヒールが発達したのは当時、街中にここではかけないようなものがわんさか落ちていたから発達した説とかは知っていたが、実際にその光景を目にすると、トイレという生活に密着しているものだけに、滅め茶ちや苦く茶ちやカルチャーショックを受けた。

　なんというか、別の世界に来たのだということを、景色だけでなく体感で実感させられた。

（う～う～見られた……あたしがトイレをするところを見られた……いや、見られた以上のことをされた……お嫁に行けない……）

　俺の横では、黒猫が耳と尻尾しつぽを垂たらしながら激しく落ち込んでいた。

　生理現象なのだから仕方のないこととはいえ、一応、主犯（実際、前の世界基準では覗いたら犯罪だし）は俺になるので、俺としてもちょっと気まずい。

　と、その時。

「ダ～リン！　目が覚めたって本当なの？」

　部屋の外から、糖とう度どの高い甘ったるい少女の声が響いた。

（ゲッ[image: ]　ケイ、あんた今すぐベッドに寝て、そしてすぐさま死んだフリをして！）

　まるで一昔前の熊に出遭ったかのような対処を求められる。

　バン！

　が、それよりも早く乱暴に部屋のドアが開けられる。

　そして現れたのは、一目で結構なご身分とわかる少女だった。

　恐らくはペチコートでパンパンに膨ふくらんだ金色のスカートのドレス。ただ、体格は華きや奢しやであり、年齢は俺達より下か。その頭部もまた独特であり、髪を縦たてに大きく盛り上げ、こぢんまりとした顔のサイドには二つのドリルが垂れている。その髪の色は今の俺の姿と同じく金色。ただし、俺の髪が──元はティフォの髪が太陽の光を思わせる金髪であるのに対して、その少女の金髪はキンイロアデガエルのような警戒色を思わせる。

　そして、腰には豪華な鞘さやに包まれた剣を佩はいている。

「ダ、ダ～リン……無事なのね？　大丈夫なのね？　五体満足なのね？　頭を打ったらしいけど、わたしのこと分かる？　お隣となり、ザルツドレア帝国からお見舞いにやってきた、ダ～リンのかわいい婚約者、シャルロットよ？」

（こ、婚約者!?）

　その少女──シャルロットの言葉に俺は驚く。

　無論、自分に──正確にはティフォに婚約者がいたというのもそうだが、それ以上に驚いたのはそれが小さな女の子だったからだ。

　今の自分が♀であることは、先ほどはからずとも確かめたばかりだ。

　俺の元の世界では、旧約聖書では同性愛の街が滅ぼされたりしているし、イスラム圏など現在でも伝統的に同性愛に対して強い抵抗感を覚える地域もあるし、イギリスなどでは昔、同性愛は犯罪だったという歴史もあるから、何かイメージ的に古い保守的な時代の方がそういうのに厳きびしいイメージがあり、中世ヨーロッパ風のこの世界でもそうなんだろうと勝手に思い込んでいた。

（そうね……確かに婚約者なのよ。政略結婚だけど）

　黒猫が極めて面倒臭そうに言う。

（凄いな……この世界では女同士で結婚するのか？）

（違うわよ。普通に男女で結婚するわよ）

（……？　婚約者じゃないのか）

（じゃあ、何？　あんたのいた世界だと、隣の大国の姫君に向かって、ヘンタイさん死んでくださいって言えるの？）

（うん。なんとなく、お前らの関係がわかった）

（だったら、失礼のないように早く追っ払って頂ちよう戴だい）

（彼女の腰に佩いた剣が恐いんだが……）

（ああ、彼女、正真正銘のお姫様なんだけど、帝国の国旗とかけて大おお鷲わしの姫騎士なんて呼ばれている。とにかく、一軍の将もやっているから、気をつけてね）

（……そんな人物を、俺に追っ払えと？）

　大変、難易度の高いことを指示された。

　ぶぶ漬づけシステムとか、この世界にはないのかしら？

「ダ～リン、心配したのよ？　ダ～リンがそのまま目を覚まさなければ、シャルロット齢よわい十六にして寡か婦ふになるところだったわ。ダ～リンとまだ子供もつくっていないのに。キャッ！　そのためのオモチャも用意しちゃっているんだから！　あ、わたしたちの子供の方じゃなくて、わたしたちが使う大人の方のね！　キャッ！　キャッ！」

　勝手に恥はじらい始める婚約者様。

（……ティフォ。子供とか言っているんだが？）

（も、もちろん、女同士ではできないわよ！）

　それなのに婚約者様は顔を赤らめているし、不ぶ気き味みな言葉を吐いていたのだが。

　そのためだろうか。

　一応、政略結婚でも婚約者が目の前にいるハズなのに、性犯罪者を前にしているような気持ちになるのは。

　今は婚約者で留とどまっているが、将来的に自分の貞操はこの少女に奪うばわれることになってしまうのだろうか。

　と、俺が貞操の危機を感じた、その時。

「ゴホン」

　開けっ放しのドアのところから、重々しい咳せき払ばらいが響いた。

　見るとそこには白髪の初老の男が立っていた。ひょろっと背が高く痩やせ型がたなのだが、その挙きよ措その一つ一つに重みがあり、そのアンバランスさ故ゆえか少し気難しそうな印象を与える。

（あたしの国の大臣のキルケー・ブラウよ。この国の内政面を一任している。冷れい血けつ宰さい相しようなんてあだ名をつけられるくらい、普段は私情を挟はさまず淡々と仕事をするくせに、あたしのこととなると、細かいことにいちいち煩うるさいけど信頼できる人よ）

　ティフォが解説してくれる。その言葉にホッとしたような雰ふん囲い気きがあり、ティフォが本当にこの人を信頼していることが伝わってきた。

　その初老の男は──キルケーは、部屋に入ってくると、蓄たくわえた白い髭ひげを撫なでながら、俺とシャルロットの間にグイッと割り込む。

「シャルロット様、困りますな。わざわざ遠方よりお見舞いに来てくださったのはまことに恐縮なのですが、現在、我が君は療りよう養よう中ちゆうなのです。そこをご配はい慮りよしていただけますと、助かります」

「な、何よ！　婚約者のわたしが来ちゃ悪いわけ!?」

「婚約者だからこそ、です。我が君の婚約者ならば、我が国のルール、さらに外交のルールを守っていただか──」

「姫っ！」

　と突然、部屋の外から、キルケーの話に割り込むように大声が響いた。

　キルケーの眉が僅かにだが、ヒクと不快そうに上下した。

　声のした方を見ると、そこには禿はげ上がった頭に、口元には真っ黒な髭を蓄えた壮年の小太りの男がいた。ただし、小太りといっても生前の俺のようにポテチと運動不足で成長させたそれではなく、恐らく日々の鍛たん練れんの賜たま物ものなのだろう。俺のいた世界でいえば、プロレスラーとか力士に近い感じだ。実際、二の腕は、転生前の俺がぶら下がっても大丈夫そうなほど、筋肉が太く盛もり上あがっている。

（彼の名はグレゴーリ・リオン。役職は──）

（──将軍だろ。それぐらいは察しがつくさ）

　その小太りの身体を覆っているのは、固い革靴の皮を加工したような鎧よろい。実物を見るのは初めてだが、多分、レザーアーマーで間違いないと思う。

　そして腰には剣を佩いている。

「姫。このグレゴーリ。無礼な輩やからがこの城に侵入したのではないかと警護に駆けつけました」

　グレゴーリはそう言うと、ズカズカと部屋に入ってくる。

　そしてキルケーの後ろを通る時、その影をやや乱暴に踏みつけてから、俺の前へと立った。

　俺と婚約者。

　その間に二人の男が立つことになる。

「な、何よ！　何よ！　剣をもって出迎えるのは、無礼ではないっていうの!?」

　二人の男の登場に少々たじろぎながらシャルロット。

「それに対しては無礼をお許し願いたい。我が国はシャルロット様がご存じの通り、帝国の方への出稼ぎで人手不足。それ故、歓待の準備が少々粗そ雑ざつなのはいたしかたのないこと」

「ふ、ふん。田舎いなか者ものなんだから。……わかったわ。今日はこれで退散してあげる。ダーリン、また百合の花が恥らうほどの睦むつ言ごとを楽しみましょ？」

　そう言い俺に投げキッスを送ると、クルリと反転して部屋を出て行った。

（なあ……一つ質問していいか？）

（なに？）

　ゲンナリしたような、ホッとしたような黒猫。

（お前の婚約者様は随分と歓迎されていないように見えるんだが？）

（……そうね。そこの窓から街外れを見てみなさい）

　俺は前足で示された窓際に移動すると、言われた通り外を眺める。

「……!?」

　俺は思わず息を飲む。

　街の外れには、ものものしい兵士達が、まるで今から街に攻め込まんばかりに待機していた。

　そして、帝国の姫君が──シャルロットが馬に乗りながら、その集団の中へと帰っていく。

（あ、あれは……？）

（ヘンタイさんの護衛の兵士達よ）

（だとしても、多すぎないか？）

　その俺の言葉に、黒猫は自分の苛いら立だちを八つ当たりするように溜ため息いきを吐いた。

（そりゃそうよ。ヘンタイさん達は隙すきあらば、この国を乗っ取ろうとしているんだから）

（乗っ取る!?　だ、だってお前の婚約者じゃあ……!?）

（政略結婚というのはそういうものなのよ。国力が同じくらいの時には、共闘するための政略結婚。しかし、国力に差があればその国を吸収するための政略結婚。しかしだからといってそれを断れば、攻め込まれるための口実をつくることになる。でも、吸収はされないように、キルケーとグレゴーリが屁へ理り屈くつを並べたてて何とか阻そ止ししてくれているの）

　なるほど。

　結局、この世界でも人間の本質というのはそれほど変わらないらしい。

　そして、その人間が行う政治的な駆け引きも。

　俺のいた世界でも、戦国武将が婚こん姻いん政せい策さくや養子縁組を行うことで勢力を拡大していったしな。

（それともう一つ、気になったんだが）

　俺はそう言うと、自分の前に立つ二人の男を目で指す。

　その二人の間は互いのパーソナルスペースがせめぎあっているかのようにポッカリと空あき、そこからは隙間風がビュンビュンと吹いているように見えた。

（あの二人、仲が悪いのか？）

（本人達が原因というわけじゃないけど、あの両家は、ちょっと昔から領土のゴタゴタで揉もめててね。でも……まあ、大丈夫よ。あたしとシャルロットよりかは仲が良いから）

　それは大丈夫じゃないだろ。

　だが、素直に仲が悪いと断言しないところを見ると、ティフォはこの二人のことを案じているらしかった。

　しかしまあ、共闘というよりも、個人個人でという形ではあったが、城からあの大国の姫君を追い出したのを見ると、この国のことを本当に思ってくれているのだろう。

　その点は、二人とも同じのようだった。
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（ちょっと……そんな格かつ好こうで絶～対に人前に出ないでよ！）

　ティフォが尻尾を立てて威嚇する。

（止やめてよ！　せめて化粧だけでも、化粧だけでもしなさいよ！）

　ティフォは指先からチラリと爪をのぞかせ、お願いを脅きよう迫はくにしてきた。

　しかし、昔は水銀を塗りたくっていたという話もあるし、この時代の化粧というのは何が入っているのかわからなくて恐いので、遠慮させてもらう。

（着替えを手伝ってくれたリーラに意見を求めたが、別に変ではないと言っていたぞ？）

　先ほど寝巻きとしていたローブを丁てい寧ねいに畳たたみ、洗濯に持っていこうとしているリーラを、俺は目で指す。

　いつまでもベッドの上では飽あきるし、それに異世界を歩きまわってみたくなったこともあり（といっても、姫という立場上、城の敷地内限定だが）、俺は外出着に着替えた。

（言ったでしょ？　あの子は愛を強請って噓を言う子なのよ）

（そうなのか？　でもまあ、わかったよ。他の人から怪訝な目で見られたら、即部屋に戻って着替えるよ）

　俺はそう言うと、今一度あの大きな姿見で今の自分の姿を眺めた。

（……これが……俺……）

　結局、ファッションというのはモノを買わせるために資本家が用意した罠わなだ。

　その証拠に、生前の俺がなけなしのお金でモデルと同じ服を買って身につけたとしても、調子にノったデブにしかならなかった。

　しかし、今。

　美少女に転生した俺は、生まれて初めて鏡を見るのが楽しいと感じた。

　未だにこの身体に慣れてはおらず、まるで自分ではなく着飾った人形を見ているような違和感はあるものの、色々な服を試着するのがこんなに楽しいこととは知らなかった。

　だから、これから多少、調子に乗っても許して欲しい。

　今の俺のコーデのテーマは、ずばり春らしい軽快なフェミニン。

　白の大人しめのデザインのブラウスに、黒の乗馬用のハイウエストのスカート。ただし、スカートといってもどちらかといえば、ズボンに近い強しいて言えば裾の長いガウチョパンツのようなデザイン。

　しかし、だからといって乗馬をする予定はなく、これを選んだのはなるべく動きやすい服装にして、今の身体への違和感を少なくする、慣なれやすくするためだ。

　それは見た目の違和感とは別の、もう一つの違和感の方。

　ベッドから下り、部屋の中という僅かな距離でも歩いた時に感じたのは、単純に俺の手や腕が急激に細く軽くなっているという感覚だった。

　生前の俺の体形は運動嫌いとポテチとで作られたふくよかな身体であり、それが今は色白でスリムになっているのだから、当たり前といえば当たり前なのだが、まだまだ感覚の方に違和感がある。

　日常、慣れ親しんでいた身体の重量感とのギャップがある。似た感覚でいえば、体育の武道で剣道をしたときに防具を外した時のような感覚だろうか、それがずっとつきまとっている。

　ただし胸だけは例外で、俺の生前の女性の胸への熱い信仰心を女神様は汲くんでくれたらしく、そこだけは逆に重さが増している。

（……ケイ、なんか今、変なことを考えなかった？）

（い、いや、別に）

　念話を発したわけでもないのに、俺の女性の胸への熱い信仰心が溢あふれてしまったのか、ティフォが釘くぎを刺さすように言う。

　こんな感じで、折せつ角かく、女性に転生したというのに、ティフォの監視があるために、未だいまいち自分の体を使って色々なことができない。

　……なんだろうか。この自分が自分にセクハラしようとする感じは。

　まあ、それはともかく、違和感の話に戻すと、この髪もまた生前の感覚とのギャップがあった。

　俺の髪型は長年、千円カットで刈られた量産型の短髪だった。

　しかし今の背中の中ほどまで伸びた髪は、単純にいえば物凄く重くて長くて、もっといえば邪魔なのだ。

　そのためリーラに、彼女が思う中でもっとも邪魔にならず、可愛い髪形に結ゆい上あげ、シニョンにしてもらっている。

（あ～あああああ。もう、約束よ？　変な顔をされたら、すぐに戻ってくるのよ？）

　もっとも、その体の持ち主であるティフォには、このような服装のコーデは不評のようだったが。




　まずはティフォを連れながら、城内の居住区を歩き回る。

　一国の姫と聞いていたから、さぞかし豪華な室内を想像していたのだが、そうでもなかった。

　居住区は田舎の旧家ぐらいの大きさの屋敷であり、内装は長なが崎さきの修学旅行先で見たオランダ商人の屋敷のような感じだ。

（なあ、一つ聞いていいか？）

　居住区内をあらかた一回りして、休きゆう憩けいがてら食堂まで来たところで、俺はティフォに問いかける。

（なに？）

　服装の件で少々揉めたこともあり、不機嫌さを引きずっているティフォに俺は質問する。

（やっぱり、トイレとかないのか？　それにお風呂とかも）

（はあ？　それは遠回しにあたしの国にイヤミを言っているの？　それらの施し設せつを造って維い持じするのに、いくらかかると思っているのよ！）

　何気ない質問のつもりだったが、今のティフォにとってはそう聞こえてしまったらしい。

　俺の横を歩いていたティフォは、食堂の棚に飛び移る。そして、かけられていた地図を指差した。

（あ、俺、異世界の文字が読める）

　よく分からないが、脳の言語野に保存され情報は引き継いでいるのか、言語が聞き取れるのと同様に、自然と地図上の文字が読めた。

　リテラシーを継けい承しようさせてくれた神様に感謝しつつ、俺もまた地図を眺める。

　いわゆるＴＯ図と呼ばれる地図だ。地図といっても、俺達が普段目にしているような測量を元にして描かれた地図でなく、自分達の世界観を表したようなイメージ図に近い。

　しかしだからこそ、その地図の中心に描かれている、この国ステンベルク王国の周辺国との力関係がよくわかった。

　中央にポツンと五百円くらいの大きさのステンベルク王国が描かれている。

　そしてドーナツの穴のように空いたそのステンベルク王国を囲んで、左半分にはザルツドレア帝国──あのヘンタイさんの国があり、右半分を悠ゆうという国が占めている。

（これがあたしの国の現状なの。風呂を作って、さらにそれを維持していくのに、いったいどれだけのお金がかかると思っているのよ？　それとも何、あたしに代わって、あんたがこの国を発展させてくれるわけ？）

　と、その時。

「我が君。お探ししました」

　気難しそうな大臣、キルケーが書類を片手に食堂へと入って来た。

　俺はホッと胸を撫で下ろす。

　これからティフォのお説教、もしくは八つ当たりが始まりそうだったので、俺としては助かった感じだ。

「…………」

　そして、キルケーはちょっと驚いたように今の俺の服装を眺める。

「……ど、どうかしら、キルケー？」

　ティフォとの先ほどの約束が頭を過よぎり、俺はその視線に少し気き後おくれしながら、口を開く。

「我が君。見直しました。やっと私が言っていたことを聞き入れてくれたのですな」

「……へ？」

　それはちょっとイヤミを含ふくみながらも、好意的なニュアンスだった。

「黄金のフォークという話があります」

　単純に元素記号Ａｕのフォークではなく、故こ事じ成せい語ごの話のようだった。

「黄金のフォークを使うとなれば、それに見合った高価な器うつわが欲しくなる、高価な器を使うようになれば、同じようにそれに見合う豪華な料理を食べるようになります……という風に、釣り合うものを求めるようになるのが人の性さがというもの。高価なドレスもそうです。高価なドレスを着れば、それに見合うバッグやら宝石やらが欲しくなるというもの。それでは国の財政がいくらあっても足りなくなってしまう。……私は普段の我が君の服装を見て、それを憂うれえておりました」

　どこの地域、世界でもソレを構成する人の本質は変わらないわけで、そこから同じような意味の諺ことわざとかが生まれる。

　キルケーの話は俺の世界で言うところの、象ぞう牙げの箸はしと同じような話だった。

「そ、そうだったの？」

「それに庶民は王族のマネをしたがるもの。そのように落ち着きのある質しつ素そな服装をこれからも心がけていただければ、それは我が国に良い影響をもたらすでしょう」

　大絶賛される。

　正直、俺は戸惑う。

「そ……そんな、わたくしは単に、病み上がりということもあり、動きやすい服装を選んだだけで、そんなつもりはありませんわ」

　確かに初めての女装（心情的に）ということもあって、大人しめのデザインを選んだものの、それは褒ほめられたくて選んだわけではないので、なんか他人を騙だましているかのような感じだ。

　それがなんだか心地悪くて、俺は言い訳するように口を開く。

「ほう……服装を変えば心持ちも変わると申しますが、謙けん虚きよになるのですな」

　再び大絶賛。

　生前は俺のこういう性格が、卑ひ屈くつと周囲に反応されたものだが、美少女フィルターを通すと謙虚に変換されるらしい。

　このままではさらに褒められそうで恐くなり、俺は話題を変えようと口を開く、

「キルケー、それでわたくしに用とはなんです？」

「ああ、そうでした。我が君に書類の印をいただきたいと思いましてな」

「書類の印？」

　俺は首を傾かしげる。

（キルケーの服のセンスは鈍にぶく輝く鉛なまりだけど、その仕事に間違いはないわ。とっとと印を押しておいて）

　俺が褒められるということは、以前、この身体の所有者だった自分が軽く否定されるということなので、猫のゴキゲンがさらに悪化している。

（そうじゃなくてだな、何で姫である俺が印を押すんだ？　普通、こういう仕事は王様がするものじゃないのか？）

（あたしのオヤジは高地にて療養中なのよ。で、代理であたしとキルケーが政務を代行しているの）

　あの時──俺が目を覚ました時、大騒ぎになっていたのは、多分、そういった理由も絡からんでいたのか。王が不在の今、さらにその一人娘まで亡なくなれば、大変なことになってしまうからな。

　少しこの国の事情を聞いただけだったが、トイレがないこと以上にこの国には課題が山積みらしかった。




　次に訪れたのは城の庭だった。

　庭といってもいわゆる庭園ではなく、そこはちょうど学校のグラウンドのようになっており、衛兵達の訓練所になっていた。

　しかし今日は休みなのか、衛兵達は訓練しておらず、広大な庭を自分一人で独占できる状況だった。

　そこで俺はあるモノを見つける。

　ロングソードにパイクと呼ばれる歩兵用の長なが槍やり、ランスや弓、ボウガンといった武器の数々。

　それがグラウンドの横の倉庫の前に整然と置かれていた。

　今まで異世界に転生するなんて、ラノベやマンガ、ゲームなど別の世界の出来事だと思っていた。

　しかし今、こうして転生している。

　ということは、俺にも無双できるような武器スキルがあるのではないのだろうか。

　ダメで元々。

　あれば儲もうけモノ。

　俺はロングソードを手に取って、何となく構えてみる。

　ズッシリと重い。今のこの細い腕はロングソードを握にぎるには頼りないようで、その重量に引きずられるように、持つ手が安定せずフラフラとなってしまう。

（……何しているの？　いっとくけど、その身体は元はあたしの身体なんだから、変な評判が立つようなことは止めてくれる？）

　何も起こらずティフォにあきれられただけだった。

「クスクス……」

　と、その時。背後から笑い声が聞こえてきた。

　振り返ると、そこには腰に剣を佩き軍服を着た若い男が立っていた。

（……!?　ほ、ほら、変に思われたわよ!?　約束でしょ！　すぐに部屋に帰って着替えるわよ！）

　突然、ティフォが頭の中がキンキンするほどの大声で叫び出す。正確に言えば、それだけ強く俺に念じ出す。

（……どうしたんだよ、急に。少し静かにしてくれよ）

　その俺の困った顔が、誤解を与えてしまったのだろう。

　若い軍人が恐縮といった様子で、俺の傍そばまで来るとふかぶかと頭を下げる。

「も、申し訳ありません。自分がつい笑ってしまったのは、姫様があんまりにも可か愛わいらしくて」

　か、可愛い!?

　可愛いと言われたぞ、今。

　前世ではそんなことを言われたことはもちろんなく、動揺する俺。

（ほ、ほ、ほ、ほ、ほ、ほ、ほら、き、き、き、気を使わせてお世せ辞じを言わせちゃったじゃない！）

　しかし、その俺以上に何故だか動揺しているティフォを見て、俺はすぐに落ち着きを取り戻す。

「いえ、気にしていませんから、顔をお上げになって」

「あ、はい。了解しました」

　若い軍人は顔を上げ、生き真ま面じ目めに俺を見る。

　すぐに急角度で頭を下げられたから分からなかったが、こうして見ると背が高い。

　それにその顔はかなりのイケメンである。しかもかなりのイケメンであり、生前の俺の世界にいたら、芸能人としてスカウトされたのではないかと思わせるそんなレベル。

（ほ、ほら、今すぐ戻って着替えるわよ！　約束を履り行こうしなさいよ！）

　確かに約束はしたが、このイケメンが笑ったのは俺が不慣れな様子で剣を振り回していたからであって、服装ではないと思うだが……。

　気になった俺は聞いてみることにした。

「突然で申し訳ないのですけど、今のわたくしの姿をどう思われます？」

　そして俺は、目の前のこのイケメンには恨みはないが、前世では世界中のイケメンに対して思うところがあったので、ちょっとからかうように乗馬用のスカートを揺ゆらしながらクルリと軽やかに回ってみせる。

　案の定、その生真面目な顔が真まっ赤かに染まった。

　男はスカートとか、髪だとか揺れるものに弱いのはこの世界でも共通のようだ。

「た…………よ、でした」

　言葉を覚えたての子供のように、舌足らずになるイケメン。

　ちょっぴり意外だ。

　イケメンという種族はこの世界でも女の子に慣れているものだと思っていた。

　うん。でも、女性を前にすると上う手まく喋しやべれなくなる気持ち、よくわかるぞ。

　俺も前世では、そうだったからな。

「なあに？　ゴメンナサイ、ちょっと聞こえなかったわ。もう一度、言ってもらえないかしら？」

　しかし、イケメンには変わりがないわけで、前世では異性から同じ生物だと認識されていなかった俺は、さらにイケメンを動揺させようと、にっこりとした笑顔で、声を一オクターブ上げながら尋ねる。

　こういう時、前世は男だった経験が役にたった。

　どうすれば男という単純な生き物は、喜ぶのかは分かりきっている。

　イケメンは意を決したようにゴクリと唾つばを飲みこんだ後、その整った顔を真っ赤にしながら再び口を開いた。

「……姫様は自分を照らしてくれる、太陽みたいな存在です」

　へ？　へへへ!?

　た、た、た、太陽!?

　い、い、い、今、俺、太陽にたとえられた!?

　俺のＳＵＮ値ピンチ!?

　こ、こ、こ、こいつイケメンな顔でな、な、な、何を言っているの!?

　からかおうとしたら、逆にカウンターを喰らい、激しく動揺する俺。












　鼓動が飛び跳ね、自分の顔が熱を持ったのが分かる。きっと今の俺の顔は真っ赤に染まっているだろう。

　安全だと思っていた遊びが、いつの間にか火遊びに変わってしまったかのようだった。

　思わず、今度は素でその真っ赤になった顔を隠すように手で口を覆ってしまう。

　……落ち着け、俺。……落ち着け、俺。……落ち着け、俺。

　確かに今は外観は美しい美少女（重複させて強調）だが、中身はアレだぞ？　イケメンとは正反対のクリーチャーだったヤツだぞ？

　間接的なＢＬだぞ？　数百年後とかに腐った歴女に×マークつけられて、妄もう想そうネタにされるぞ？

　必死に自分に言い聞かせて、俺は冷静さを取り戻す。

　それにしても、これがイケメンの力なのか……。

　どおりで、女達が夢中になるハズだ。

　中身はヲタの俺だというのに、ムネキュンしちゃったではないか。

「も、もう……からかわないでくださいます？　わたくしが聞いたのは、服の感想であって、わたくしをどう思っているかではないのですよ？」

　口元に手をやったまま上目遣いで抗議する俺。

　いや、わざとそうしているのではなく、相手の身長が高いために自然とそうなってしまうのだ。

「す、すみません……噓が吐けない性格なものなので……」

　コ、コ、コ、コイツ、わざとやっているのか!?

　俺、実は口く説どかれているのか!?

　それは逆に言えば、本当にそう思っているということじゃないか。

「……そ、それで、ええっと、あ、服の感想ですよね」

　ゴホン、ゴホンと大きな咳払いを繰り返した後、イケメンは俺の姿をジロジロと眺める。

「いつもの……綺麗なドレス姿も、もちろんステキなのですが──」

　俺はこの服を選ぶ時に覗のぞいたクローゼットの中を思い出す。

　原色系の体の線を強調するようなデザインが多かった。

　あれが本来のティフォの好みなんだろうな。

「──どちらかといえば、こういった落ち着いた服装の方が自分は好きです」

　どうやらイケメンは俺と同じような服装が好みらしい。

　俺がこの服装にしたのは、第一に違和感に慣れるためだが、その次の理由は自分がこういった服装の女性が好きだからだ。

　そういった点では、このイケメンと俺は共通点があったようだ。

「ありがとう。そう言っていただいて、嬉しいわ」

（ほら、ティフォ。俺の選んだ服装、褒められたぞ？）

　俺は面倒臭い着替えをしなくて済んだことにホッとしながら、ティフォを見ながら語りかける。

（う、うん……ケイにしては良くやったわ……）

　今までの機嫌の悪さが噓のように、若じやつ干かん、上からにしろ褒めてくれるティフォ。

（だから、今後は──いや一生、その服装をチョイスして）

　そして、ティフォは天動説が地動説に変わったかのように正反対の提案をしてきた。

（…………）

　どういうことかと俺は考えてみる。

　いや、考えるまでもなかった。

　前世では、そういうイベントのフラグを立てる前にゲームオーバーになったために縁えんがなかっただけで、俺は鈍どん感かんなラノベの主人公とは違うのだ。

（……お前って……もしかして、このイケメンのこと、好きなの？）

「ニャァッ!?」

　念話ではなく猫語で反応される。さらにティフォはその尻尾を大きく膨らませる。

（……な、何を根拠に、変な言いがかりはおよしになって！）

　謎の言葉遣いになった。

（最初、俺がイケメンと話そうとしたら、物凄くイヤがっただろ？　それはイケメンに変に思われるのがイヤだったからだ。で、次にイケメンに褒められたら、コペルニクス的転回をしただろ？　それを説明できるのは、ソレしかない）

（～～！　あんた、あたしの心を読んだわね！　サイテイ！　ヘンタイ！）

　そうではないのだが、他人のスマホは見るくせに、自分のスマホを見られたら怒る女のごとく怒ど鳴なるティフォ。

　そして、全身の毛と尻尾を逆立てて威嚇してくる。

「ふふふ」

　見つめ合う俺達の様子を笑うイケメン。

「姫様はステラとお喋りができるのですね」

　本当にそうだと言ったら、イケメンがどんな反応をするのかと興味が湧わく。

　が、ティフォが俺に向かって爪をチラチラと見せ始めたので、それは一いつ旦たん、保留とする。

　それにしても、さっきの太陽発言といい、意外と脈があるのかもしれない。

　再び機嫌を悪くしてしまったティフォへのお詫わびも兼ねて、俺はあるお願いをイケメンにすることにした。

「わたくし、今、ティ──ごほんごほん。……ステラに怒られちゃいましたの。何故だか分かります？」

「……？　さあ、存じませんが」

「それはですね。ステラに嫉しつ妬とされてしまったのです。わたくしがあなたと仲良くしていたから。どうもステラはあなたのこと気になるみたいで……。よかったら、抱っこしてもらえます？」

　その俺の申し出に、イケメンは少し驚いた様子であったが、すぐに笑顔となると頷いた。

「光栄です。姫様」

（ちょ、ちょっと、何勝手に決めているのよ!?）

　念話が聞こえないイケメンは、そのティフォの抗議がもちろん聞こえるハズもなく、イケメンは屈かがみ、猫と同じ視線の高さとした後、猫を優しく抱き上げる。

　まあ、美しい美少女の前だから、外そと面づらを良くしている部分はあるんだろうけど、小動物に優しく接する感じに俺はこのイケメンを良いイケメンに認定した。

　ティフォはといえば借りてきた猫のように大人しくなり、その胸の中に収まっている。

　俺は恋のキューピッドになったような気分で、そんなイケメンと黒猫を眺めていた。

　しかし、そんな平和な光景は長くは続かなかった。

　パカラ、パカラと荒々しい馬の足音が響いてくる。

　音のした方を見ると、戦いくさ支じ度たくのグレゴーリの姿が。

　そして、グレゴーリは大声で叫んだ。

「姫！　大変ですぞ！　東の大国、悠の国が我が国に攻め込んできましたぞ！」
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　食堂が会議室に変わった。

　長方形の長机に座るのは三人と一匹。

　療養中である国王の代理を務つとめる王女の俺と、この内政のトップである大臣のキルケー。それに軍事関係のトップである将軍のグレゴーリ。

　それに、この国のことにはまだまだ疎うとい俺を補佐するためにいる猫のステラだ。ただし、その中身はここにいる誰だれよりもトップの地位のステンベルク王国の王女、ティフォだ。

　俺が席につくなり、感じたのは俺から見て左に座る神経質な男と、右に座る強こわ面もてな男との圧力。

　この男と同じ部屋にいたくないオーラがお互たがいから存分に伝わってくる。

　幸い、二人が大人おとなの対応をしてくれて、自分の仕事をしてくれることは救いである。

　軍事のトップとして、まずは野太い声でグレゴーリが口を開く。

「悠ゆうの国より送られてきた宣戦布告は以下の通りです。ステンベルク王国は対立せしザルツドレア帝国の姫君と婚約し、あろうことかその姫君と兵とを自国に招まねき入いれた」

　現在、俺達のステンベルク王国は悠の国とザルツドレア帝国に挟はさまれている。

　つまり、俺達の領土は二つの大国の緩かん衝しよう地帯となっているわけで、それを吸収される。または、そこに敵国の軍隊が駐ちゆう留りゆうされることを悠の国さんとやらは恐れているらしい。

　しかし、俺のこの認識はまだまだ甘かった。

「しかもあろうことか、ステンべルク王国の姫君、ティフォニア・イン・ステンべルクは我が国の王子と婚約していたのにもかかわらず」

（……!?　おい、ティフォ！）

　俺は全力でティフォに抗議する。

（だって、仕方なかったのよ！　昔そうしないと戦争になりそうな時があったのよ！）

　だとしても、自分達の国の王子と婚約しているのにもかかわらず、その敵国の王族と婚約──しかも相手が女性の姫（女であることを強調）だったら、そりゃあキれるわな。

　自分達の面メン子ツが潰つぶされた上に、泥どろを塗ぬられたようなものだし。

（それに、なんであたしだけが責せめられなくちゃならないのよ！　悠の国に攻められたら、言い訳を積み立てて帝国に援軍を要請する。帝国に攻められたら、舌を何枚も重ねて悠の国に援軍を要請する。ステンベルク王国はそうやって今こん日にちまで生き残ってきたのよ！）

（……八方美人をしてきたんだな）

　まあ、それは小国の宿命ではあるけれども。

（それはあたしの一族にとっては褒ほめ言葉よ！）

　ステンベルク王家を代表して開き直る猫。

（それに、その八方美人に加えて、出稼ぎを今後一切派は遣けんしないことをちらつかせてね）

（……出稼ぎ？）

　はて？　大国といえど、そんなに労働不足なのか？

（な、なんでもないわよ。そ、それよりも今の問題は、急に悠の国が攻めてきたことよ。婚約、婚約というけれど、あんたが思うほどそれは重大な問題じゃないわ。政略結婚がそんなものだってことは悠の国だってわかっているハズだし）

（そうなのか？　でも、シャルロットの態度は……）

（あれは例外。あの子、ガチだからヤバイのよ。……それはともかく、大義名分が必要だから書いているだけで、それは本来、戦争にまで発展する理由じゃないのよ）

（じゃあ、なんで悠の国は突然、攻め込んできたんだ？）

　俺のその疑問に答えるように、

「さらに──」

　と、グレゴーリの話はまだまだ続く。

「姫君は我が国の王子に呪のろいをかけた。我が国はその報ほう復ふく措そ置ちを取らざるをえない」

（の、呪い!?　そんなことお前できるのか？）

　いわゆる魔法使い的な職業（まじないや迷信ではない、本物の魔法の力を使う呪術師的な意味で）がない世界かと思ったら、この国にいないだけだったのか？

（知らないわよ、そんなこと！　きっと大義名分が足りないとでも思ったから、付け加えたんじゃない？　言いがかりをつけられたのよ！）

　ティフォの念じ方からすると噓うそは言っていないようだ。

　まあ、俺の世界の歴史を見ても、大義名分が必要だとはいえ、言いがかりとしか思えないことで戦争って起きたりしているしな。ようはプロのクレーマーと一緒で、相手のちょっとした落ち度があればいいだけだし。

　それはともかく──。

　異世界に転生したばかりだというのに、早さつ速そくピンチである。

　しかも、今の俺の姿は美少女。そして、身分はお姫様。

　女騎士や女戦士ではないけれど、やっぱり戦争に負けてしまったら、ああなってしまうのだろうか。

　くっころな展開に。成人指定の展開に。

　貞てい操そうの危機を感じるとともに、戦争という現実に押し潰されそうになってテンパり始めた、その時。

「失礼します！　出稼ぎから帰還した兵達が城門前に到着しました」

　鎧よろいを着込んできた兵士から報告が届く。

「兵達が集まってくれたのですね！」

　良くない報告が続いた中で届いた唯一の朗ろう報ほうに、俺は心強さを覚える。

「早速、出迎えましょう！」

（そうよ。キチンと丁てい寧ねいに感謝しながら、出迎えるのよ！）

（ええ？　ああ）

　元からそのつもりであったが、ティフォの妙みような勢いに思わず念話だけでなく、頷うなずく俺。

「我が君、それは良いお考えです」

「姫、是ぜ非ひそうしてくだされ」

　そして、仲が悪いハズの二人も俺の言葉に全面賛成のようだ。

　多分、良いことだから、賛成してくれるのはおかしいことではないとはいえ、俺はその三人の雰ふん囲い気きに妙なものを感じながら、報告に来た兵士に連れられて、ティフォと共に一いつ旦たん、会議を抜け出した。




　城門の先に広がっていた光景。

　それを見て俺は息を飲んだ。

　瞬時に俺は悟さとる。

　三人があんな様子だったわけを。

　そして、今までちょいちょいこの国の人達から出てきた出稼ぎというのが、どんな仕事だったのかを。

　俺は元いた世界の記憶から、出稼ぎというのを土木作業とかそういうものを想像していた。大変だろうなくらいにしか思わなかった。

　だが、それは違った。

　大変だろうなという感想はあまりにも的まと外はずれで酷ひどいものだった。彼らのことを考えれば、あまりにも軽すぎた。

　出稼ぎから帰還した兵士達。

　それは必死に戦場から生き延びた兵士達だった。

　継つぎ接はぎだらけのボロボロの服にレザーアーマー。

　その手に持つ剣や槍やりなどの得物もまた、歪ゆがみ、何度も砥とがれたのだろう、刃先がかなり細くなってしまっている。

　ボロボロなのは何も武具だけではなかった。

　汚らしい布を皆、体に巻きつけている。

　それらは貴重な布であり、彼らの包帯なのだ。その汚い布からは血や膿うみが滲にじんでいる。

　そしてその肌は、何日も風呂はおろか体を拭ふいてもいないのだろう、赤黒く染まっている。また、すぐ傍そばに立っているとなんともいえないすえた臭いが漂ただよってくる。

「…………」

　あまりの光景に、一瞬、思わず言葉を失う俺。

（……な、なあ、ティフォ、出稼ぎって……）

（……多分、あんたの想像通りよ。……庸よう兵へいよ）

　ティフォの念話からは、国民にこんな生活を強しいてしまっているという悔くやしさが滲んでいた。

（ステンベルクは山地に造られた小国なの。以前、ケイが察さつした通り、当然、耕こう作さく地ちは狭せまく、収しゆう穫かく量りようも少ない。それだけでは国民全員が食べてはいけないの。だから、帝国や悠の国へと出稼ぎに出て行っているのよ。主に周辺の異民族との戦いくさに連れて行かれる庸兵としてね）

　そこでどんな扱いを受けているのかは容よう易いに想像がついた。

　戦争とは経済の論理で動く。そして真まっ先さきに最前線に送られるのは、死んでも懐ふところが痛まない安い兵達なのだ。

（……さあ、ケイ。彼らを労ねぎらってあげて）

（え？　え？　え？）

　正直、躊躇ためらう。

　彼らが苦労してきたのはわかるが、ここまで汚れた人を見るには初めてだった。

　そもそも、労えと言われてもどうしろというのか。

（早くしなさいよ！　ケイ！）

　ティフォにせかされる。

　今は戦争中であるし、戦力は必要だ。

　そして、今の俺はこの国のお姫様であるわけだし、こういう演技も必要だろう。

　俺はそう必死に自分に言い聞かせると、まずは目の前にいた比較的キレイそうな老齢の兵士に手を伸ばす。

「……で、では、握あく手しゆでも」

「い、いえ、姫様、わしは……」

　老齢の兵士は首を横に振った。

　さらに、それどころかその右手は剣を持ったままであった。

　俺の世界では、握手会は割と喜ばれるイベントなのに、なんでだろうと俺はその右手を見る。

　そして、俺はその理由を悟った。

　指がほとんどなかった。

　親指以外の指の第二関節から先がなかった。

　その手に、落とさないように、握にぎれるように布でしっかりと剣を結び付けていた。

　孫を撫なでていてもおかしくない年齢の兵士の皺しわくちゃな手。

　その手が深く傷ついてもなお、その上に武器が巻きつけられていることに俺は衝撃を受けた。

「……ひ、姫様!?」

　老齢の兵士が驚いた声を上げる。

　それというのも、俺がその布を解ほどき始めたからだ。

　カランと武器が地面に落ちると共に、手が露あらわになる。

　金属の錆さびと手て垢あかで黒くなった手のひらが。

「ひ、姫様、わしの手は汚れていますので……」

　演技だとか、躊躇いだとかそう言うものはすでに吹き飛んでいた。

　俺はその手をギュッと両手で挟みながら、自然に口にしていた。

「これはただの汚れではありません。この国のために流してくださった、血と汗ではありませんか」

「ひ、姫様……」

　いっそうしゃがれた声を上げると、老齢の兵士はすぐにその手を引っこ抜く。

　そして、今度はその手を顔に当てた。

　皺の寄った眼から流れ出した涙を隠すために。

「やっぱり、姫様は聖女様じゃ……」

「ステンベルクの聖女様じゃ……」

「姫様のためにも、悠の軍を追い返さねば」

　その一連の様子を見ていた兵士達がざわざわと騒ぎ出す。

　そんな兵士達の声に、俺はハッとなる。

（す、すまん。つい、やってしまった）

（なんで謝るの？）

（す、すまん、前の世界からのクセで）

（……自分が悪いことしたわけではないのに、謝るなんて変なクセね。ともかくケイ。ステンベルクの代表として、お礼を言わせてもらうわ。……ありがとう）

（あ、ああ……それで、残りの握手の方は……）

（そんな必要ないみたいよ）

　見ると、兵士達は声を上げながらさらに盛り上がり、負傷兵のようだったその目に強い光が宿っていた。




　その場を逃げるように離れ、会議室に戻ってきたものの、俺は未いまだに慣なれないことをしたせいで、落ち着かない、どういう顔すればいいかわからずソワソワとした足取りで会議の進行を聞いていた。

　そんな時。

「……失礼します」

　食堂の扉が開かれ、一人の騎士が入ってくる。

「ニャアン！」

　猫が驚いたように叫ぶ。

　それもそのハズで、入って来たのはあのイケメンだったからだ。

　ただし、服装は先ほどの軍服とは違いレザーアーマーを身に纏まとい、いかにも戦時中といったふうであった。

「ジェイド！　どうしたのだ！　第一部隊は城の前で待機と申し付けておいたハズだぞ！　そもそも、この場に乱入するとは、無礼だぞ！」

　グレゴーリが叱りつける。

　ジェイド。それがこのイケメンの名前らしかった。

「とりあえず話を聞こうではないか、将軍。それでジェイドよ。何用があってここに参った？」

　キルケーがそう話を促す。

「……戦場に発たつ前に、自分の心残りを果たしておきたいと思いまして」

　ジェイドはそう言うと、驚きの余り固まっている俺の前に跪ひざまずいた。

　そして俺の左手を取ると、その薬指に古めかしい彫刻の施ほどこされた金の指輪を嵌はめた。

「この指輪に対する答えは要いりません。ただ、私は貴女あなたに指輪を受け取っていただいただけで満足なのです」

　そして、ニッコリと微笑ほほえんだ。

　それは笑顔のハズなのに──その心残りを果たした無む垢くで純真な澄すみ切きった表情は、覚悟と決意に満ちた別れの挨拶に見えた。

　それを見ていた俺は、自然と泣きそうになってしまい、必死に涙を堪こらえる。

（……これって、プロポーズされたんだよな？）

（……ええ。そうよ）

　想い人にプロポーズされたというのに、曖あい昧まいな返事のティフォ。

　彼女も分かっているのだ──俺以上にわかっているのだ。

　それを素直に喜べない大人の事情が大きな河となって二人の間に横たわっていることは。

　そして、それは目の前のイケメンも──ジェイドもわかっているのだろう。

　だからこそ、彼は告白してきたのだ。

　俺はジェイドが死を覚悟しているんだということを、指輪を嵌められる際、触ふれた指先から感じとった。

　その手は全く震えておらず、決意と覚悟に満ちたものだった。

　死ねば、無礼も非礼もない。

　だから、何も恐くもない。

　ただ、政略結婚とはいえ、婚約者のいる王女に向かってプロポーズをしたバカな男がいたということが過去の話として残るだけになる。

　顔に大きく差があるとはいえ、同じ男として俺には今のジェイドの気持ちが良くわかった。

　ジェイドはスッと軍人らしく立ち上がると、俺に向かって最敬礼する。

「……このジェイド。これよりステンベルク王国のために──いえ、姫様のために戦場に赴おもむきます」

　さらにジェイドはグレゴーリやキルケーにも敬礼すると、足早に部屋を出て行く。

　その意外に大きな背中を見送った後、俺は残された自分の薬指で光る指輪を見つめる。




　完かん璧ぺきな死亡フラグが立ってしまった。




　無論、それは俺の元いた世界の話であるけれど、それを抜きにしても、きっとこのままではあいつは死ぬなと思った。

　それはきっと、イケメンだけでなく、あの出稼ぎから帰還してきたばかりの兵士達も。

　特にイケメンには、数時間前に軽い気持ちでからかってしまったことを深く後悔。

　何故って、多分、俺が男の本能に訴えかけて張り切らせてしまったことで、その死亡フラグを立てさせてしまったのだから。

　あいつも童どう貞ていなのかな……。

　ふと、俺はそんなことを考える。

　生き真ま面じ目めそうだし、結婚するまでは……とかガチで思っていそうだ。

　結婚するまで待っていたら、死んじゃうこともあるんだぞ？

　そんなふうに、童貞のまま死ぬのは俺だけで十分だ。

　それに死んでしまったら、からかったことを謝ることもできなくなってしまう。

　あいつに惚ほれているティフォを悲しませることにもなってしまう。

　だが、しかし──。

　俺には転生したとはいえ、チートで無双する力はない。

「グレゴーリ。我が軍と悠の国との戦力差はどれくらいですか？」

「我が軍は帰還兵を加え、大よそ四百。相手は遠征の準備をせず、国境沿いの兵を動かしただけだと思われますから、恐らく千といったところでしょう」

　ふむ。国力を考えれば、思ったより差はなかった。

　が、それでも不利なことには変わりない。

　どうすれば──と考えた時、俺に閃ひらめくものがあった。

「……グレゴーリ。軍を動かさず、しばらく待機していてください」

「え？　あ、はい。了解しました」

　突然の俺の指示に少し驚いた様子のグレゴーリ。

「我が君。我が国の国力では長期戦をすれば、かえって不利になりかねませんぞ。どうするおつもりで？」

　キルケーが尋ねる。

「わたくしに策があります。それを実行してみます」
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　女の武器を取りに、一旦、俺は私室に向かう。

「リーラ、悪いのだけど、手伝ってちょうだい」

「あ、はい……お姉様……？」

　必死な様子の俺の迫力に、少し驚いたようにリーラが俺を見る。

　俺は私室に戻ると、部屋に隅すみにあるクローゼットのドアを開いた。

　そこには色とりどりのドレスが収められている。

　ドレスに目を走らす俺の背中に向かって、追いついてきたティフォが声をかける。

（ちょっと、ケイ。あんた、何をする気なのよ！）

（シャルロットだ。彼女が見舞いのついでにこの国を占領しようと引き連れていた兵を使う。その兵達に悠の国の兵士達と戦ってもらう）

「ニャ!?」

　俺の策に、思わず念話ではなく、尻尾しつぽを立てながら実際の驚いた声をあげてしまうティフォ。

（一応はお前の婚約者様なんだろ？　だったら、こういう時に役に立ってもらわないとな。それにそもそもあの婚約者様の母国は、悠の国と仲が悪いんだろ？）

（な、何を言っているのよ!?　そんなことできるわけないでしょ！）

（だったら、お前、あのイケメンが死んでもいいのか？　このままじゃ絶対死ぬぞアイツ。この国を──お前を守ろうとして）

（そ、それは……）

　猫が力なく俯うつむく。

（だったら、少しでも頑張ってみようぜ、抗あらがってみようぜ）

（そ、その体が人の身体からだだと思って、無責任なことを言わないでよ！）

（今は俺の身体なんだから、一いち蓮れん托たく生しようだろ。それで、あの婚約者様はどんな服が好みなんだ？　いや、自分が着る方ではなく、相手が──ティフォが着ている服の方）

（そうねえ……なんていうのかしら？　あたしが実年齢より幼く見える感じというのかしら？　フリルとかリボンとか、そんな感じに着飾ると褒めていたわね）

（なるほど。言うことを聞きにくい大人よりも、言うことを聞きやすい子供の方がいいという、無意識に自分のコントロール下に置きたいという願望が出ているのかね。いわゆる男性向けの作品の女の子は年齢以上に幼く描かれていることに言われる理由と同じで。……それに、まあ元々、対等な婚約とは言えないわけだしな）

（……それは事実だけど、あんたにそう言われると、凄すごくムカつくわ。……それにケイ、あんた、あたしの話を聞いている？　全く逆のドレスをチョイスしているじゃない）

　ティフォの言うとおり、俺がクローゼットの中から選んだのは、真しん紅くの身体の線が出やすいシンプルなデザインのドレスだった。

（さっき言っただろ？　相手は俺をコントロールしたがっているって、それならば、まず見た目から勝負するしかないだろ？　それにだ、お姫様は借金をする時のコツを知っているか？）

（……借金？　ああ、確かに借りるには変わりないものね。借りるものはそれよりも少々物ぶつ騒そうだけど。……で、質問の答えだけど、知らないわ）

　借金の言葉が含まれた質問を少し侮ぶ辱じよくと感じたらしく、少々不機嫌な感じでティフォ。

（なんで、貸さないの？　っていうふうに上から目線で借りるんだよ。成金趣味みたいに思いっきり着飾って、金には困っていないって様子でな）

（何それ？　普通、そういうのを換金するとか努力した上で、ダメだったらお金を借りるでしょ？）

（そうだ。つまり、それをしていないから余裕があると思われる）

　思わぬ発想にキョトンとなるティフォ。

（相手は返済能力が、貸して得られるものがあるか──少なくとも損そんはしないかを見ているんだ。だから逆に、いかにも返済能力がないという奴やつには貸さない）

　偉えらそうに語っているがこれもまた、マンガで得た知識だ。

　実際にそれが上う手まくいくかどうかは分からない。

　陸上選手が盗塁の本を読めば、盗塁王になれるわけではないように。

　ティフォの反応も、もっともだと思う。

　だが、俺にはその方法しか思いつかなかった。

　イケメンほどの覚悟を持つことのできない俺は、手の震えを抑えようと自分の手を自分の手でギュッと握る。

　すると、指輪に手が当たる。

　俺が煽あおってしまった、もうビンビンに立ってしまっている死亡フラグ。

　それを叩たたき折ってやる。

　確かに、俺にはチートも無双もない。

　だが──。

　今の俺にはコレがある。

　俺は姿見を見つめる。

　そこには緊張という固い表情でさえも、自分を彩いろどる色の一つとして昇華してしまうほどの美しい美少女が映っていた。




　グレゴーリが決して街の中に他国の兵を入れようとしなかったために、表向きはシャルロットの護衛として連れてきたザルツドレア帝国兵士達は街の外で野営している。

　しかし、その野営も今日までのようだった。

　ザルツドレアにもまた、悠の国が攻め込んできた一報が入ったのだろう。

　設営していたテントを畳たたみ、撤退の準備をしている。

　そんな中、俺は大臣のキルケーとグレゴーリの二人と、猫一匹を引き連れて、この俺の国の領土でありながら、他国の兵達がいる駐ちゆう屯とん地ちへと入っていく。

　思わず兵士達が作業の手を止めて俺に魅み入いっているのがわかる。

　それはそうだろう、今の俺は真っ赤な薔ば薇らを思わせる、身体のラインを強調したような真紅のドレスを身に纏い、髪をワンレングスヘアになるようにおろし、顔に髪の影を落とすようにして表情の中に深みを与えている。

　これほどの美しい美少女が歩いているのだから、ただでさえ女に餓うえているであろう兵士達が見ないハズはない。

　もっとも──。

　そんな男の気持ちは十分に分かるとはいえ、俺はそんな視線を受け止めることには慣れておらず、ましてこれからの策を考えると、今すぐにでも逃げ出したい気持ちになる。

　長めのスカートのドレスを選んでよかった。

　そのスカートの下では、足がガクガクと震えている。

　やがて、この部隊の指揮官であるシャルロットのテントへと通される。

　そこにいたのは、ペッタンな胸を張り、勝ち誇った顔の婚約者様。

　どうやら、俺がここに来た理由は既すでにお見通しらしかった。

「ふふ～んだ。このままじゃ、あなた亡国の姫君になちゃうかもしれないわね？　どうする？　何してくれる？　ダ～リンがわたしのペットになってくれて、ダ～リンとわたしが合体するみたいに、お国も合体してくれるなら、兵を貸してあげてもいいわよ？」

　案の定、欲しいモノを自分の力で手に入れずに、周りの大人達から与えられて育った人間の持つ傲ごう慢まんさで、高飛車に迫ってくる。

　そして、俺の隷れい属ぞくと──この国の併へい合ごうを迫る。

　そんな婚約者様に対して、俺はスッと息を吸い込むと、

「……見み損そこないましたわ！」

　とまずは一いつ喝かつする。

「このティフォ、国同士の政略結婚といえど、シャルロット様を婚約者としてお慕い申しあげておりました。……しかし、シャルロット様はわたくしのそんな気持ちを裏切りました！」

　多分、今までほとんど他人に叱しかられたり、怒ど鳴なられたりしたことなんてなかったんだろうな。

　キョトンとした顔で婚約者様は俺の顔を見る。

　俺はそれを意識しながら、怒りのボルテージをさらに上げると、言葉を続ける。

「それが、シャルロット様の婚約者が国を失おうとしている時にかける言葉なのですか？　シャルロット様は婚約者のピンチに、援軍をお出しにもならない冷たい方なのですね？」

「……いや、待って、そんなことは──」

　一方的に怒鳴られていることに耐たえられなくなった、シャルロットが言い訳をしだす。

　それを見て、これで第一段階は成功したと俺は思った。

　本来、シャルロットは言い訳などする必要はないのだ。

　何故なら、この交渉の主導権を握っているのは、兵力という資源を持っているシャルロットであって、それを借りる側の俺ではないのだから。

　婚約者様は、何を言われても適当にあしらっておけばいいのだ。

　ただ、無む駄だなプライドの高さ、子供のような全能感がそれを邪魔している。

「──言い訳など聞きたくありません！」

　ピシャリと俺は言い放つ。

　冷静に考えれば、むしろ言い訳するように屁へ理り屈くつを並べ立てているのは俺なのだが、今の俺は美しい美少女。

　仕事ができない自分が悪いのに上司から説教をくらえば、パワハラを受けて可か哀わい相そうと周囲から同情してもらいやすい存在。

　イジワルで性格が捻ひねくれていても、ツンデレと昇華できる存在。

　そんな美少女オーラが、勝手に俺の言葉に力を与えてくれる。

　もし、生前の俺がこの場で一字一句同じことを言ったとしても、変な奴が言論テロに来たぐらいの対応しかされなかっただろう。

「…………」

　婚約者様が、びっくりしたようにポカンと口を開けたまま俺を見る。立場的には逆なのだが。

　元々、怒鳴られることに慣れていない上に、普段、舐なめきっていた俺からの思わぬ反撃に思考停止に陥おちいってしまったようだ。

　ココロの隙すき間まができた。

　後はその隙間に押し入るだけである。

　俺はスカートの上でギュッと何かに耐えるように指輪を外した拳こぶしを握り、それだけでなく全身に力を入れて体を縮ちぢこまらせると共に、体を微び動どうさせる。

　そして、公園に捨てられた子犬をイメージしながら、今にも泣きそうな顔で、












「……わたくしはいざとなればシャルロット様にこの身を捧ささげる覚悟でございましたのに、シャルロット様はそうではなかったのですね。でも、それを承知で申しあげます。どうか、どうかシャルロット様、このステンベルクを──この憐あわれなティフォをお護まもりください」

　と声を震わせながら言う。

　先ほどまでの態度を一変させ、今度はシャルロットが望む、自分のコントロールに置けるような──言い換えれば、庇ひ護ご欲よくをそそる、護ってあげたくなるような少女を演じて、そのギャップでココロの隙間を責める。

「…………」

　口をポカンと開けたままの婚約者様。

　しかし先ほどの驚きの表情とは違い、今度は食い入るように見み惚とれている表情だ。

　実際、その目は潤うるみ、顔が真っ赤になっている。

　俺は今まで、自分はチートや無双に恵まれず転生したと思っていた。

　が、しかし、その婚約者様の今の表情を見て確信した。




　この美しい美少女の姿こそが、チートであることを。




　幸か不幸か、金持ちの家に生まれた子供が小学生の時からタクシーを利用しても何も思わないように、生まれた時から元々、美しい美少女で育ったティフォにはその自覚は薄いようだが、生前それと正反対の容姿に生まれ、その上、男の生せい態たいを知しり尽つくした（今、目の前にいるのは生物学的には女だけれども）俺にはそれは最高の武器といえた。

「……で、でも……わたしも兵の命を預かっているわけだし？　簡単にその兵を他国の戦に巻き込むわけにはね……」

　慌てて表情を引き締めると、もっともらしいことを言いながら、胸の前で腕を組む婚約者様。

　だが、今更、先ほどの表情を隠そうとしても遅い。

　俺のあの表情を見て感じてしまった胸のトキメキが、上うわ擦ずった声にも現れている。

　釣つり針ばりにはかかった。

　後はそれをどう深く飲み込ませていくのかである。

　俺は泣き顔を隠すように、隣にいるキルケーに抱きついてその胸に顔を埋うずめる。

　そこからチラリとシャルロットの顔を覗のぞくと、キルケーをガン見している婚約者の顔が。

　彼のことを羨うらやましいとか考えているに違いない。

　あとはこの光景を婚約者様に対して、ぶら下げたニンジンのように、少し頑張れば手が届く自分の未来予想図のように見せながら、その羨ましいという感情を嫉しつ妬と心しん、競争心に変えて、煽るだけである。

「我が君、だから先ほど言ったでありましょう。ここは悠の国の王子に──」

　打ち合わせ通りに、キルケーが悠の国の王子のことを俺に諭さとすように口にする。

　ザルツドレア帝国の姫君も、多分、俺が悠の国の王子とも婚約しているという噂うわさぐらいは聞いているハズだ。

　案の定、チラリと婚約者の顔を見ると、ソシャゲで他のプレイヤーに対してマウントを取るためにガチャを連打するイイ大人のように、理性を競争心によって削そぎ落おとされ、むき出しの闘争本能に支配されたような目をしていた。

　パン！

　俺は顔を上げると、キルケーの顔を平手打ちにする。

「──キルケー、それは冗談でも、言ってはならぬことです。今日まで、ステンべルク王国が存続してこられたのは、誰のおかげだと思っているのですか」

　そして打ち合わせ通りとはいえ、キルケーに心の中で謝りつつ、その申し訳ない表情を婚約者様に向ける。

「……ご、ごめんなさい、シャルロット様。気にしないでくださいまし」

「で、ですが、姫。キルケーの意見も──」

「──おだまりなさい。グレゴーリ。あなたもわたくしの手を叱しつ責せきするために使わせたいのですか？　そもそも、シャルロット様の機嫌を損ねた原因の一つは、あなたがまるでわたくしの婚約者の護衛の兵士達を夜盗か何かのように扱い、街の中には決して通さなかったことでしょう」

　打ち合わせ通り、グレゴーリがキルケーに賛同する素そ振ぶりを見せる。

　キルケーとグレゴーリ。

　このステンベルク王国の大臣と将軍の仲が悪いことは、その領土を狙っている帝国にも、そしてその姫の耳にも届いているハズだ。

　それなのに、その二人の意見が一いつ致ちしている。

　これで信しん憑ぴよう性せいが増すハズだ。

　さきほどキルケーがポロリともらした、俺が悠の国の王子の方になびくというシナリオが。

「……では、シャルロット様。失礼しました。……今後も、シャルロット様のご健勝をステンベルクにてお祈り申し上げております」

　俺はそう言うと、保健所に送られる子猫をイメージして背中を小さくしながらトボトボといった感じでテントから出て行こうとする。

　が──。

「ま、待ちなさいよ！」

　その背中に声をかけられる。

　振り向くと、どうにか好きな子の気を引きたくて、時に正反対のバカなことさえしてしまう必死な小学生のような顔をした婚約者様の姿があった。

「そ、そうね、確かにこの国は未来のわたしの国の領土でもあるわけだし？　この国が悠の国に取られちゃったら、わたしの国の防衛上、大変なことになっちゃうわけだし？　援軍を送ってあげてもいいかもしれないわね」

「シャルロット様！」

　俺はこの国を防衛してくれた時の成功報ほう酬しゆうをチラリと見せるように、パアッと輝く笑顔で婚約者様を見る。

　万人向けの笑顔ではなく、大好きな人だけに見せるような尊そん敬けいと憧どう憬けいを含んだ特別な笑顔を。

「…………」

　その途端シャルロットが目をハートマークにしながらジッと俺を見つめ、ゴクンと唾つばを飲んだのが分かった。

　それは俺には釣針を深く深く飲み込んでしまったように見えた。

「待っていてね、ダ～リン！　わたしとダ～リンの愛の国を侵略しにきた悪い奴らを、わたしがやっつけちゃうんだから！　いい？　ダ～リンの処しよ女じよ膜まくはわたしが予約したんだからね？　初夜の日には、それだけでダ～リンがユルユル怪獣ガバガバゴンになっちゃうくらい、がんばっちゃうんだから！」

　シャルロットはそう言うと、テントの外へと飛び出し、号令をかけ始める。

　元々移動する準備はできている。

　すぐにテントの外でいくつもの影が動き出し、進軍を始めたのがわかった。

　ひとまず、ミッションコンプリートということか。

　俺はもう限界だった。

　スカートの下でガクガクと震えっぱなしだった足から力が抜けて、俺の身体はそのまま崩れていく。

「……我が君。大丈夫ですか？」

　が、そのまま倒れる前に、キルケーに抱きとめられる。

「……ごめんなさい、キルケー。演技だとはいえ、叩いてしまって」

「いえ、この老いた頰ほおを差し出さずに国が滅亡したとならば、このキルケー、後世の歴史家に笑われることでしょう」

「そんな言い方ができるなら、大丈夫そうね。安心したわ」

　少しバツが悪そうにキルケーは顔を反そらす。

「……では、姫。自分は帝国軍と共に悠軍を迎撃いたします」

　グレゴーリはそう言うと、敬礼しテントを出て行こうとする。

「待って、グレゴーリ」

　そんな将軍を俺は呼び止める。

「グレゴーリ。現在の情勢では、最初に我が国のために動いたのは帝国軍であり、そしてそれを我が国の軍が援護したという形となってしまいます。将軍の活躍によって悠軍を撃退したとしても、それは名声のある帝国軍手柄、シャルロット様の武勇と世間の人達は見るでしょう。そうなっては悠軍を撃退したとしても、戦後、わたくし達の立場がますます不利となり、帝国軍に頭が上がらなくなってしまいます」

「では……どうすれば？」

　軍事の専門家ではないティフォの姿である今の俺が意見したことに、少し驚きの表情を浮かべるグレゴーリ。

　しかし、さきほどシャルロットを動かしたことに感心してくれているのか、はたまた美しい美少女のハロー効果が効きいているのか話を聞いてくれる。

「わたくし達の軍は別働隊として敵の裏へと回り、敵の領土へと攻め入り、敵の前線基地である西せい龍りゆう城じようの方を攻撃するのです。今ならば城は手薄なハズです。巣の方を攻撃されたと知れば、我が領土に侵入した悠軍は慌あわてて退却を始めるでしょう」

「……なるほど。帝国軍を囮おとりとして使うのですな」

　現場感覚で戦争を知る将軍は、すぐに俺の策の意図を理解してくれたようだ。

「将軍には不本意でしょうが、今回の戦いは徹底的に手を抜いてください。悠の城を攻める際も、本気で攻めずに振りだけでお願いします。多分、それで十分だと思います。そして悠軍が後退し始めたとの情報が入ったら、すぐに逃げてください。直接的な戦闘はなるべく避けてください。多数の死傷者が出れば互いの兵士達、そしてその家族達に悪感情を抱くことになり、大国と付かず離れずの我が国ではいられなくなってしまいます」

「確かにそれならば、悠軍との禍か根こんを残さずにすむでしょう」

　キルケーが髭ひげを撫でながら、感心したように呟つぶやく。

「それに、それならば戦後、帝国軍に補ほ償しようを求められたり、でかい顔をされたりする心配もないですしな。オマケに我が軍も無傷ですみそうですしな」

　負けじとすぐにグレゴーリが言う。

　そんな二人に俺は困った表情を浮かべる。

　俺が命令すれば、互いに私事を抜きにして確実に遂すい行こうはしてくれるけれども、二人はどうしても馬が合わないらしい。

「では、姫。グレゴーリ、一生懸命に手を抜いてまいります」

　将軍はそう言い、俺だけに向けて敬礼すると、テントを出て行った。
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　俺の思いつく限りの人事は尽くした。

　後は天命を待つのみだ。

　今の俺には戦場で活躍できるほどの能力はない。それに、こんな俺が戦場に出たとしてもグレゴーリの邪魔になるだけだろう。

　そんなわけで俺は、今は穴あな熊ぐまの中にいる王将状態で、駐屯地に戻ってくるや否いなや、屋敷の自室に引きこもっていた。

　この部屋は恐らく今現在、この国でもっとも安全な場所である。

　しかし、だからといって俺の心は休まらなかった。

　ゲームの中で失敗したとしても、それはリセットボタンを押せばすむが、俺が今しているのは現実の戦争である。

　そのプレッシャーからなのか、吐き気が止まらず、それどころか上手く呼吸ができず、ベッドの上で酸さん素そが足たりず水面に浮かんできた金魚のような浅い呼吸を繰り返す。

　俺が漫画で得た知識を元に組み立てた策が失敗すれば、俺の命と貞操が危ない。

　いや、俺だけではない国民全員の命を危険に晒さらすことになる。

　そして──今は戦場にいるであろう、あのイケメンも。

　俺は落ち着かない気持ちで着替えもせずにベッドに寝そべりながら、外しておいた指輪をジッと見つめる。

　そこには金属に反射して今の俺の顔が映っている。

　美しい美少女と表現を重複させたくなる、今の俺の顔が。

　それは指輪の形に沿そって、大きく歪ゆがんでいた。

　自分でチートと評したその美貌がなんだか恐くなって、俺はブルリと体を震わせた。

　その美貌でからかって、未来ある青年の死亡フラグを立ててしまった。

　そして先ほど、この美貌でもって大国の姫を誘惑し、一国の軍隊を動かした。

　冷静になってくるにつれて、自分のしでかしたことの大きさがジワジワと俺を苛さいなんでくる。

　お隣、中国の故事に出てくる妲だつ己きや褒ほう姒じのように国を滅ほろぼす気はなかったにしろ、一つ間違えば大勢の人間が死んでしまう状況を創り出してしまったことは確かだ。

　正直、今は自分が美少女であることが恐い。

　傾国の美少女。

　それが今の俺なのかも知れなかった。

（どうしたのよ、ケイ？　そんな落ち込んだような顔をして）

　そんな俺を見かねたのか、俺の隣でベッドに座っているティフォが話しかけてくる。

（まさか、ケイがあたしの美貌をあたし以上に上手く使えるなんて思いもしなかったわ）

（ティフォが、その容姿でどんなに得をしてきたのかは、自分ではなかなかわかないだろうからな）

（なにそれ、イヤミ？）

（……でも、今日、それがどんなに大変なことかもわかったよ。なあ、ティフォはずっとこんな大変な思いをしてきたのか？　一挙手一投足が異常に注目されて、戦争に巻き込まれて、変な婚約者に迫せまられて……）

　その俺の言葉に、ティフォはケラケラと笑った。

（なんだ、あたしの苦労も少しは分かってくれたのね。あたしもオヤジが元気だった頃はもっと好き勝手できていたんだけどね……）

（……なあ、ティフォ。いますぐこの体に戻ってくれないか？　俺が猫の名前──ステラだったか？　そのステラになるから）

（その方法がわかっていれば、真っ先にそうしているわよ。何よ、そんなにあたしの体がイヤなの？　あたしの自慢の身体なのよ？）

（最初はおもしろかったんだが、段々と周囲の反応が恐くなってきた……。このままだと、何か大きな失敗をしてしまって、大変なことにならないかと心配なんだ）

（大丈夫よ。その時は、あたしがあんたを殴なぐって、止めてあげる）

　ティフォはそう言うと、猫パンチをしてみせた。

（あたしはこの体の先輩だしね。それに……ちゃんと綺き麗れいなままで体を返してもらわないと困るしね）

（……ティフォって、いいヤツなんだな）

（何？　今頃、気づいたの？）

　ティフォはそう言うと、ゲラゲラ笑った。

　それを見て、あのイケメンがティフォに惚れた理由は容姿だけでなく、多分こういうところにもあったのかな、と俺は感じた。

　俺にはきっかけさえあればすぐにくっつく相思相愛の関係に見えたけど、立場上、身分だとか、外交政策上とか色々と壁があるんだろうな……。

（ねえ、ケイ。お願いがあるの）

（なんだ、改あらたまって）

（ケイって、別の世界から来たのよね？　あんたに体が乗っ取られる時、少しだけあんたの世界の風景が見えたわ。お祭の時みたいにいっぱい人がいて、山みたいなでっかい建物が立って、馬が引かない馬車みたいのがたくさん走ってた）

　数日前なのに、随ずい分ぶんと懐なつかしい話のように俺には感じられた。

（ケイはそんな凄い世界から来たんでしょ？　だから、その代わりあんたの知識を生かして、この国を発展させてくれない？　ケイもしばらくここにいて、この国がどんな状態なのかわかったでしょ？　戻す方法もよくわからないし、しばらくはあんたにあたしの体を貸してあげる）

（……俺にそんな力はないよ。たまたま昔読んだマンガやラノベに同じような話があったから試してみただけだ）

（けど、さっきこの国のピンチを救ってくれたじゃない）

（まだ、決まったわけじゃない。この後、この部屋にくるのは敵兵士かもしれないんだぞ？）

（じゃあ、ケイの策が成功していたら、契約成立よ？　約束よ？）

（ああ……）

　負けていたら元々。

　勝っていたらラッキー。

　大勢の人が死ぬかもしれないからこそ、そう軽く考えなければやっていけないほど、俺は戦争という現実に押し潰され、メランコリックになっていた。

　そして少々投げやりになって、そう返事をしてしまう。

　気分が沈しずんだ時に投げやりになってしまう悪い癖くせは、美しい美少女（あえて重複）になってもなかなか改善はしてくれないようだ。

　と、その時。

　コンコンと部屋がノックされた。

　ビクンと俺は背中を震わす。

　何かあればお呼びいたします、とキルケーに言われている。

　その何かが、起きたということだ。

　窓の外を見ると、いつの間にか日が落ちていた。

　そろそろ俺の策の結果発表が出てくる頃だった。生前の俺の就活の時よりも重要な。

　俺はベッドから下りて、ティフォのチェックの下、手早く服装を整えると、

「……どうぞ」

　と声をかける。

「は～い！　ダ～リン帰ってきたわよ！　ダ～リンとの愛の巣を護ってきたわよ！」

　現れたのはドヤ顔の婚約者様。

　いつもはぶぶ漬づけの生産を国策産業にしたいほどのその人物だが、今は嬉うれしかった。

　それは俺の策が成功したことを意味するからだ。

「さあ、ベッドもあるし、ここで早速、赤ちゃんつっくろ♪」

　そしてドヤ顔のまま鼻息を荒くして、俺を早速、押し倒そうとする。

「……そ、そういうことはご遠慮願います。……そ、その……結婚するまでは、わたくしの貞操は神様に捧げておりますので……」

　俺は顔を真っ赤にしながら口元を手で覆い、それを言うのも恥ずかしいという風にそう言う。

　うん、噓は言っていない。

　実際、生前の俺の貞操は神様に捧げられちゃったしな。

「も、もう～～神様のイジワル！　ダ～リンのイケズ！　ダ～リンを食べさせてくれないなら、わたし神様を殺しちゃうよ！」

　俺を犯す代わりに、サクッと禁きん忌きを犯す勢いの婚約者様。

「……ゴホン」

　そんな婚約者様の背後から、わざとらしい大きな咳払いが響く。

　そして、いつかのように俺と婚約者様の間にやや強引に分け入る。

「……グレゴーリ将軍から、早馬が参まいりました。作戦は無事に失敗のようです」

「……？　キルケー、どういう意味です？　無事に失敗とは？」

「威圧をし過ぎた結果。向こうから降伏してきたので、そのまま国境の城を占領してしまったのことです」

「……なるほど、そういうことですか」

　俺はホッと胸を撫で下ろす。

「……それにしても、あなたも相変わらずですね」

　少々作戦とは違ってしまったが、グレゴーリの大手柄である。

　国境の城が占領できたわけで、その分、ステンべルク王国の領土が広がったことになる。

　作戦外の行動だから、あまり褒められたことではないかもしれないが、予想以上の戦果である。

　それはキルケーにも分かっているのだが、グレゴールがそのような手柄を立ててしまったのが心情的には少しおもしろくなく、それがあのような言い方になってしまったのだろう。

「そ、そうよ！　あの猪いのししみたいな男に、わたしの手柄が取られちゃったのよ！」

「はい。そのようにわたくしが手配をいたしました。グレゴーリを褒めなければなりませんね」

「な!?　ダ～リン、なんでそんなイジワルをしたの!?」

「それはつまり、シャルロット様が危ない最前線に行かずに済んだということではありませんか。婚約者として、これ以上の幸せはありませんわ」

　手柄を立てさせたくなかったのが本音だが、それも全くの噓というわけではない。

　だって、万が一うちの領土で死んじゃったら、色々と国際問題になりそうだし。

「も、もう！　わたしを怒らせたり、喜ばせたり、ダ～リンたら、小悪魔のツンデレさんなんだから！」

　うん。デレる予定はないけどな。

　言葉をその重みで思考を鈍にぶらせる一種のバイアスと考えると、ツンデレって実はとても恐い言葉だよな。

　もうちょっと頑張ればデレに辿たどり着つくような、そんな希望を与えてしまう。

　現実には、ツンとデレの間には、透明ながらも強固で厚い心の壁がある場合がほとんどなのに。

「姫様～～！」

　窓の外から、そんな声が響いた。

　聞き慣れた声。

「……ちなみに早馬はジェイドでした」

　ゴホンとキルケーが咳払いをした後に言う。

　その咳払いは心なしかいつもと違い、軽やかだ。

「……本当に無事でよかったです……」

　俺はホッと胸を撫で下ろす。

「ふふん！　ダ～リン、心配してくれてありがとう♪」

　婚約者様は上機嫌で無い胸を張った。

（ふふん。じゃあ、ケイ、契約成立よ？）

　そしてティフォはその尻尾を立てながら、俺に向かって念話を送った。
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　何とか悠ゆうの国を追い払い、そして俺が──借りているティフォの体が全快し、お見舞いという大義名分が消えたことで、婚約者様にはザルツドレア帝国へとご帰国あそばして、再びステンベルクにも日常が戻ってきた。

　といっても無論、それは本来のこの体の持ち主のティフォの日常であって、俺にとっては新鮮な日々であるが。

　それでもティフォにとってもささやかな変化はあるわけで、現在、俺の住む屋敷にはイケメンがいなかった。

　新たに手に入れた悠との国境の城。

　その改修やら何やらで彼は出張中であった。

　俺は密ひそかにスカートのポケットに手を入れて、そこ仕し舞まっている指輪を指でなぞると考えてしまう。

　やっぱり、これは大事なモノだろうし返した方がいいんだろうか？

　返さなくてもいいと言われ、事実、返へん却きやくを求められてはいないが、それが単に高価な指輪を贈られたということだけでないことはわかる。その高価な指輪を贈るという意味を。

　この身体の持ち主であるティフォに相談しようにも、ティフォの気持ちを知っているからこそ、ちょっと相談しにくい。

　イケメンが出張中であることだし、俺はしばらくはそのことを保留にすると、ポケットの中からテーブルの上へと意識を戻した。

　そこでは、俺の新たな日常──ティフォから引ひき継ついだ日常が展開されていた。

　そんなわけで、今俺はリーラを始めとする若いメイド達、四人と午後のお茶会の真っ最中だった。

　食堂の、真っ白なテーブルクロスが敷かれた丸テーブルの上には、焼き菓子とティーカップが並んでいる。

　その上を黄色い声が絶たえ間まなく飛とび交かっている。

「ねえ、聞かれました？　帝都リンヒルでは今、帽ぼう子しに珍しい鳥の羽を飾ることが流は行やっているそうよ」

「まあ、そうなの？　今度、商人が家を訪れた時に聞いてみようかしら」

「それよりも、猟りよう師しに頼んだ方が早いかもしれませんわよ」

「しかしやっぱり外国の珍しい鳥の羽でないと」

　そんな中──。

「………………」

　俺はといえば、お茶を飲みながらその飛び交う声が通り過ぎていく様子を眺ながめているだけであった。

　繰り返すことになるが、体の元の持ち主であるティフォにとっての日常は、俺にとっては非日常である。

　当然、会話の端はし々ばしには知らない言葉が多くあり、テーブルに載のり、俺の横で焼き菓子をついばんでいるティフォに聞こうにも、特に重要でない言葉の場合、俺のいた世界で言うところのググれ的な顔をされるので聞きにくい。

　また、女子が喜ぶ話など知らないので上う手まく会話に入れない。

　しかも彼女達、メイドといっても貴族など名家出身の娘達である。

　貴族といっても大貴族に生まれなければ（ステンベルクの国の規模ではそんな家はないが）、家を継ぐ長男以外はそれぞれ食くい扶ぶ持ちを探さなければならない。

　男は大体、軍人となり、女は嫁とつぎ先さきを探す。それが庶民の男ならば、出稼ぎに変わる。

　メイドとして務つとめるのは、そういった嫁入り前の娘をいわば学校に通わせているようなものなのだ。

　将来、嫁いだ時にちゃんと家を取り仕切れるように、メイドとなって家政を学ぶのである。

　そして当然、良い学校を卒業すれば、良い嫁ぎ先が待っているわけで、王族の家で娘が働いているとなれば、田舎いなかではちょっとした自慢の種らしい。

　そんなわけで、ここにいるメイドは生前の俺からすれば、ハイソサエティでセレブな人達のわけで、それがいっそう会話に入りづらいものにさせていた。

「お姉さまは、どんな羽飾りがお好きですか？」

　気を遣つかったリーラが会話をふってくる。

「……わたくしですか？　わたくしは特にありません」

　しかし、それでは会話は途と切ぎれてしまうわけで、俺は必死に言葉を探す。

「……でも選ぶ際に、一つ気をつけるとしたら、パーティなどで皆さまとカブらないようにしないといけませんね」

　場が一瞬、静まりかえる。

　あ、あれ？　俺なりに空気を読んだ発言だったのに……。

　だが、それは次の瞬間、好意的な空気へと変わった。

「……ティフォ様は一度、倒れられてから、なんというか雰ふん囲い気きがお変わりましたわ」

「そうそう。以前は率そつ先せんして、訪れた商人から流行のモノをお買いになっていましたのに」

　以前、キルケーに褒ほめられたことを俺は思い出す。

（べ、別に無む駄だ遣づかいしたわけじゃないの？　外交の場で必要だと思ったのよ。みすぼらしい格かつ好こうで出席するわけにはいかないでしょ？）

　猫が慌あわてて言い訳する。

「……そ、そう、かしら？」

　そして俺も周囲から変わったと言われて、慌てて誤ご魔ま化かそうとする。

「そうですよ。以前よりも、控ひかえ目めになり、落ち着きが増したように思います」

　生前の俺とは正反対のことを言われた。

　話し相手のことをどうこう言う前に、元々俺自身がトークの上手い方ではないから、生前は無口で根ね暗くらの烙らく印いんを押されたものだ。

　が、今の俺の美少女フィルターを通せば、




　無口で根暗　→　控え目で落ち着きがある




　に変換されるらしい。

　無論、俺の中身の方は変わっていないにもかかわらず。

（………………）

　今の俺が褒められたことで、以前の持ち主であらせられるティフォが、その心をご自身の猫の額ひたいほど小さくして、ますます質問に答えてくれなさそうな雰囲気となる。

「……他に何か、最近、皆さんが気になっていることとかあります？　……わたくしのこと以外で」

　これ以上、ティフォのゴキゲンを損そこねぬように、俺は何とか話題を変えようと試こころみる。

「まあ……ご自身が褒められたら、話題を変えようとするなんて、姫様はとても謙けん虚きよになられたのですね」

　そういうの、もういいから！

　俺は心の中で、全力でツッコんだ。

　その後、なんとか話題を変えることに成功した。




　そして、俺は発見した。




　年頃の少女達の話題の中で、俺が誰よりも的てき確かくに話せる人気の話題があることを。

　それを発見した時は意外な気がした。

　が、生前の俺を考えれば、当然のような気もする。

　それはたちまち評判を呼び、お茶会の時間はメイド達だけでなく、ときおり同じ年頃の娘達までも来るほどになっていった。
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「姫様。今度、彼が私の家に来ることになったんです。やっぱりその日には、金貨一枚ほど使ってでも、豪華な手料理を振ふる舞まった方がいいですよね？」

　発見した俺が的確に話せる話題。

　それは恋愛相談であった。

　今日もまた、メイドの友達という村娘がやってきて、結婚を前提にお付き合いしているという彼氏が来た時のもてなしかたについて相談をしてきた。

　前世では♂だった俺の経験が、まさかこういう時に役に立つとは思わなかった。

　男の心理に精通し、身体からだの方でも精通し、イメージトレーニングとハウツー本、恋愛シミュレーションで鍛きたえた俺に回答できない質問は皆かい無むであった。

　それはともかく──。

　今は相談に答えなければならない。

　彼女の話で気になるのは、金貨一枚の部分である。

　俺の世界の物価でいえば、十万円ほどの金額だ。

　二人分の一日の食費が十万円である。

　俺は心の中で、思いっきり彼女にツッコム。

　多少、オーバーに言ったにしろ、ソレは気合の入れすぎだから！

　初めて彼女のお家にお呼ばれされて、その金額のモノが出てきたら、その生活レベルを要求されているようで男はドン引きだから！

　俺の元いた世界基準でいえば、振舞われる手料理の限界は百グラム百円台のひき肉でつくったハンバーグあたりだから！

　福ふく沢ざわ諭ゆ吉きち先生が十人もいたら、結婚のススメにはならないから！

　……そう言いたいのを抑おさえて、俺はしばし沈ちん思しして言葉を選んだ後、口を開く。

「そうやって彼氏さんが家に来てくれたことへの特別感を演出してあげるのもいいと思うけど、あなたの彼氏さんてマジメな人でしょ？　きっと彼氏さんは二人の関係の先のことを考えて、あなたの日常を──普通を見たいと思うの。だから金貨なんかを使わなくても、いつもの食事よりも少しだけ──ほんの少しだけ背伸びしたぐらいの手料理の方が喜んでくれるんじゃないかしら？　その時には、金貨の代わりに愛情をいっぱい込めてあげてね」

「は、はい！　姫様！」

　恋からその先へと進む勇気をもらったかのように、相談者の少女が顔をパアッと輝かせてキラキラとした瞳ひとみで俺を見る。

　その真まっ直すぐな視線が、生前は童どう貞ていのまま一生を終えた俺には眩まぶしい。

　まるでその視線から逃れるように、俺はそっと顔を伏ふせるとティーカップに口を付けた。




　そんな様子を見ていたのだろう。

「……お姉さま、お茶会の途中で顔を伏せられていましたけど、どうされたのですか？」

　休憩時間が終わり、少女が去った後、そんな俺にリーラが声をかける。

「ううん、ちょっとね。……偉えらそうに恋愛相談に乗っているけど、ちょっと心苦しくてね。ほら、他人のことはどうこう言っていても、わたくしにはそういった経験がないわけだし。本当にみんなの役に立っているのか、気になっちゃう時があるの」

　猫が俺の隣となりで焼き菓子を頰ほお張ばりながら深く頷うなずいた。

　うん。事実だけど、そこは頷かなくてもよいところかな？

「そ、そんなことないですよ！　お姉さまのアドバイスは良く当たるって評判になっています！　それに、たとえ当あたらなくても、お姉さまに話を聞いてもらえるだけで、きっとみんな嬉うれしく思っていると思います！」

　そのちっちゃな体を大きく見せるように、手を広げながらリーラが力説してくれる。

「……ありがとう、リーラ。少し気が休まったわ」

　そんなリーラに俺は微笑ほほえみかける。

「は、はいっ！　ありがとうございます！」

　リーラは顔を真まっ赤かにすると、その手をパタパタと振りながら、ありがとうをありがとうで返してきた。

「あ、あの…………姫様、私も相談したいことがあるのですが、よいですか？」

　そんな中、一人の少女がおずおずと口を開いた。

　会話に割り込まれるというほど強引ではなかったものの、お姉さまを奪うばわれる形となったリーラが、マリア様が見ていないところでロザリオを所持していたら凶器にしそうな感じでその少女を睨にらむ。

　そんなリーラに俺は軽く微笑みかけ、宥なだめる。

　うん。最近、ティフォがこのお付きのメイドの少女にちょっと怯おびえていた理由が、少しわかってきた気がする。

　それはともかく、俺はあらためてその少女に向き直る。

　屋敷のメイドの一人で、背が高くお下げにした緑の髪が印象的な少女で、名はフレアだ。年齢は今の俺より数歳年下なのだが、その長身とはギャップがある年齢以下に見えるほどの幼く見える顔立ちをしている。

「いえ……やっぱりいいです……」

　フレアはそのお下げの頭を左右に揺らすと、そう言った。

　そんなフレアに対して、俺は安心させるように微笑みかけると、警戒心を解ほどかせるようにゆっくりと話しかける。

「フレア。あなたがよかったら、だけど、わたくしにもそのあなたの秘密をわけてくれるかしら？　……もっとも、さっきあなたも聞いた通り、わたくしが力になれるかどうかわからないけれど」

「そ、そんなことないです！」

「じゃあ、話してくれる？　わたくしにフレアのお手伝いをさせてくれる？　わたくしもできる限り、あなたの力になるから」

　俺がフレアに対して気にかけるのには、理由があった。

　このフレア嬢じよう、フルネームで言えば、フレア・リオン。

　その姓の通り、武家の名門リオン家出身。

　その背の高さ以外、似ても似つかないがこのフレア嬢。なんとステンベルクの虎こと将軍グレゴーリの娘さんである。

　普段、将軍に色々とお世話になっている分、こういう形で少しでも恩返しをしたかった。

「……で、では、このことは絶対に父には話さないでくださいよ」

「わかったわ、約束するわ」

　コクンと頷く俺。

「……実は、私には結婚を約束した方がいるのです」

　一瞬、キョトンとしてしまう俺。

　この世界では、十代後半で結婚することは珍めずらしくないから、それほど意外ではないとはいえ、なんだ、フレア嬢、俺より進んでいるじゃん……。

　俺が童貞をこじらせていた年代に、フレア嬢は童顔に似つかわしくないことをヤってんだな……。

　そう思いながらも、一度、相談に乗ると言った手前、

「それはおめでとう。……で、わたくしに相談したいことってなあに？」

　そう俺は笑顔と祝福する言葉を贈ると、先を促うながす。

「その……相手が問題なのです」

「そうなの？　でも、あなたが選ぶような人なのだから、わたくしには問題ないように思うけど」

「いえ、そのなんていうんでしょうか……本人には問題はないんです。その家の方に問題があるんです」

「……家の方に？」

　少し話が見えてきた。

　確かに結婚となれば、本人だけでなく家同士の問題にもなる。

「はい。正確にいえば、私の家と相手の方の家の間に」

　フレアはそう言うと、その童顔に悲しそうな表情を浮かべた。

「……私が結婚を約束した相手──」

　すうっと息を吸いこんだ後、意外とある胸の上に手を置きながら、フレアは言葉を続けた。

「──それは、ブラウ家の方なんです」

　その代々大臣を輩はい出しゆつしてきた家の名前には聞き覚えがあった。

　そして、その俺の記憶を補おぎなってくれるように、もっと具体的にフレアは言ってくれた。

「キルケー大臣のご子息なんです」
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（……い、今からでも断れないかな？）

　お茶会が終わり、ティフォを連れて私室に戻るなり、俺は猫の前で土下座しそうな勢いで座り込んだ。

　いや、むしろ今は土下座して許されるなら、それをする気は満々であった。

（……あたしに失敗をなすりつけるの？　いい？　今のケイはあたしの身体なの。即すなわち、あんたの責任放ほう棄きはあたしの無責任になっちゃうの。わかる？）

　うう……。

　何でも受け止めてくれる優しいお姉さんキャラを演じて、自分で断ことわり辛づらい雰囲気を作ってしまったことを激しく後悔。

　気難しいキルケー。

　頑がん固こなグレゴーリ。

　どうやって、その二人に自分達の子供の結婚を認めさせろと!?

　ロミオとジュリエットだって結局バッドエンドで終わったのに……俺にシェイクスピア以上の脚本を書けというのか？

　そんな脚本を書く力があれば、今頃、俺は百万部売るラノベ作家になってるわ！

（それに、ケイはあたしと契約しちゃったでしょ？　あたしの体を貸す代わりにケイの知識を使ってこの国を発展させるって。大人おとなしくそれを履り行こうして）

（そ、それは関係ないだろ？）

　ますます重圧をかけてくる猫。

（関係あるわよ。人類の最大の悩みは人間関係で、人類の最大の敵が人間なら、人類の最大の味方も人間なの。それはケイの世界でも一緒でしょ？）

（まあ、そうだが……）

　俺の命を捨てる前に童貞を捨てたかったという願望も、結局は自分の重要なアイデンティティである自分の性を肯定することで、自分を他人に認めてもらいたかったという人間関係の悩みであるとも言える。

（これもケイの世界の歴史でも一緒だと思うけど。国が滅ほろぶときは一見、外圧で滅んだように見えるけど、それはきっかけに過すぎなくて大体、内部闘争、内ゲバで滅んでいるのよ。……あたしはね、別に二人を親友にしてとは言わないわ。ただ、この国の柱石である二人の関係がこれをきっかけに少しでも改善してくれればと思っているの。……それは、この国が良くなるのと一緒でしょ？）

（………………）

　それがあまりにも深刻なトーンだったので、俺は思わず黙だまってしまう。

　念話という、隠し事がしにくい会話だけに、ティフォの今の気持ちがよくわかった。

　チート内政どころか、基礎知識を持たず転生してきた俺。

　それでもこの国がなんとかもっているのは、文のキルケーに、武のグレゴーリと頼りになる二本柱がいるおかげである。

　あの二人に仲良くしてもらいたいのは、俺も一緒だ。

　確かに俺にはシェイクスピアほどの文才はない。

　だが、俺にはシェイクスピアにはなかったモノがある。

　シェイクスピアはペンを武器とした。

　では、今の俺は……？

　俺は姿見で今の自分の姿を眺める。

　そこには、この世でもっともキレイで鋭利な武器を隠し持つ美しい美少女がいた。

（わかった……やってみよう。……でも、ティフォも協力してくれよ？）

（わかっているわよ。さっきも言ったでしょ？　ケイの失敗はあたしの不始末になっちゃうんだから）

　俺たちはそう言い合うと、励まし合うように、互いに突き出した拳こぶし（ティフォは丸めた前足を）をトンと叩き合わせた。
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　まずは何事も情報収集からである。

（……ティフォはグレゴールのリアン家の屋敷と、そしてキルケーのブラウ家の屋敷に忍び込んでくれ。そして、何か役に立ちそうな情報があったら、後で俺に教えてくれ。その首輪をしていれば野良猫とは間違われないハズだ）

　立場上、簡単には屋敷から動けない俺に代かわって、猫の姿のティフォに頼む。

　ティフォの首輪には『ステラ』と彫られた金属の小さなネームプレートがついている。

　姫様の愛猫として国民の間にそれなりに知名度もあるから、見つかっても邪じや険けんにはされないハズだ。

（野良猫は余よ計けいよ！　でも、わかったわ。行ってくるわ）

　そう言うと、ティフォはトコトコと私室を出て歩き出す。

（気をつけてな──！　馬車の前に飛び出すなよ──！）

　姿が見えなくなった後に心の中で呼びかけると、

（やっぱ、あんた、あたしを野良猫扱いしているでしょ──！）

　と、返ってきた。距離が離れたためか、その声は少し小さめである。

　ふむ。今日まで一人と一匹、それほど離れたことはなかったからわからなかったが、念話というのは、ある程度の距離なら壁やらなんやらを通過して、ちょうど俺の世界の携帯電話のような使い方ができるようである。

　それはともかく──。

　ガランとした部屋の中で一人になった。

　さて、今度は俺の仕事である。

　この後、この部屋にはフレアと、件くだんのキルケーのご子息が来ることになっている。

　そして、打ち合わせをすることになっている。

　その内容は、本格的に両家の仲直りを試みる前に、二人の気持ちの再確認。

　無論、成功するのが一番だが、失敗してしまう可能性もあるわけで、その結果、最悪、両家の仲がさらに険けん悪あくになり、結婚どころか面会謝絶になる可能性だってある。そうなったら、今の状態が──現状維持がよかったなんてことになりかねない。

　だから、本当に試みても良いのかという最終決断を二人にしてもらう。

　そろそろ来る頃と思い、俺は二階の自室の窓から外を眺める。

　すると……いた。

　屋敷の門をくぐって中庭を通って本館に向かう途中の、メイド服を着た緑色のお下げの女の子が見えた。

　間違いない。フレアだ。

　そして、その隣にはフレアに寄より添そうように一人の男が歩いている。

　あのキルケーの息子むすこである。

　男視点で採点すると、わりとモテるであろうフレアが選んだ男である。

　フレアには申し訳ないものの、ちょっと野次馬根性が湧わく。

　幸い二階の窓から見下ろす形になるから、あちらからはなかなか気づかれにくい。実際、フレアが俺の姿に気づいている様子はなかった。

　まるで覗のぞきをしているようで、俺は妙みようにワクワクしながらフレアの彼氏さんをジッと眺める。

　そして──。

「……!?」

　そのワクワク感は心臓のバクバク感に変わり、思わず俺は息を飲んだ。




「あら？　姫様はまだ来られてないのかしら？」

　開け放たれているドアの先から聞こえてくるのはフレアの声。

　そしてそのままフレアは俺の部屋へと──打ち合わせを約束した場所へと、少し躊躇ためらいながらも入ってくる。

　その手は隣に寄り添う男とギュッと握られ、まるで二人でこれから頑がん張ばるための勇気を分け与えているよう。

　少女は少年に、少年は少女に向けて。

　そしてそんな二人の姿を、俺はまるでメタルギアのスネークのごとく息を殺して眺めていた。

　部屋の奥にあるクローゼットの中から、その僅わずかな扉の隙すき間まを通して。

　そして、あらためてフレアの横にいる男を眺める。

　遠目で見た時は色々と言い訳ができた。

　何かの見間違いかと。

　正面から見ていないから、そう見えるだけではないかと。

　が、しかし──。

　覗き見する形とはいえ、こうして近場で見て、そして──。

「あ、フレア。机の上に何か手紙があるよ」




　そのかつて俺を姫と優しく呼んでくれていた声を聞いては、もう言い訳を見つけることができなかった。




　今、フレアの隣にいる男性。

　そして手を握り合い、結婚を約束した間あいだ柄がらの彼氏。

　それはあのイケメン、ジェイドとそっくりであると。

　恋人と俺に会いに行くためか、いつもの軍服ではなく正装であるものの、確かにその顔はジェイドそのものだ。

　いつの間にイケメンは出張から帰っていたのか……。

　いや、そんな疑問はどうでもいい。今はそれより大きな問題が発生中である。

　何な故ぜ、あのイケメンは平へい然ぜんと俺の部屋に恋人と来ることができるのだろうか。

　何故、戦時中だったとはいえ、求婚までした俺と会うことができるのだろうか。

　俺は思わずクローゼットの中へと隠れてしまったというのに……。

　イケメンという生物は、俺と姿形だけでなく、その内部構造もまったく違うとでもいうのだろうか……。

　いや、俺が童貞をこじらせた思考をしているだけで、世間ではそんなモノなのか？　ゲスなのか？

　俺がそんなふうにクローゼットの中で隠れてテンパっている間にも、二人は俺の部屋に──縄張りに、しっかりと手を握りながら侵入していく。

「……手紙？」

　フレアも机を覗き込む。

　そう、俺はクローゼットに隠れる前に、机の上に置き手紙を残しておいた。

　少なくとも、心の準備ができるまでは彼氏の方に会いたくない。

　かといって、打ち合わせをすっぽかすわけにはいかない。

　その妥だ協きよう点てんとして急きゆう遽きよ、考えたのが置き手紙というやり方だった。

　だから手紙といっても意思確認のための契約書のような文面であり、その文面に了承したのならサインを記しるしておくように書いてある。

「…………」

「…………」

　二人はジッとしばらく眺めた後、頷き合うとその手紙の最後にしっかりとサインを記した。

　それを見て、俺は何かが終わったような気がした。

　これでいよいよ本格的に俺は両家に二人の結婚を認めさせるように動かざるをえない。

　ゴ、ゴメン……ティフォ。

　俺はとりあえず、この場にいないティフォに対して心の中で謝った。

　その間にも、禁じられた恋に燃え上がっている二人の勢いは止まらない。

「でも、どうして姫様は約束を破ったのかしら？　そんな人じゃないのに……」

　彼氏を紹介したかった、という顔をしながらフレア。

「……もしかして、気を遣われたのかな……二人きりになれるように。ここならば、誰にも邪魔されないからね」

　うん。あってる。

　ただし、気をつかったのは、お前にじゃなくて、フレアに対してだけどな！

　フレアを泥棒猫みたいに扱あつかうわけにはいかないだろう！

「確かにそうかもしれないわ。姫様はステンベルクの聖女様の呼び名に相応ふさわしいお方だから……」

　あなたの彼氏さんは、その聖女様を偶ぐう像ぞう崇すう拝はいするように扱いましたけどね！

「……フレア」

　いつか俺を太陽と言った声で別の女の名前を囁ささやくと、片手はギュッと手を繋いだまま、いつか俺の指に指輪を嵌はめた手を別の女の腰に回し、泥棒猫を──フレアを抱き寄せる。

「……ダ、ダメよ。姫様の部屋なのに」

　拒絶するようで、その実、共犯者になることを望むような声。

　実際、もうすでに抵抗はそのか弱い言葉だけで、柔らかな身体は男の腕の中に委ゆだねてしまっている。

　そして──。

　二人の影が重なり合い、一つになる。

　いたたまれなくなって、俺は二人から目を逸そらす。

　俺のポケットにまるでお守りのように入っている金の指輪。

　それが、今は紛まがいモノの汚いメッキのように思えた。
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　そして決行日。

　ティフォからもたらされた情報を元に、すでに俺の作戦はできあがっている。

　その作戦の内容と各おの々おのの役割も、ティフォに、フレアに、そして……フレアを通してその彼氏にも伝えてある。

　後は各員が奮ふん闘とうし、作戦の成功を願うばかりである。

　自分のベッドから窓を見上げれば、勝負の日に相応しい眩まばゆいばかりの朝日がカーテンの隙間から差し込んでいる。

　が、正反対に俺の気分は少しも晴れやかではなかった。

（……どうしたの？　緊張しているの？）

　勝負の日だというのに、いまいち暗い顔をしている俺にティフォが声をかける。

（……んん？　ああ、まあな……）

　気遣ってくれたというのに──いや、気遣ってくれたからこそというべきか、ティフォに視線を合わせられない。

　彼女に対しての罪悪感から。

　この作戦が成功したら、フレアは正式にあの彼氏と結婚──は早いとしても、婚約することになるだろう。

　そしたら……ティフォ……悲しむだろうな……。

　身分の差だとか、外交戦略上とか色々な壁があった恋だから、元々叶かなわぬ恋だったと言ってしまえばそれまでだけど、それでもこのまま成功したら俺が止とどめを刺さすような形になってしまう。

　しかもそのティフォの体を使って。

　無論、だからといって失敗させる気は毛頭なく、その失敗も願ってはいないのだが、俺はやりきれない思いを抱えていた。

　あのイケメンめ……人が必死に死亡フラグをへし折ってやった恩を忘れやがって……。

　とりあえず俺は、イケメンに心の中で八つ当たりする。

　邪悪な心を隠すために、奴やつらはイケメンの面をつけているんだ。

　そして、イケメンの風評被害を心の中で考えてみる。

（お、少し元気が出てきたみたいじゃない）

（まあな、グレゴーリとキルケーには仲良くなって欲しいもんな）

　ティフォに言うより、自分に言い聞かせるように俺は言う。

（俺なりに両家の不仲の理由を調べてみた）

（どうしたのよ？　急に）

　猫が怪け訝げんそうな顔を向ける。

（キルケーのブラウ家とグレゴーリのリアン家の領地は隣り合っている。そして先祖代々その間にある水利権をめぐって揉もめてきた。その負の遺産を二人は相続してしまい今に至いたってしまった。そしてそのため、互いにその水利権をめぐって揉めている周辺の領地を開発できずにいる。といっても少ない土地だけどな。でも、この国ではそんな僅かな土地でも争いの種になってしまうんだ。もし、これをきっかけに両家の仲が改善して、水利権の問題も片付けば、その周辺が開発できるようになる。それは、ステンベルクの国力を向上させることもできる。出稼ぎに行かなければならない国民の数を少しでも減らすこともできる）

　そう、国益のためを考えれば、これをきっかけに二人の仲が改善した方が良いのだ。

　俺はもう一度、必死に自分に言い聞かせた。




（じゃあ、まずあたしが行くわね）

　ティフォがまず俺の部屋から出て行く。

　俺はなんとなく、その後ろ姿を最敬礼で送りだす。

　さてと……。

　次は俺の番だ。

「リーラ」

　俺は呼よび鈴りんを鳴らし、お付きのメイドを呼び出す。

「はい、お姉さま」

「……悪いのだけど、馬車を用意してちょうだい。これからお見舞いに出かけるわ」

　俺が向かった先。

　それは俺の住む屋敷のお膝元の街にあるキルケーのブラウ家の屋敷だった。

　ちなみに、自分の領地ではなく街に屋敷があるというのは、国の重要な役職についている貴族の場合、いちいち領地との往復をするわけにはいかないから、領地を代官に任せ自分は国王の近くに住むというのが一般的だからだ。

　名目上は国王代理である俺だが、実質この国の行政のトップであるキルケーも無論、その例外ではなく街の屋敷に住んでいる。

「ようこそおいでくださいました、我が君」

　その息子の見舞いに行くことはすでに伝えてある。

　生真面目なキルケーらしく、私事で気を遣わせたことに、ちょっと申し訳なさそうな顔で出迎える。

　そのまま屋敷内を案内される。

　意外と屋敷内は小さく質素だ。俺の住んでいる城の居住区よりも。

　大臣という役職に加え、小国とはいえステンベルクでは代々の大臣を輩出している名家なのだから、もっと大きな屋敷でも良いとは思うのだが、キルケーの性格が表れているんだろうな。

　それなのに、息子はなんであんな外そと面づらだけのイケメンに……。

　いや、それは考えまい。

　今は作戦の成功のみを考えるだけである。

　少し廊下を歩くと、すぐに息子の部屋の前まで来る。

「……我が君が、お見舞いに参まいられたぞ」

　そしてキルケーはそう言いながら、ドアを開けようとした。

　が──。

「……お父様、姫様。申し訳ないのですが、面会は遠慮してもらいたいのです。万が一、姫様にうつしてしまったら、それこそ合わせる顔がないですし……」

「お前、そうは言っても、我が君にご足労をかけさせたのだぞ。挨あい拶さつだけでもせぬか」

　ちょっと怒ったようにキルケー。

　そんなキルケーを俺は宥める。

「いいえ、良いのですキルケー。今日はわたくしが無理を言って来たのですし」

　それに全く心配していないしな。

　仮病だと分かっているし。それを指示したのは俺だし。

　これは、俺がキルケーの屋敷に来る理由が必要なために考え出した策であった。

　さらにいえば、未いまだ心の整理ができておらず、どんな顔で会えばよいかが分からない俺が、フレアの彼氏さんと顔を合わせずにすむことができる一石二鳥の策でもあった。

「……で、ですが、我が君……」

「キルケー。そういえば、国内のことでちょっと相談があるのですが。……ここではなんですから、わたくしの屋敷の方に参りましょう」

　この台詞せりふでキルケーは、俺が息子に対して気を遣って助け舟を出したのだと感じただろう。

「……はい」

　俺が出した助け舟を沈没させるわけにもいかず、また父親として息子の無ぶ礼れいをフォローする意味もあり了承するキルケー。

　俺は心の中でガッツポーズをする。

　これで作戦の第一段階は成功だ。

　こうして俺はキルケーを連れ出すことに成功した。
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　同じ頃──。

「えい！　やあ！　とう！」

　質しつ実じつ剛ごう健けんの言葉がよく似合う屋敷の中にある、土のグラウンドとそれを囲む僅かな樹木だけの庭で、リオン家当主グレゴーリは彼の得物であるハルバートの素す振ぶりをしていた。

　と、その時。

「ニャ～オ」

　という鳴き声が耳に響いてきた。

　素振りを止め、声のした方を見ると、そこには見覚えのある黒猫が。

　さらに目を凝こらすと、首元にはチラチラと揺れるネームプレートが。

　間違いない。

　姫の飼い猫、ステラである。

　そして最近、姫と交わした会話を思い出す。

『グレゴーリ。最近、ステラがあなたの家にお邪魔しているらしいのです。お手数をかけますが、その姿を見かけたら屋敷へと連れてきてくれませんか？』

『わかりました。その時は部下に届けさせましょう』

『そ……それは困ります……』

『困る？　何故です？』

『そ、その……フレアから聞いたのですが……ステラのお目当ては、どうやら将軍のお家で飼われているチロルちゃんらしいのです……』

『はあ……そうなのですか？　それが何故、困るのです？』

『……ステラがはしたない猫のように思われるではありませんか。市中にそんな噂うわさが広まってしまったら、ステラが可か哀わい相そうです。だから、連れてくる時は、フレアかグレゴーリに頼みたいのです』

　姫はその耳を真っ赤にしながらそう抗議した。

　ずっと幼い時から見守っている姫からの頼みである。

　猫の名誉を守るため、というのは自分に相応しい任務ではない。が、姫の可か愛わいらしいお願いである。無下に拒こばむ理由があるハズはない。

　そして、ちょうどフレアも外出中でいなかった。

　いや、いたとしても、最近は全く口を利かなくなってしまった。

　……全く、変な家の息子に惚ほれおって……。

　小さい頃は目に入れても痛くないほど可愛がってきた娘である。

　貴族の名家に生まれた娘だから、当然、少なくない数の縁組の話があったが全部断った。結婚相手は本人の自由に任せていた。

　そして自分はたとえ貴族の家柄ではなくとも、本人がそれを受け入れる覚悟さえあれば、それを認める気でいた。

　が、まさか、娘の選んだ相手が、冷れい血けつ宰さい相しようの家の嫡ちやく男なんだったとは……。

　それにはステンブルク第一の武人の言葉といえど、撤てつ回かいせざるを得なかった。

　そんなわけで、現在、グレゴーリと娘とは冷戦の真っ最中であった。

　だから、たとえこの場にいたとしても、簡単な使いも頼めなかっただろう。

　……どうやら、猫の名誉を守れるのは自分しかいないようだ。

「ニャア～、ニャア～」

　猫が足元にじゃれ付く。

　軍人達の中には従者に任せきりの者も多いが、馬の世話は好きであるし、もともと動物は嫌いではない。

　ハルバートを近くの武器立てに置き、猫を抱え上げる。

　姫の生活している城の居住区からこんなところまで来る猫だから、随分とやんちゃな猫かと思ったら、意外に大人しく自分の腕の中で素直に丸まった。

　その姿に、なんとなく小さかった頃のフレアを思い出して、少しホロリと来た。

　年頃の娘に無視されるほど、父親として辛いことはない。

「……では、一緒に姫の屋敷に行くか」

　猫に慰なぐさめられているような気分になりながら、グレゴーリは庭に併へい設せつしてある馬小屋に向かう。

「……ニャア」

　猫がグレゴーリの腕の中で、嬉しそうに鳴いた。

　こうして猫はグレゴーリを連れ出すことに成功した。
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　俺はキルケーと共に馬車に乗り、行政府も兼ねている俺の屋敷を目指していた。

「…………」

「…………」

　ちょっと気まずい空気のまま出発したから、車内は少々重い空気に満たされている。

　が、俺の作戦では、ここまでは順調だ。

　後はティフォの連絡を待つだけだ。

　俺はドキドキしながら馬車の外で流れていく景色を眺めていた。

　そして大通りに差し掛かった時、ティフォからの念話が聞こえてくる。

（ケイ、ケイ、聞こえる？　今、どこ？）

　俺はホッと胸を撫なで下おろしながら、答える。

（大通りに差し掛かったところだ）

（そう。隣に何が見える？）

（え～と、馬車の右側に三階建ての青い屋根の建物が見えたところだ）

（う～ん）

　ティフォが少し考え込む。

　街の地理はティフォの方が詳くわしい。

（……じゃあ、右側に赤い屋根の二階建ての建物が見えところで馬車を止めて頂ちよう戴だい）

（……わかった）

　心の中で頷く俺。

　そしてやがて、馬車の右側にティフォの言っていた赤い屋根の二階建ての建物が現れる。

　俺は少し多めに息を吸いこんだ後、

「……リーラ、馬車を止めなさい！」

　と叫んだ。

「え？　お、お姉さま？」

　御ぎよ者しやを務つとめていたリーラが、突然の俺の叫び声にビクンと身体を竦すくませる。

「リーラ、聞こえなかったの？　馬車を止めて」

「あ、はい。……わかりました、お姉さま」

　リーラが俺の突然の停止命令に、その意味が理解できない少々混乱した様子であったけれども、周囲を素早く確認した後、馬車を止める。

「…………」

　キルケーもまた、俺の突然の行動を理解できないようで、その理由を探ろうとまず俺の様子を窺うかがう。

　俺はその視線に耐たえるように、自分でも驚くほど長い睫まつ毛げを震わせながら瞳を閉じる。

　やがて、俺達の乗る馬車の進路の先を、猫と共に馬に乗る人影が通った。

　ティファの指示は絶妙だった。

　遠すぎず近すぎず。

　大通りの横の道から出てきたその人影が誰かを、止まった馬車からはギリギリ視認することができる距離。

　そしてその人影からは、注視して馬車の窓を覗きこめば中に誰がいるのか分かるものの、猫に気をとられていれば見えなくなってしまう距離。

　二人の間には、今そんな距離が横たわっていた。

　その二人とは、ブラウ家当主である大臣のキルケー、そしてリアン家当主である将軍グレゴーリ。

　今まで俺を見ていたキルケーの視線が、馬車の先にいる騎乗のグレゴーリに釘くぎ付づけとなる。

　一瞬、驚きに見開かれ、そしてチラリと再び俺を見た。

　冷静なキルケーにしては珍しく、猜さい疑ぎ心しんに満ちた目で。

　俺が馬車を止め、グレゴーリに道を譲ゆずった。

　そうしてキルケーと会わせないようにし、グレゴーリの機嫌を損ねないようにした。

　たったそれだけのことと言ってしまえばそうだが、そう単純に感情を処理できるほどキルケーは素直ではないし、また譲った相手との関係も良好ではない。

　プライドの高いキルケー。

　そのプライドの高さはどこから来ているのかといえば、それは自分がステンベルクを支えているのだという自負と、そしてそのステンベルクへの忠誠心からだ。

　だからこそ、表立っては──少なくとも国政に影響が出るまでは、グレゴーリと対立してこなかった。

　しかし今、そのプライドが激しく傷つけられ、そしてステンベルクへの──俺への忠誠心が激しく揺れているだろう。

　俺が、自分よりもグレゴーリを優先した。

　キルケーはそう考えているだろう。

「……リーラ、馬車を出してください」

　グレゴーリの姿が見えなくなってから、俺はリーラに言う。

「は、はい。お姉さま」

　再び馬車が動き出す。

「………………」

「………………」

　先ほどよりも重い沈黙を抱えながら、馬車は進んでいった。




　屋敷に着くなり、俺はグレゴーリを私室に通した。

　そして、応接用の椅子にグレゴーリを案内すると、俺もまたその正面に腰をかける。

「……それで、我が君。私に相談したいこととはなんです？」

　それを聞き終えたら、一刻も早く立ち去りたいという空気を醸かもし出だしながらキルケーが口を開く。

「………………」

　それに対して俺は、沈思するように、言葉を探すように、胸元で手を組みながら深く目を閉じて、一いつ旦たん、沈黙を置く。

　が──。

　それは時間稼ぎのための演技で、あるモノを待っていた。
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　一方、同じ頃──。

「……イヤです。それはお父様が頼まれた仕事でしょう。ならば、お父様が直接、姫様に届けるのが道理というものでしょう！」

　屋敷に着くなりグレゴーリは、仕事中だという娘を呼び出してもらい、しばらく客室で待った後、現れた娘に猫を──ステラを託たくそうとしたところ、けんもほろろに拒否された。

　思春期の娘の前では、ステンベルクの虎といえども、水に濡ぬれた子猫のようなものだった。

「ニャア……ニャア……」

　猫が慰めるように、自分を抱える丸太のような太い腕をポンポンと叩たたく。

「……俺の味方はお前だけだよ」

　思わずその黒い毛並みに頰を擦すり付つける。

　さすがに猫の顔に迷惑そうな表情が浮かぶ。

　姫様のお気に入りの黒猫ということは知っているけれども、いっそこの猫をうちの子に貰もらい受けようかという考えさえ浮かぶ。

　が、今は自分の任務を果はたさなければならない。

　グレゴーリは猫を抱えなおし部屋を出ると、階段を上り姫の私室に向かう。

　そしてしばらく廊下を歩くと姫の部屋が見えてきた。

　扉が開けっ放しである。

　誰か来客中なのだろうか。

　というのも、来客の予定がある、もしくは来客中の場合はドアを開けっぱなしにしておく習慣があるからだ。

　何故かといえば、まあ、妙みよう齢れいの女性の部屋で来訪者がいて、ドアが閉じて密室状態でいれば、あらぬ噂の種がばら撒まかれることになるからだ。

　そのため重要な案件を話し合う時以外は、ドアを基本、自衛として開けておく。

　そして、そのグレゴーリの予想は当たっていた。

　中からボソボソと声が聞こえてくる。

　来客中であるようだ。

　盗み聞きをすると言うわけではないが、中の様子を窺って姫に猫を返しても良いものかと、グレゴーリは聞き耳を立てる。

　胸に抱いた猫の瞳が、何かを念じるように深く閉じる。

「……キルケー、逆にあなたがわたくしに聞きたいことがあるのではないですか？」

　突然、天敵の名前が出てきたことに、グレゴーリは思わずその巨体を硬直させた。
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（今よ、ケイ！）

　ティフォからの念話を合図に、俺は絞り出すような声でその言葉を口にした。

「…………」

　正面に座るキルケーは、俺の言葉の意い図とを探るようにジッと俺の顔を見た後、その言葉を吟ぎん味みするように一旦、髭ひげを撫でた。

「……神に誓って、ここでの話は他言いたしません。無む論ろん、わたくしにあなたをどうこうする気はありません。……どうぞ、話してください。昔、わたくしの無駄遣いを諫いさめる時に、臣が主君に遠慮するのは亡国の兆きざしと話したのはあなたではありませんか。あなたがわたくしのことを思うなら……この国のことを思うのなら、ここで話してください」

　声を震わせながら発したこの言葉は、冷血宰相の心を少しは溶かすことができたらしく、ポツリと呟つぶやくようにキルケーは言葉を発した。

「……先ほど、馬車の前をグレゴーリ将軍が通った時、何故、我が君は馬車を停止させたのですか？」

　一度、口を開いたら止められないらしく、キルケーは言葉を続ける。

「私とグレゴーリが喧けん嘩かするとでも思ったのですか？　そして、文官の私が負けるとでも思ったのですか？」

「……キルケー、質問があります」

「……なんでしょうか」

「ザルツドレア帝国とグレゴーリ将軍とでは、どちらが恐いでしょうか」

「それは無論、ザルツドレア帝国でしょう」

「……その姫君の手からわたくしを護まもってくれているあなたを、わたくしは弱い人間などと思ったことは一度もありません。そして、同じようにわたくしを護ってくれるグレゴーリ将軍のことも」

　深く傷ついている自分の心を抱だき締しめるように、俺は胸の前で腕を交差させ自分の身体を抱きしめる。

「わたくしが恐れているのは、そんなお二人が争うことなのです。もし大臣と将軍が争えば、ステンベルクは累るい卵らんのように危ういものなってしまいます。……ですから、わたくしは馬車を止めたのです」

　ここが勝負どころだ。

　俺はそう判断すると、必殺技を使うことにする。

　キルケーの視線を意識しつつ、俺は長い睫毛を震わせながらゆっくりと目を閉じる。

　そして、ポツリポツリと思い浮かべていく。

　好きだった声優さんが引退した時の悲しみを。

　その引退した声優さんが残していった、更新されなくなったブログの切なさを。

　声優という良くも悪くも夢を追う仕事の、その夢の終わりを。

　あの声優さん……今、幸せな第二の人生を歩めているといいな……。




　…………あ、あれ？




　前世では、それを思い浮かべれば胸が切ない気持ちで一杯となり、まるで生まれきた悲しみを産うぶ声ごえとして謳うたう無む垢くな嬰えい児じのように泣けたものだったが、何故だか今は涙が出てこない。

　ヤ、ヤバイ……。

　冷血宰相の感情にうったえかける数少ないチャンスだというのに、最後の最後でチェックメイトをかけることができない。

　キルケーは勘かんが悪い方ではないから、時間をかければかけるだけこれがなんらの策であることに気づかれる危険性が増す。

　お、思い出せ、なんか悲しいことを！　ここ最近で悲しかったことを！

　しかし考えれば考えるほど、それが逆に重圧になってしまい想像力が萎なえていく。まるで初体験を前に緊張しすぎて息子が固くなってくれないチェリーボーイのように。

　いや、俺は貞操を神に捧ささげたから（思い出を美化）、そんなシチューエーションさえなかったけど。

　と、その時。

（ケイ！　何やっているのよ！　早く泣きなさいよ！　このままじゃ、あんたじゃなくてフレアが泣くことになるでしょ！）

　ティフォの念話が聞こえてきた。

　……でも、ティフォ。この作戦が成功すると、多分、お前が泣くことになるんだぞ。

　俺は念話にならないように気をつけながら、そう心の中で呟く。

　それは、念話にならないくらいの小さな想いだったけれど、案あん外がい、重い想いだったようで、それが投げ込まれた俺の心の中にいくつもの波は紋もんを広げていく。

　……ティフォ、本当にイケメンのことが好きなようだしな。

　……俺が軽けい率そつに恋愛相談なんかしたせいで、ティフォを悲しませてしまった。

　……ティフォは負けヒロインみたいなキャラじゃないのにな……。

　……二人が結婚したら、立場上、式に出席してフレアのウエディングドレスを見なきゃならないんだろうな……。

　そして、そのいくつもの波紋によって心が大きく揺らされていく。

　自分でも不思議だった。

　失恋してしまったティフォの心情を思い浮かべていく。

　すると、自然と目頭が熱くなり、俺は涙を零こぼしていた。

　以前の俺──デブでブサイクの涙は、産業廃棄物さんぱい以下に扱われる不完全燃焼した灰。

　が、しかし──。

　今の俺──美しい美少女の涙は、キラキラと輝くダイヤモンド。




　この、女の最大の武器に敵かなう男などいない。




　案の定、その一瞬で零れ落ちてしまう切なく儚はかない輝きに、キルケーが息を飲んだのがわかった。

　そして、今まで意地を張っていた自分を恥じるような、そんな表情を浮かべる。

　それを薄目で確認してから、俺は念話を送る。

（……ティフォ。そっちはどうだ？）

（バッチリよ！　グレゴーリも密かに部屋の中を覗きこんでいて、キルケーの背後からケイの涙を見て、自分も泣きそうな表情になっていたわ。あの様子なら、結婚を許してくれるでしょうね）












　今は俺と合わせる顔がないという顔をしながら、キルケーが席を立つ。

「……我が君、今日は席を外させてもらいます」

（……ティフォまずい、キルケーが席を立った）

「ニャア～～ニャア～～」

　ピンと立った尻尾しつぽを揺らしながら黒猫がキルケーとすれ違いに部屋に入ってくる。

　キルケーはトボトボと重たい足取りで、足元のステラ（キルケー視点で）にも構う余裕がないようだ。

（将軍もあたしを置いて、無言で立ち去っていったわ）

（そうか……よかった……）

　俺はホッと胸を撫で下ろす。

（……でも、そんなに鉢はち合あしちゃうのを心配するようなものなの？　あの様子なら、大丈夫じゃないの？）

（面メン子ツというものがあるんだよ、男には）

（男って、面めん倒どう臭くさいのね）

（繊せん細さいといってくれ）

　俺から見れば、女の方が面倒臭いけれどな。

（そう。自分で繊細という図ず太ぶとさには触ふれないで、今は繊細といってあげる。なんて言ったって、あの二人を仲直りさせたんだからね。ケイ、やるわね）

（……ま、まだ、早いんじゃないのか？）

　俺の外見じゃない、中身を知るティフォから褒められて、俺は少々戸と惑まどう。

　……それに、あのイケメンのことがあるから、素直に喜ぶことができない。

　俺が思い浮かべるのは、この後のこと。

　婚約が正式に発表されたら、ティフォがイケメンに騙だまされていることを知ってしまうだろう、そして、失恋してしまうこと。

　イケメンに対して多少、悪意のある言い方になってしまっているけど、今は反論不可。

（それはあなたが、以前の二人を知らないからよ）

　そう言うと、ティフォは俺の膝に飛び乗り、尻尾をピンと立てゴロゴロと喉を鳴らしながら前足を突き出す。

（ケイ、ありがとう）

　イケメンのことはともかく──。

　今はとりあえず、俺はその前足にコツンと自分の拳を当てると、ティフォと共に作戦の成功を祝した。
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　数日後。

　キルケーのブラウ家の子息と、グレゴーリのリアン家の息女との婚約が正式に発表された。

　犬猿の仲で知られる両家の子女の婚約に、世間は驚き、またその裏で俺が二人のために両家の当主キルケーとグレゴーリ、二人の仲を取り持ったとの噂が瞬またたく間に広まった。

　……俺は一言もそのことについて口にしていないのに……。

　……フレアにも、そして彼女を通してイケメンにも口止めしたハズなのに……。

　悪い噂ではないとはいえ、世間とは恐いものである。

　また、そのおかげで俺のここ数日は大変なことになってしまった。

　恋愛相談の方である。

　俺の聖女様という呼び名はさらに高まり、いつものお茶会はさながら行列のできる恋愛相談所みたくなってしまった。仮に王族を抜けても、新宿の母みたいに、ステンベルクの母としてやっていけそうな勢いである。

　が、しかし、俺は恋愛相談を止やめることにした。

　何故って、いよいよ本格的に恋愛相談をする資格を無くしてしまったような気がしたからだ。

　金の指輪は永遠を約束するためのものではなくて、夢を見せるためのものだと知ってしまったから。

　それに、俺は恋愛の残酷さも知ってしまった。




　誰かがくっついたら、誰かが振られてしまう。




　そのお手伝いである恋愛相談を軽々しくしてはいけないというのが、俺の慣れないことをした教訓だった。

　そんなわけで俺は、ほとぼりが冷めるまでしばらくお茶会の出席も辞じ退たいすることにして、昼間のこの時間をボ～っと中庭のベンチで、ティフォとも離れて一人で過ごしていた。

　いずれ、ティフォの耳にもイケメンとフレアが婚約したことが入ってくるだろう。

　それを考えたら、なんだか一緒に居づらかった。

　と、その時。

「……姫様──！」

　遠くから聞き慣れた声が響いた。

　その声にビクッと背筋を振るわせた。

　声のした方を見ると、そこにはイケメンが。

　今日はカジュアルにシャツとズボンという格好だ。

　……まずい。逃げられない。

　イケメンにガッチリ見られている。

　ここから動けば変に思われるだろう。

　いや、俺には一切非はないのだから──むしろ、被害者とも言える立場なのだから、逃げる必要などなく、逆に怒っても良いのだが、生前からのビビリ根性でなんとなく、真っ先にそんな選択肢が浮かんでしまう。

　しかもイケメンは、まるで俺に会うのが嬉しいとでもいうように、ベンチの上で固まっている俺に向かって子供のように駆け寄ってくる。

　そして少々荒い息を吐きながら、俺の下まで来ると懐ふところから封書を取り出す。

「……姫様、婚約パーティーの招待状です。父上もそれに、グレゴーリ将軍もお待ちしています」

　そう言うと、ジェイドはニッコリとイケメンスマイルを浮かべながら、それを俺に差し出す。

「…………」

　そのイケメンの様子に、さすがに俺でも腹が立った。

　その爽さわやかな笑顔とは裏腹に、お前のやっていることは最低だぞ？

　俺は、リリーナ嬢からもらった招待状に対するヒイロ・ユイの返答のように答えてやろうと招待状に手を伸ばした。

　と、その時。

「……姫様！」

　またしても聞き慣れた声が。

　フレアの声だ。

　……あ、ヤバイ。

　招待状はフレアの招待状でもあるわけで、さすがに彼女の前ではそんなことはできない。

　俺はやり場のない怒りを抱えつつ、声のした方を見る。

　そして──。

「………………」

　俺は言葉を失った。

　というのも、フレアの隣にもイケメンがいたからだ。

「姫様、今回のこと、私、一生忘れません」

　フレアは俺の下まで来ると、キラキラとした瞳で俺を見つめながら丁てい寧ねいに頭を下げる。

　その隣にいるもう一人のイケメンも一緒に。

「自分からも、お礼を言わせてください」

　それに合わせて、俺に声をかけてきたイケメンも頭を下げる。




「この度たびは、兄がお世話になりました」




　……え？　兄？

　俺はあんぐりとアホの子のように口を開けたまま、イケメンと、そしてフレアの隣にいるもう一人のイケメンとを見比べる。

「……どうしたのです？　姫様？」

　ポカンと口を開けたまま、まるで屍しかばねのように反応しない俺を見て、フレアが少し不思議そうに言う。

「もしかして、僕とジェイドとを間違えていたんじゃないかな？　こういう招待状を渡されたら、その本人だと思うのが普通だからね。ただでさえ、今でも双子の僕達は間違われるんだから」

　頭脳派のキルケーの息子らしく、迷推理を披ひ露ろうする。

　うん。割りと当たっているどころか、もっと深刻な間違いを犯していたのが悔くやしいから、それぐらいのイヤミは許して欲しい。

「……？　ライト」

　それがイケメンの兄のイケメンの名前らしい。

「──どうして、ジェイドさんが姫様に私達の婚約パーティーの招待状をお渡しになったの？」

「……フレア、それはだね……」

　意味ありげにフレアを抱き寄せながら、ライトがキルケーの強固な遺伝子を感じさせるちょっと面倒臭いニヤニヤとした笑みを浮かべる。

「…………」

　いたいけな乙女おとめのように目を伏せながら、真っ赤になるイケメン。

「…………あっ」

　それを見たフレアもその意味に──イケメンがわざわざ俺に渡しに来た意味に気づいたらしく、申し訳ないことを言ってしまったという風に両手で口を覆い隠す。

「…………」

　無論、その辺の鈍どん感かんなラノベ主人公とは違う俺は、その意味がわかってしまい、まるでイケメンの真っ赤が伝染してしまったかのように、自分まで真っ赤になってしまう。

　つまり、イケメンはわざわざ俺に会いたくて──俺に会う口実が欲しくて、持って来たらしい。

　再び時計の針が動き出したかのように、トクンと鼓こ動どうが跳はねた。

　し、しっかりしろ、俺。中身は男だったハズだぞ？

　でも、ティフォの手前、イケメンを無む下げにもできないわけで、俺は落ち着かない気持ちの置き場所を探すように、体に腕を巻き付けるように手を組む。

　と、その途中、手の先がスカートのポケットにあたった。

　やや固い感触が指先に当たる。

　そこに何があるのかを思い出して、さらに俺は顔を赤らめた。
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（ニャハハハハハハ！　ニャハハハハハハ！）

　俺が、フレアのお相手がイケメン（弟）と勘かん違ちがいしていたことを話すと、猫がその愛らしい姿に似つかわしくなく、ベッドの上で仰あお向むけになって手を叩たたいてゲラゲラと笑っていた。

　笑われるだろうとは予想していたが、ここまでだとさすがにイラッときた。

（ごめん、ごめん、ケイ）

　俺の顔を見て、慌あわてて猫が謝あやまる。

（あたしはケイよりこの世界に十年以上先にいるから、そんなことは周知の事実だと思っていたけど、そうよね。ケイは来てそんなに月日が経たっていないから、仕方ないわよね。ザックリ言うと、家か督とくを継つぐ文官タイプの方が兄のライトで、家を継ぐ予定がなくて軍人になった方が弟のジェイドよ。まあ、でもライトの方は普段は領地経営が主な仕事だから、何か用がある時にしか城に出仕してこないけど）

（……むぅ。勉強になりました～～）

　棒読みで俺。

（悪かったわよ、ケイ。そんなに拗すねないでよ。感謝しているわ、そのおかげでステンベルクの領土が広がったようなものなんだから）

　両家が和解したことで、その両家の関係が悪化する原因となった水利問題も解決しつつある。

　それにより、今まで手を付けることができなかった土地を開発できるようになり、それはつまりティフォの言うように領土を広げることができたことと同じだった。そしてそれは出稼ぎにいかざるをえない人数を減らせるということでもある。

（それに、そうよね。ケイはあたしのことを考えて、気を遣つかってくれたのよね──）

　ティフォが眩まぶしそうに、目の前に置かれた金の指輪を見る。

　いつもは俺のポケットに仕し舞まっているのだが、ティフォと二人だけの時はなんとなく俺が持っているのが悪い気がして、ティフォの前に置いているのだ。

（──ありがとう……）

　二度目のありがとうは素直なものだった。

　それこそ、彼女の内面を知る俺にとってはびっくりするくらいに。

　けど……本当に素直になるべきは俺じゃなくて、別の相手に対してだと思う。

（…………）

　恋愛相談は止やめるつもりであったが、俺は最後に一回してみることにした。

（……なあ、いいのか？）

（何がよ？）

（キルケーのブラウ家、それにグレゴーリのリアン家が和解したことだよ。この両家が合わさったら、ステンベルク王家よりもはるかに大きな勢力が誕生することになる）

（自分がくっつけたくせに、そんな心配をしているの？　キルケーとグレゴーリの性格はケイも知っているでしょ？　あの二人なら大丈夫よ）

（確かにそうだろう。あの二人、それにその子供達のライトとフレアがいるうちは大丈夫だろう。……でも、その後は？　いずれ、王家は打倒されるかもしれない）

（……ケイ、あんた。何を言いたいの？）

（今のうちに、そのどちらかとの勢力と結びつきを強くしておいて、その対策をしておかないか？）

　俺はそう言うと、猫の手を取りその手に指輪を嵌はめようとした。

　しかし、その指輪は今のティフォの指には大き過すぎて、手には小さ過ぎる。

　何より、嵌めることを恐がったティフォがその手を離してしまって、指輪は音もなく再びベッドの上に落ちた。

（……な、何をするのよ！　言ったでしょ！　あたしは国際情勢によって、どちらかの国と政略結婚するのが運命なんだって！）

（そうかもしれないが、ティフォの身体からだは今の俺の身体だ。俺にも意見する権利くらいはある）

（……ないわよ！　ヨコシマな心であたしの身体に転生したあんたが余よ計けいなことを言わないで頂ちよう戴だい！　いい？　この話は二度としないで！）

　目を見開き、犬歯を見せ、威い嚇かくするティフォ。

（………………）

　俺なりにティフォを演じて、少しはティフォのことを、この国のことを分かったつもりだ。

　だから、今のティフォの言葉が俺に対してというよりも、自分に必死に言い聞かせるような言葉であるのがわかって、俺は何も言い返せなくなる。

　それでも、俺は……。

　と、その時──。

「……お、お姉さま！」

　バタバタとした足音の後、ドンドンというやや乱暴なノックの音が部屋に響いた。

　俺たちは一時休戦となり、俺は猫と戯たわむれる深窓の令れい嬢じように、ティフォは猫らしい表情を作ると、ドアの方へと声をかける。

「……リーラ、どうぞ」

　俺が声をかけるなり、すぐにドアが開く。

　現れたのはリーラだけではなかった。

　彼女を真ん中に、グレゴーリとキルケーもいた。

「我が君」

「姫」

　二人の声がハモった。

「………………」

「………………」

　そして、二人とも黙だまり込こむ。

　多少、改善したとはいえ、まだ二人の距離感が摑つかみきれていないらしく、気まずそうに同時にゴホンと咳せき払ばらいをした後、窺うかがうように視線を交差させる。

　美少女同士のソレはツンデレと表現できなくもないが、おじさん達のソレは面めん倒どう臭くさいだけである。

「……では、リーラがお姉さまに報告させていただきます」

　俺以外の人物にはちょっと冷たい対応をする傾けい向こうが見受けられるリーラはそんな二人を丁てい重ちように無視すると口を開く。

「お姉さま、お手紙が届きました」

「お手紙？」

「……我が君」

「……姫」

　二人がそれぞれ厳げん重じゆうに封ふうをされた手紙を俺に差し出す。

　その封印とされている蠟ろうに押されている紋章は、それぞれザルツドレア帝国の大おお鷲わしを象かたどった紋章と、悠ゆうの国の五つの爪の竜の紋章。

　……なんだか、とてもイヤな予感がした。

　それに加え、今の二人のいつになく真剣な表情がその予感に拍車をかける。

　そして──。

　その予感は当たった。

　まずはグレゴーリが敬礼と共に報告する。

「……現在、国境沿いにシャルロット姫率ひきいる帝国軍二千が駐ちゆう留りゆうしております」

　続けてキルケーが落ち着きなく髭ひげを撫なでながら口を開く。

「……そしてシャルロット姫は我が君の引き渡しを要求しています。その手紙はそれに関係があるものかと」
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　鏡を見て、今の自分の姿を確認する。

　……うん。いつもの美少女だ。

　だんだんとそれが自分の姿であることに慣なれてきた。

　俺はラノベのジャケットだったり、ＤＶＤのジャケットに描かれたヒロインをイメージしながら、鏡の前でポーズをとってみる。

　以前は大嫌いだった鏡。

　しかし今、それに映っているのは、どのラノベのヒロインや御お伽とぎ噺ばなしに出てくるお姫様にも負けない、美しい美少女のお姫様の姿だ。




　それが俺に自信を与える。




　人を見かけで判断してはいけないという言葉の裏に潜ひそむのは、それだけ人は見かけで判断しているという紛まぎれもない世界の真理だ。

　俺にはデブで恵まれたとはいえない容姿だった前世と、この世界に来ての美しい美少女の姿との二つの体験があるから、それを痛烈に感じてきた。

　そう、そんなふうに中身は俺なのだ。

　だが、しかし──。

　鏡に映るこの俺の姿は、それをよく知る自分さえも判断を狂わせそうになる。

　美とは人の持つ究極の差別意識だ。

　人は美しいものを見た時に、同時に美しくないものを定義している。

　その差別意識によって世界を分断していっている。

　そうやって、人々が切り捨てた世界を幾いく重えにも重ねてできた美の世界の上に立つ存在。

　それが今の俺なのだ。




　傲ごう慢まんとさえ言える自信。

　だが、今はそれが必要だった。




（あんたのせいよ！）

　俺は鏡から、視線をこの身体の元の持ち主へと視線を移す。

　自室のベッドの上に広げた手紙を読み終わったティフォが、同じくベッドに腰かけた俺の胸に頭を埋うずめる。

　そしてその短い前足を振り回して、ポカポカと何度も俺を叩く。

　人払いをして今、部屋の中には俺と、ティフォしかいない。

　だから、猫がこんな行動を取ったとしても誰も驚く者はいない。

　しかし、今のティフォならばたとえ人の目があったとしても、俺のことをこうやって叩いただろう。

　ザルツドレア帝国の大鷲の姫騎士ことシャルロットから届いた手紙。

　それは物ぶつ騒そうなラブレターだった。

　求められているのは、今の俺ことステンベルクの聖女ティフォニア・イン・ステンべルク。

　そして、その求愛を拒否した代だい償しようは、国境沿いに駐屯させた兵二千によるステンベルク王国の蹂じゆう躙りん……。

　しかしそれは文面にしたためられている通りに、単純に俺が婚約者の下に嫁とつげば済む問題というわけではない。

　静養中の国王の一人娘が嫁ぐということは、それは即ちこの国の王位継承権を嫁ぎ先の婚約者様も得ることになる。

　そうすれば、どうなるか。

　ステンベルク王国は併へい合ごうされ、ザルツドレア帝国の一部になってしまう。

　確かにそれならば、戦争は起きない。

　しかし、併合先の国の国民がどんな生活を強しいられることになるかは、どうなるかはあきらかだ。

　今いま川がわ家けの傘さん下かだった松まつ平だいら家けのように、島しま津づ家けの下の琉りゆう球きゆうのように、松まつ前まえ藩はんの下のアイヌ民族のように。

（あんたがあの時、シャルロット姫を挑発しちゃったから、こんなことになっちゃったんじゃない！）

　ザッ！　ザッ！　ザッ！

　とティフォの指先より飛び出した爪が布越しに俺の肌に食い込んだ。












（悠の国の城まで奪うばっちゃって！　それでいつもみたいに、悠の国から援軍を呼べなくなっちゃったじゃない！）

　布越しとはいえ、爪が俺の皮膚の上に幾筋もの赤い痕あとを残す。

（返してよ！　あたしが大好きだった平和なステンベルクを返してよ！　あたしはずっとそのために我慢をしてきたのよ！　それをあんたはブチ壊してしまったのよ！　返してよ！　あたしの身体を！　返してよ！　あたしの国を！　うううぅぅぅ……）

　やがて俺を引っかく手は力ないものへとなり、俺を罵ば倒とうする声は鳴き声へと変わる。

（もう、あんたなんかと契約するじゃなかった！　契約は破は棄きよ！）

　そんなティフォを俺はそっと包み込むように抱きしめる。

（……まだ半年も経ってないけど、俺なりに一生懸命にステンベルクの聖女ティフォニア・イン・ステンべルクを演じてみてわかったよ。聖女のあだ名を付けられたのは、この容姿だけじゃないって。ティフォが俺以上に一生懸命に頑がん張ばって、いっぱい我が慢まんしてその結果、人々からもらったあだ名がステンベルクの聖女なんだって）

　俺はティフォの手をそっと握にぎり、下ろさせると俺はティフォの顔を覗のぞき込こむように、向き直る。

（……でも、そろそろ妥だ協きよう点てんじゃなくって、到とう達たつ点てんを目指してみないか？）

（……到達点？）

（そうだ。今までティフォはザルツドレア帝国と悠の国、その二つの国との外交を天てん秤びんにかけて、八方美人に振ふる舞まってその中で折せつ衝しようしながら妥協点を探してきた）

（……悪かったわね。天秤にかけて、八方美人で）

（褒ほめているんだよ。……でも、今度は別の場所を俺は目指したい）

（……それが、到達点というわけ？）

　俺は頷うなずくと、体を屈かがめてティフォと同じ視線の高さにする。

　そして、噓うそを吐つくことができない念話だからこそ、必死にティフォに語りかける。

（俺はステンベルクを大国同士の戦争に巻き込まれない、第三の大国としての地位を築きたい。無論、俺も戦争なんてイヤだ。……でも、今、頑張ればもっとみんなの多くの笑顔を守れるようになると思う）

　たとえ仮かり初そめの自信であっても、それで全身に力を込めて。

（悠の国からの書簡も読んだか？　こちらは良い知らせだ。呪のろいとやらを俺が解く代わりに一時休戦を申し込んできた。これで一ひと先まず、後方を脅おびやかされる心配もない。たとえ、攻めてきたとしても先日手に入れた城があるから防衛力は増している。それに農繁期ということで出稼ぎに行っていたほとんどの男達が帰ってきている。やっぱり、今しかないんだ）

　ティフォは耳を立て、俺の言葉を受け止める。

（………………無理よ）

　が、シュンと耳を垂たらし、首を左右に振る。

（そんなの無理よ）

（お前、勘違いしているだろ？）

（な、何がよ！）

（お前、自分だけが無理をすれば、我慢をすれば助かると思っていないか？）

（…………）

　図星だったのだろう。

　ティフォは少し表情を曇くもらす。

（残念だったな。今のお前の身体は俺が借りている。その案には賛成できない。それにだ──）

　俺は今までのティフォの頑張りを労いたわるようにポンポンとその頭を撫でる。

（──俺の言うみんなにはお前の笑顔も入っているんだぞ？）

　そう言うと、俺はポケットから女の子が夢を見るためのソレを取り出す。

　それを見たティフォが魅み入いられたかのようにジッと見つめ、あっ、とか細い声を上げる。

　俺はその視線を意識しながら、そっと自分の指に嵌めた。

　左手の薬指に。

　その指輪がもっとも似合う、その場所に。

　俺がこの身体を借りるまでは、この身体はティフォの身体であったわけだから、ティフォは鏡で自分の姿を毎日見ていただろう。

　でも、今の自分の姿は見たことがないハズだ。




　左手薬指に愛いとしい人からもらった指輪を嵌める、女の子の夢を叶かなえた自分の姿を。




　ティフォが息を飲んだのが分かった。

　そしてその大きな瞳ひとみを潤うるまませて、今の俺の姿をジッと眺ながめる。

（……これを夢の世界の姿なんかにしないで、未来の自分の姿にしないか？）

　ティフォの瞳にその未来図が映り込み、潤んだ瞳が大きく揺れる。

（それに俺も抱かれるなら、ジェイドがいい）

（……あんた、何を言っているの？　バカなの？）

　あっ、ヤバイ……。

　失言だったようだ。

　ティフォはハッとした表情となると、冷たい瞳で俺を見る。

　と、その時。

　コンコン、とドアがノックされた。

　指輪を嵌めた手を背中に隠しつつ、

「どうぞ」

　と声をかける。

　すぐにドアが開いた。

　すると、そこには──。

「我が君。兵へい站たんはお任せください」

　髭を弄いじりながらキルケーが。

「姫、すでに出陣の準備はできております。すぐにご命令を」

　敬礼しながらグレゴーリが。

「姫様、留守は私共にお任せください」

　その後ろには寄より添そうイケメン（兄）とフレアの姿が。

「お姉さま噂をお聞きしました。姫を帝国に奪われるぐらいなら、ステンベルクの民は帝国と一戦を交まじえる覚悟です！」

　リーラはそう言うと、俺の手を引き窓辺へと誘導する。俺はティフォを抱き上げながらそれに従う。

　そして、なぎ払うようにカーテンを開いた。

　途と端たん、

「「「「「「ひ、め、さまあぁ～～～～！」」」」」」

　地鳴りのような声が響いた。

　窓の下には、人、人、人……。その中には女性や子供の姿もあり、大勢の群集が屋敷を取り囲んでいた。

　手紙の内容を知らずとも、自然と噂うわさが広まっていたのだろう。

　その集まった彼ら彼女らが、俺の姿が窓から見えたことで、自分達の意思を伝えようと必死に声を上げたのだ。

「……姫様。我ら一同、すでに戦場に発たつ準備はできております」

　その中には、出稼ぎから帰ってきた帰還兵達の姿もあった。その数は数百に達するだろうか。

　先頭に立つのは以前、俺が指の欠けた手をとったあの老兵だ。

　その不自由な手をブンブンと振って、帰還兵達は久しぶりに故郷に戻ってきたばかりだというのに、再び戦場へ出ることを厭いとわないことを宣言する。

　やがて、そういった国民達のその地鳴りのような声が止むと、その群集の中から一人の青年が歩みでる。

　ジェイドだ。

　イケメンは窓の下に立つと、その群集のざわめきにも負けない大きな声を張り上げる。

「ステンベルクの民は、姫様と運命を一緒にする覚悟です！　姫様が帝国に嫁がれるおつもりならば、その忍従を共にいたしましょう。姫様が帝国と一戦を交えるお覚悟ならば、その道を、その未来を我らが斬り開きましょう」

　腕に抱くティフォの身体が震えたのがわかった。

　今は、ティフォが猫の姿でよかったと思った。

　だって、もしティフォが本来の人の姿だったら、きっとボロボロと涙を流して、泣き崩れてしまっただろうから。

　その容姿もあって、ステンベルクの聖女なんて持ち上げられているけど、彼女が弱い部分を持つ普通の女の子であることは俺がよく知っている。

（よかったな……ティフォ）

（……ケイって、イジワルね……こんな時に……噓うそがつけない念話で……話しかけるなんて……）

　案の定、その念話は途と切ぎれ途切れで、涙で濡ぬれた声だった。

　イジワルをする気はないが、これはステンベルクの王女であるティフォニア・イン・ステンべルクが決断しなければならない。

　俺もまた真剣に問いかける。

（で、どうする？　俺はどうすればいい？　姫騎士様の花嫁になればいいのか？　それとも、ステンベルクの聖女としてこの国を発展させていけばいいのか？）

（……契約続行よ。……でも、お願い。やるからには絶対に成功させて）

（……わかった。……ありがとう）

（なんで、お礼を言うのよ？）

（それが俺の選んで欲しい選択肢だったからな）

　そう言った後、俺はさらに窓辺へと身体を近づける。

　この美少女オーラを、今度は他人ではなく他ならぬ自分に使って。

　それで得られる自信と、そしてそれに伴ともなう責任感をその身に宿して。

　俺のその雰ふん囲い気きを感じ取ったのか、集まった群衆達のざわめきが潮しおが引くように、シーンと静まりかえる。

　そんな沈黙の中、俺はスウッと息を吸い込むと声を響かせる。

「皆さん、今日はお集まり頂いてありがとうございます。皆さんもお聞きしていると思いますが、現在、国境に駐留しているザルツドレア帝国から届いた手紙は、多分、皆様のご想像通りの内容でした。わたくしへの求婚。そして、このステンベルクを離れ、帝国に移り住むようにとの内容でした」

　民衆の顔にやっぱりという表情が浮かぶ。

「一つ、皆さんにわがままを言わせてください。……わたくしはそれを断ろうと思います。無論、それがこの国に戦火をもたらすことになることをわかった上での判断です。でも、それは皆さんがわたくしに勇気をくれたからです。そのことに、この国の王女として、ティフォニア・イン・ステンべルクとして、皆様にお礼を言わせてください」












　自分の口から、そんな言葉が漏もれてくるのを俺は不思議な気持ちで感じていた。

　今までのように演技ではなくて、ましてティフォに頼まれたからでもなかった。

　自然と俺はこの国のみんなに対して、そんな言葉を発していた。

「「「「「「姫様！　姫様！　姫様！」」」」」」

　俺の言葉に応こたえるように、民衆の間から姫様の大合唱が起こる。

　偽いつわりの自信ではここまでが限界だった。

　ガクガクと足が震えてくる。

　急に俺は自分のしでかしたことに恥ずかしくなって、真まっ赤かになって俯うつむきながら、そそくさと部屋の中に戻った。
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　エーデルワイスの花が描かれたステンベルクの国旗をはためかせながら、ステンベルク軍が街道を行く。

　その数約五百。

　報告では敵の数は約二千。

　四倍の兵力差であるが、不思議と不安な気持ちはなかった。

　それはその五百のほとんどが、庸よう兵へいとして最前線を生き抜いてきた歴戦のつわもので構成されているというのもあるけど、なによりこの軍の一体感が俺から戦場に立つという恐怖を取り払ってくれていた。

　そう。俺は今、女の身でありながら、このグレゴーリ将軍が率いるステンベルク軍に帯たい同どうしていた。

　ちなみに、グレゴーリ将軍が率いるとしたが、軍制でいうなれば一応は将軍の上が国王なのでその代理である俺がグレゴーリ将軍よりも強い指揮権を持っている。

　現代風にいえば、現場の指揮官である制服組のトップがグレゴーリで、戦争を外交として処理する背広組のトップが俺というところだろうか。

　部隊構成でほとんどを占める徒歩の兵士達に申し訳ないと思いつつ、また、女の足では訓練された彼らと歩調を合わせるのは無理だという現実的な理由もあるために、部隊の中ほどで俺は騎乗しながら進軍していた。

　ちなみに俺は観光牧場で乗馬体験をしたことがあるくらいで、乗馬の訓練などしたことはなかった。

　しかし身体に、以前ティフォが嗜たしなんでいた乗馬の感覚が残っているらしく、グレゴーリにちょっとレクチャーしてもらっただけで、簡単に乗ることができた。

　ちなみにそのティフォももちろん一緒で、今は俺のすぐ後ろで輜し重ちようを運ぶ荷馬車の上で丸くなっている。

　俺の今の服装は、乗馬すること、戦場に立つことを想定して、乗馬用のスカートに厚手のフードつきローブという格好だ。髪も結い上げ邪魔にならないようにしている。

「……姫……そろそろ、国に戻っていただければ、このグレゴーリの心配が一つ減るのですが」

　馬を寄せながらグレゴーリが武人らしくない物言いをする。

「グレゴーリ将軍。軍の強さを見るには、その普段の隊列を見れば分かると聞きます。その点、我が軍の隊列は見事なものです。日頃の将軍の訓練の賜たま物ものですね」

「……姫、お世辞を言ってもダメです。姫に傷一つでもつけたとあっては、キルケーに嫌みを言われ、フレアには口を利きいてもらえなくなります」

「……グレゴーリ。巣が割れて、中の雛ひなが無事であることがあるでしょうか。結局、戦火の炎が消えなければ、その炎に巻かれるのが早いか遅いかの問題でしょう。ならば、わたくしはその火元にいて、皆さんと心を一つにして鎮ちん火かしたいと思います」

「ですが、姫……」

「グレゴーリ、確かにわたくしは戦場では将軍の足元にも及およばないでしょう。ですが、帷い幕ばくの中で謀はかりごとをめぐらすには、わたくしにも功こうがあります」

　ちらりと俺は前回の戦いで、城を奪だつ取しゆした策を提案したことをほのめかす。

「……それにそれ以上、言うのならば、わたくしにも考えがあります」

　そして、さらに国王代理としての強制指揮権発動もほのめかす。

「いやはや、フレアといい、最近の若い女性は下へ手たな男よりも根性がありますな」

　グレゴーリは彼にしては珍しく、ちょっと嫌みな大きな溜ため息いきを吐いた後、

「ジェイド」

　イケメンを呼ぶ。

「ハッ！」

　敬礼しながら、イケメンがグレゴーリに馬を寄せる。

　名門貴族の生まれとあって、将来の士官候補生であるイケメンも騎乗の人である。

「お前に、特別任務を与える。姫をお守りしろ。何があってもだ。たとえ友軍が倒れようとも、お前はそれを無視して姫をステンベルクに連れて帰れ。姫が健在ならば、それがステンベルクの希望となるのだからな」

「了解しました」

　最敬礼で返すイケメン。

　そして、イケメンがチラリと俺を見る。

　思わず顔を伏せてしまう俺。

　……もしかして、グレゴーリに気を遣われた？

　それとも、遠回しな意い趣しゆ返がえしだろうか。

　はたまた万が一、俺が怪け我がをしたとしても、お前の息子むすこ、旦だん那なの兄弟を護衛に任命していたんですけど～、というキルケーやフレアに対する保険か。

　そんな、俺の考える様子が、ティフォを少しイラっとさせたらしい。

（ちょっと、何で笑顔でジェイドにお礼を言わないの！　そ、それから、矢が一本でも飛んできたら、ちゃんと恐がって、抱きついて、女の子をするのよ！）

（…………。……善ぜん処しよします）

　俺もまた、新たな任務をおおせつかったのでありました。

　……二人の未来予想図で決断を促うながしたのは俺とはいえ、ティフォが露骨に肉食系になった気がする。今は猫だけに。
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（……あっ）

　ティフォがそれを見た途端、耳をペタンと伏せ、尻尾しつぽをシュンと畳たたんだ。

　そして言葉にこそ出さないものの、早速、出で端はなが挫くじかれてしまったのを感じた。

　それはティフォだけではなくて、それを見たステンブルク部隊内に動揺が走ったのが感じられた。

　すでに、宣戦布告となる婚約破棄の文書は送りつけてある。

　が、もしかしたら、それが届くより先にそうなることを予想していて元婚約者様は準備をしていたのかもしれなかった。

　ステンブルク軍の視線の先。

　街道脇の小高い丘に、僅わずか短期間のうちに城じよう塞さいと見まがうほどの強固な砦とりでが築かれていた。

　そこに籠こもる兵力は報告によれば二千。

　対して、俺たちの兵は五百。

　もとから勝率のよい戦いとは言えないとはいえ、さらにこちらから見れば登る形となってしまう小高い丘に築かれた強固な砦の中に籠もられてしまえば、その差は絶望的なものに思うのも無理はなかった。

　その砦に立つのは白地に金きん糸しで描かれた勇壮なる大鷲の旗。

　同じ大鷲の旗でも、その下地の布色と縫ぬい付けられる糸の色は王族個人によって決まっている。白地に金糸のその色は大鷲の姫騎士シャルロット・ミリ・ザルツドレアのみが使えるパーソナルカラーだ。

　多分、向こうもこちらに気づいた頃だろう。

　圧倒的な戦力差を見せつけながら、砦の中で馬鹿笑いをしているであろう婚約者様の姿は容よう易いに想像がついた。

「……これは長期戦を覚悟せねばなりませんな」

　グレゴーリは兵達の視線を考えて弱気な姿を見せないものの、気難しい表情になる。

「いいえ、一時休戦状態とはいえ、時間をかければ悠の国が動き出すかもしれません。そして、帝国も援軍を派遣する危険性があります。ここは短期決戦でいきましょう」

　俺の言葉に、兵達が驚いたように顔を向ける。その表情には非難じみたものが交まじっている。自分達を死地に送るつもりかと。

　しかし、無論、俺にそんなつもりはない。

　それを察さつしたのだろう。

　グレゴーリが少々芝しば居いがかった顔で俺に付き合ってくれる。それにより、兵達の視線が俺に集まる。

「ふ～む。姫、何か策があるようですな」

「はい。まず帝国軍は一つ失敗を犯しました。それは帝国軍が街道を封ふう鎖さするように砦を築かず、わざわざ小高い丘に砦を築いたことです。これにより、われわれは帝国の領土を、迂う回かい路ろを通らず直接侵攻できるようになりました。もし、我々の目的がシャルロット様の軍の殲せん滅めつだけでしたら、小高い丘に砦を築いたのは正解でしょう。ですが、我々のもう一つの目的は、帝国との国境沿いの城を奪うこと。そちらの目的を優先すれば良いだけのこと」

「なるほど。しかしその場合、砦に籠もる敵を放置することになり、空あき家や同然のステンベルクを荒らされることになりませんか？　以前、我らが姫の献けん策さくによって、悠の国より城を奪取したように」

「それはないでしょう。我が軍が進軍するということは、そのまま敵の補給線を押さえるということ。砦にたっぷりと食料が蓄たくわえられていれば別ですが、急造の砦にそんなに蓄えられている可能性は低いでしょう。そして、そうやってステンベルクを荒らし食料を現地調達するにしても、二千という数を養うには無理があり、逆に二千という数がすぐに足あし枷かせとなって困こん窮きゆう状じよう態たいに陥おちいるでしょう」

「ふむ……なるほど」

「それにグレゴーリは大事なことを忘れています」

「ほう？　それはなんですかな？」

　グレゴーリが余裕を見せるように、ちょっとおどけて言う。

　それにエスコートされるように、俺も少し微笑ほほえみながら冗談めかして言う。

「シャルロット様の目的です。シャルロット様はステンベルクよりも、わたくしに執しゆう心しんなご様子。ならばステンベルクに攻め込むのではなく、わたくしを追ってくるのが道理というものでしょう」

「なるほど。姫の尻しりを追っかけてくるというわけですな」

　グレゴーリの言葉にドッと兵士達が笑う。

　周囲の空気──兵士達の雰囲気が和やわらいだのを感じて、俺はホッと胸を撫で下ろす。

　と、同時に俺は、グレゴーリが将軍として名声を得ている理由をあらためて感じた。

　こうして兵達の機き微びを把は握あくし、それを良い方向に導くのが上う手まい。

　それに、ジェイドをキルケーの息子だからといってイジメるようなことはしない。きちんと適性があるとみれば、公平に任命する。

　ジェイドもまた、自分の父親と、職場の上司との間にある遺い恨こんを知らないハズはないのに、将軍をリスペクトしているのが傍はたから見ていても伝わってくる。

　それはともかく──。

　先ほどの冗談。

　緊張を緩かん和わさせるにしても、品の良い冗談とは言えないが……。

　一応、俺の立場上、窘めておかなくてならない。

「グレゴーリ、フレアに言いつけますからね！」

　恥ずかしそうに自分のお尻を覆うローブの裾すそを伸ばし、顔を真っ赤にしながら、そう怒ど鳴なる。

「……失礼しました、姫様。で、話を本題に戻しますと、そのように我が軍が進軍した場合、前後を敵に包囲されることになり、進退に窮きゆうすることになりかねませんか？」

「むしろ、それこそ望むことではありませんか。それはつまり、あの砦からわざわざ敵が出てくれるということなのですから」

「ふむ……確かにそうですな」

　グレゴーリが感心したように深く頷いてくれる。

　それにより、俺達、二人のやり取りに聞き耳を立てていた兵士達も俺の言葉に納得してくれたようだ。

「……では、参りましょう」

　そう言い俺は兵士達に微笑むと、兵士達を押しのけ一人先に馬を進めトコトコと街道を歩いていく。

「姫様、お待ちを」

　それをジェイドが追い、グレゴーリが追い、そして兵士達が続いた。
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「ふふふ、ダ～リン見てくれているかしら？　帝国土木技術の結晶を！」

　糸目をつけずに軍費を注そそぎ込こむことで短期間のうちに築いた砦の城壁に立ちながら、大鷲の姫騎士と称されるシャルロット・ミリ・ザルツドレアは望遠鏡を覗き込んだ。

　そこから見えるのは、白地に青色の糸で縫われたエーデルワイスの紋章が描かれた旗。

　それはステンベルク王国国王代理を務つとめている王女ティフォニア・イン・ステンべルクの指揮する部隊のみが掲かかげられるパーソナルカラーで描かれた国旗だ。

　ステンベルクの聖女と呼ばれる人物であり、シャルロットの婚約者。いや、宣戦布告ともいえる婚約破棄の書面が送られてきた今は、元婚約者だが。

　ステンベルクの将といえば、ステンベルクの虎ことグレゴーリ将軍というのが、帝国軍のイメージだから、あの男が出てくるのかと思ったら、なんと聖女様が出てきた。これは、なんとも嬉うれしい誤算だった。

「さあ、ダ～リン。約束を破った責任を取ってもらうわよ。ダ～リンを捕まえたら、どう愛しちゃおうかしら？　まずはその噓つきのお口にロバのくつわをつけて、下のお口には梨なしをプレゼントしちゃうんだから！」

　そしてシャルロットは、大人おとな達の外交のパーティで初めて出会った日に思いを馳はせる。

　最初に会った時、子供心にこんな綺き麗れいな人がこの世にいるなんて信じられなかった。

　ステンベルクの聖女という言葉はピッタリだと思った。

　性別なんて関係なかった。だって、好きになっちゃったんだから。

　パパに頼み込んで、婚約者にしてもらえた時は嬉しかった。

　そして決めたのだ。

　自分はこの聖女様を護まもる騎士になるって。

　聖女様を誘惑しようとするありとあらゆる魔の手を斬り落とすために剣を振るうって。

　ダ～リンのためなら、自分はどんな艱かん難なん辛しん苦くも耐えるつもりだった。

　なのに……。

　なのに、なのに……。

　なのに、なのに、なのに……。

　ダ～リンはそんな自分の気持ちをいとも簡単に裏切った。

　でも、きっとダ～リンは悪くない。悪いのはダ～リンの周囲にいる大人達。あの意地の悪い二人が、純粋なダ～リンにあることないことを吹き込んでいるのだ。

　でもでも、ダ～リンにも自分が悪いことをしたと反省してもらわなければならない。

　無論、そんなことをするのは自分も辛つらい。

　でも、それはダ～リンのため。そう、ダ～リンのためなのだ。

　そして──。




　どんなに自分がダ～リンを愛しているのか知ってもらうのだ……。




　決意をあらたにしたシャルロットの前に、やがてポツポツとした点だったステンベルク軍が、砦に近づいてくるにつれて、その全体の様子が見えてくる。

　目測でその数、五百ほどか。多くとも千は超えてはいまい。

　確かに、兵の質で見れば、小国で厳しい環境を生き抜いてきた向こうの方が上だろう。

　しかし、そんな兵力でこの砦が落とせると思っているなんて、やっぱり戦場というものを知らない聖女様だ。

「いいこと？　ステンベルク軍が丘を蟻ありのように登り始めたら、それを矢と岩で駆く除じよしてあげなさい！　そして、絶対、ぜえ～～ったいにダ～リンを殺しちゃダメよ！　ダメダメよ！　必ず生きてわたしの前に連れてきなさい！　ダ～リンを捕らえた人には、特別サービス金貨一万枚よ！」

　金貨一万枚。一生遊んで暮らせるほどの破は格かくの恩おん賞しようが指揮官の口から飛び出し、兵達が盛り上がる。

　指揮官だけでなく、兵達もまたこの戦いは楽に勝てるだろうと思い始めていた。

　通常、戦いはまず射撃戦から始まる。弓やボウガンでの矢の射ち合いや、投石の応おう酬しゆうとなる。

　兵達はその時に備そなえて、弓に矢を番つがえ、投石の準備をする。

　が──。

　その矢や石が発射されることはなかった。

　それというのも、ステンブルク軍は砦が見えていないかのように、そのまま街道を悠々と進軍していくからだ。

　……ちょっ！　ダ～リンどういうこと!?　わたしを無視するなんて!?

　そう叫び出したいのをシャルロットは堪こらえる。

　彼女の計算では、ステンベルクの兵士達が我先に砦に襲い掛かってくるハズだった。

　しかも、後退するならばまだしも、前進している。それは帝国の領土に攻め込むということであり、これでは自分から包囲されに行くようなものだ。

　そのように敵を残して進軍していく危険性は、いくら素人しろうとでも分かるハズだ。

　が、目の前ではその現実的ではないハズの光景が現実に起こっている。

「「「「「「「………………」」」」」」

　指揮官の言っていたことが外れて、砦内に白けた空気が漂ただよい始める。

　……不ま味ずい。

　このままでは彼女が嫌う、皇帝の娘だから指揮官になれたのだという噂を肯定してしまうようなものだ。

　ただでさえ、前回、ステンベルクでの悠軍との戦いで、まんまと手柄をグレゴーリに奪われ、兵士達の評判を落としたというのに……。

「ふふふふふふ、敵は恐れをなして、砦を無視していったわ。まあ、それも想定内よ。第二の策を実行するだけだわ。こんな様子だったら、簡単に蹴け散ちらしてあげられそうね」

　兵士に呼びかけるように、そして自分自身に言い聞かせるように、シャルロットは言った。
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　一方、その頃──。

（ちょっと、ケイ。先行しすぎよ！　戻りなさい！）

（だ、だ、だ、大丈夫だ。ほ、ほ、ほ、ほら、念話が通じる、き、き、き、距離にいるし）

（……ああ、だから先行したのね）

（な、な、な、なんのことだ？）

（念話で噓を吐こうとするなんて、あんた、あたしを舐なめているの？）

　やはりティフォには分かってしまったようだ。

　俺が兵士達をかきわけてまで先行している理由。

　それは今の俺の姿を見られないためだ。

　ガクガクと足が震え、ブルブルと手た綱づなを握る手が震え、ドキドキと鼓こ動どうが鳴り止まないその情けない姿を。

　不安にさせまいと兵士達に言っていなかったことがある。

　それは、今の状態──砦の前の街道を通過している今が、実は俺の作戦の最大の急所だということだ。

　敵を砦からおびき出すというのは俺達の規定路線だが、その場所、タイミングはここではない。

　砦の扉を開け出撃し、丘を下ってその勢いで進軍中の俺達の横っ腹に突撃をしかける。そして数にものをいわせて乱戦に持ち込む。

　もし敵が急きゆう遽きよその作戦に変更したら、俺達はかなりのピンチだ。それこそ全滅する危険性があるくらいに。

　しかしそれは、自ら築いた砦を放ほう棄きする──その砦を築いたのは失敗だった、とシャルロット自身が自ら認めるような行為であるから、あの自己愛の強いシャルロットにそれができるとは思えない。

　今頃は自分の思惑が外れたことを必死に誤ご魔ま化かしている最中だろう。

　しかし、たとえば俺にグレゴーリがいるように、現場感覚を持つ──自分の知識だけでなく、現実までも静止した情報のように処理してしまい、その結果、自分の知識にはない現実に対してエラーを起こしてバグってしまうのではなく、現実を変化する生き物のように捉とらえ、基本的にはコントロールできないものであることを受け入れ、対応することができる副官、サポート役がいれば話は別だ。

　もっとも、シャルロットにそれを聞き入れる耳があるかという問題もあるから、俺はこのように大胆に敵の砦の真横を横切れているわけだが。

「……姫様！」

　後ろからジェイドが馬で駆けてくる。イケメンは俺の護衛役だから俺を追いかけてくるのは当然のことだろう。

　……あっ。

　と心の中で叫んだ時には遅かった。

　馬を隣に付けられ、顔を覗きこまれる。

　恐らくは真っ青になり、馬の震動だけではなく、震えているその表情を。

「…………」

　イケメンが、おやっという表情をした。

　……気づかれた。

　俺は前世に戻ったかのような卑ひ屈くつさで、顔を伏せる。

　すると──。

　イケメンは静かに馬を寄せる。

　そして、俺の手に触れてきた。

　握るのではなく俺の小さな手に重ねる感じで。

　驚いて顔を上げる俺に対して、イケメンが微笑む。

「……姫様。上手く言えませんが……それでいいのだと思います。戦場に立つ兵士の中に、戦場の恐さを知らぬ指揮官に命令されたいと思うものはおりません」

　トクン、とさらに俺の心臓が跳はねた。

　その優しさは今の俺にとって曲くせ者ものだった。

　さらにその鼓動が早まるにつれて、心電図で表示するのが不可能じゃないかと思うほど心臓が俺の胸郭の奥で暴れ出す。

　この早はや鐘がね打うつ鼓動は、緊張による過度のストレスなのか。

　それともイケメンによるトキメキなのか。

　……落ち着け俺。……落ち着け俺。

　……こ、これはつり橋効果だぞ？

　実際、つり橋よりも不安定な道を、薄はく氷ひようを踏む思いで歩いているわけだし。

　そう、つり橋効果のハズなのだ。

　なのに──。

　ドキドキが治まらない。トキメキが終わらない。ロマンチックが止まらない。

　乙女おとめゲームのヒロインにでもなった気分である。

（よくやったわ！　ケイ！）

　俺達の後ろ姿を眺めて、俺を褒めるティフォ。

（………………）

（……ん？　どうしたのケイ？）

（……いや、ジェイドが本当に好きなのはお前なんだと思ってな）

（……はい？　なんか嫉しつ妬と……？　みたいな感情が混じってる？）

（な、なんでもない。それはともかく──）

　俺は周囲を見渡す。

　不整脈を起こしているうちに、周囲を背の高い草で囲われた盆地に出て、気がつくと敵の砦が小さくなっていた。

　ここまで来れば、一先ず安心である。

　俺はホッと胸を撫で下ろす。

（──その様子だと、後続も無事通過できたようだな）

（うん。だけど、追いついたら、みんなに少しイジられることに注意してね。こっちはそんな風な噂になっている）

　俺とジェイドのことだろう。

　心なしか、ティフォは嬉しそうだった。

　それは、砦の前を無事通過できたということもあるが、ジェイドと噂になっているのが嬉しいご様子である。

　……まあ、噂になるということは公認になったと言えなくもないからな。

（でも、まあ、それは準備を終わらせてからだな）

（準備？　なんの準備を？）

（姫騎士様のように、自分が仕切って、自分が主導権を握って物事を進めたがるヤツには、ある共通点がある）

　俺は周囲の背の高い草を眺めながら、言葉を続けた。

（普通にやればいいのに、サプライズ好きだということだ）





　　　　[image: ]






　視界を覆うのは、夜明け前のもっとも深い闇やみ。

　ステンベルクの山々から吹きおろす風が草を揺らすさわさわとした音のみが、かすかに耳じ朶だに響く、そんな中──。

　砦の前を通過し、盆地に野営したステンベルク軍に近づく無数の影があった。

「ふっ、ふふ～ダ～リン、夜よ這ばいに来たよ♪」

　その部隊を率いるのは大鷲の姫騎士こと、ザルツドレア帝国の姫君、シャルロット。

　夜中、シャルロットは砦を出ると密ひそかに軍を進め、ステンベルクの後を追った。

　そして、今。

　それに追いついて、目の前には月明かりに照らされる無数のテントが立ち並んでいた。

　テントは全てステンベルク軍の寝床である。

　シャルロットは右手を上げて部隊に合図を送る。

　すると、背後の無数の影が──帝国軍の兵士達が、野営地にある無数のテントそれぞれをまるで飴あめに群がる蟻のように取り囲み始める。

　一つ一つテントを襲うのでは、面倒だし、途中で夜襲に気づかれる危険性がある。

　こういうのは一度に一斉に襲わなければいけない。でないと先に気づいたものが危険を知らせてしまって効果が減る。

　帝国軍の兵士達は準備を終えると、密かに合図を待つ。

　と、その時──。

　ピィィ──！

　闇夜に木こ霊だまする甲高い笛の音が響いた。

「……!?　だ、誰!?　怒らないから白状しなさい！　誰がわたしより先に変な合図を出したの!?　あ、あなた達、落ち着きなさい！　あの合図を出したのはわたしじゃないわ！」

　口に咥くわえていた笛を吐き出すように放すと、シャルロットはそう言いながら周囲を見回す。

　しかし緊張状態にある兵士達は一旦、動き始めれば──しかも視界が遮さえぎられる闇夜の中で静止するのは難しい。兵士達が鬨ときの声こえを上げながら目の前のテントの布を乱暴に捲めくり、中へと侵入し始める。

　だが──。

　テントの中は全て空からだった。

　そこで、兵士達も気づきだす。

　自分達は謀はかられたのではないかと。

　と、突然。

　闇の夜空にいくつもの真っ赤な光の筋が走った。

　周囲の草むらから飛び出してきたそれは、帝国軍が取り囲むテントに突き刺さると煌こう々こうとテントを喰らい始め、その真っ赤な身体を広げていく。

　そう。真っ赤な光は、放たれた火矢だった。

　闇を切り裂くその炎に照らされながら、シャルロットの顔が浮かび上がる。

　その顔に浮かぶのは、焦あせりの表情。

　先ほどの合図は矢を放つ合図であったらしい。

　だが、それだけでは終わらないだろう、ステンベルク軍は自分達をさらに追い込んでくる。

　……それは分かる。

　が、頭が麻ま痺ひしたようにそれに対する対応策が思い浮かばない。

　目の前の光景に、判断力を、思考力を奪われて、兵士達への指示が浮かばない。

　このはっきりと敵が見えない闇の中で、どうすればいいというのだろうか。

　指揮官の沈黙はそのまま、部隊の不安となり、それは目の前の炎にいっそう煽あおられていく。

「ステンベルクより、援軍が来たぞ！」

　やがてその沈黙の中に、遠くから嬉しそうな声が響いた。

　無論、その声は味方ではなく敵の声だろう。

　はたして、どれほどの数が到着したというのか。

　闇の中では、その数を確認することはできない。

　やがて周囲の茂みが大きく揺れ、兵士達が姿を表す。

　その兵士達が掲げる旗はエーデルワイスの描かれた白い旗。ステンベルク軍だ。

「このままでは美お味いしいところを援軍に功を取られてしまうぞ？　ものどもかかれ！」

　闇の中に、野太いグレゴーリの声が響いた。
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　その光景を少し離れたところから俺は眺めていた。

　炎が影を浮かびあがらす。

　大勢の男達が武器を振り回し、命のやり取りをするその姿を。

　その中に美少女でしかない俺がいたとしても、グレゴーリやジェイドに迷惑をかけるだけだろう。

　俺があの中にいないのには、そんなキチンとした理由が──言い訳がある。

　そのことにホッとすると同時に、自己嫌悪。

　自分だけ安全圏にいられるという安心感は、さきほどまで共に笑い、共に食事を取り、共に話をしていた仲間達を前線に送り込んだことと引き換えなのだ。

「援軍だ！　援軍が到着したぞ！」

　兵士達の声が響き、炎に照らされる戦場にまた新たな部隊が加わる。

　といっても、それは援軍ではない、援軍に見せている部隊。

　ステンベルク軍、五百から、予あらかじめ三十ほどの別働隊を組織しておいて、頃ころ合あいを見計らって援軍と叫ばせながら突入させる。

　そのため、こちらは総数として兵の数が増えたわけではないのだが、この闇の中では敵は正確にその数を把握できず、その三十が何百にも感じ、そしてステンベルク軍の総数が何倍にも増えたようにも感じるだろう。

　案の定、闇の中、恐慌をきたした敵の兵士が一人、また一人と逃げ始める。

　一度、誰かが逃げ出し始めるとそれは連鎖していき、それはやがて大きな濁だく流りゆうとなっていく。

　その逃げ出す方向は砦から見て、俺達が進軍したその先、帝国へ向けてだ。

　生前の俺がマンガで学んだ逃走ルートは空けとけの話に従い、その方向は空けている。

　が、一応、念のため、逃走ルートから外れたところで戦況を見守っている俺のところにも敵兵士が迷い込んでくる危険性があるため、俺の周囲にはイケメンと、そして二人の若い兵士をグレゴーリは護衛としてつけてくれた。無論、ティフォも一緒で、俺の足元で待機している。

　夜襲は、夜明け前の一番暗い時に進撃し、そして夜明けと共に引き上げる。

　何な故ぜ、そんな時刻を選ぶのかといえば、それは退却を成功させるためである。夜襲が成功したとしても、全滅してしまえば意味がない。

　が、夜が明け朝日と共に浮かび上がってきた光景は、夜襲をかけるハズが逆に罠わなにかけられる格好となり、大鷲の旗は地に汚れ、それを守るハズの兵士達の多くは逃亡し、それに失敗した兵士達は故郷より遠く離れたこの地で亡なき骸がらを晒さらすか、降こう伏ふくし虜りよ囚しゆうとなっていた姿だった。

　そんな中──。

「ちょっと、縄がきついわよ！」

　思わぬ人物がグレゴーリに引かれながら、俺の前に現れた。

「お久しぶりですね、シャルロット様」

　自慢の豪ごう奢しやなドレスは汚れ、盛った髪も傾き、やや空うつろな目になっているが間違いない。

　俺の元婚約者であり、大鷲の姫騎士、シャルロットだ。

「ダ、ダ～リン！」

　よっぽど心細かったのだろう。その目に光が戻り、ウルッと涙ぐむ。

　が、次の瞬間、そもそもそんな状況に自分を追い詰めたのは誰なのかを思い出したのか、その瞳に激情の炎が浮かぶ。

「くっ、殺しなさいよ！　わたしもザルツドレア帝国の皇女、覚悟はできているわ、生きて辱はずかしめを受けるくらいなら死を選ぶわ！　ダ～リンに殺されるなら本望よ！」

　姫騎士がくっころをしている光景を、まさかリアルで見ることになるとは思わなかった。

　でも、俺は元婚約者にはあらゆる意味で興味はないけど。

「……わかりました。元婚約者としての餞はなむけです。せめて、わたくしの手で引導をわたしましょう」

「そ、そうよ！　ダ、ダ～リンになら陵りよう辱じよくされても──え？」

　くっころはどの世界でも共通なのか、その先の展開を予想していたシャルロット。

　しかし、その予想していたものとは違う雰囲気に、だんだんとその顔から血の気が引いてくる。

「……ジェイド、剣を貸してくれるかしら？」

「はい。姫様」

　イケメンは鞘さやから鈍く光るショートソードを取り出すと、厳おごそかに俺に手渡す。

　ロングではなくショートでもその重さは今の俺の手には余るものだが、動かない──動けないものを斬るには十分だ。

「ちょ！　ま、ま、待って、ダ～リン！　ダ～リンはツンデレさんよね？　ザンデレさんじゃないわよね？」

「……グレゴーリ。しっかり押さえつけておいて。もし手元が狂ったら、可か哀わい相そうだから」

「姫。了解しました」

「ひぃっ!?」

　グレゴーリがシャルロットの肩に力を入れ、跪ひざまずかせる。

　抵抗しようにも、手は後ろ手に縛られ不自由な身体ではされるがままだ。

　そしてそのままグレゴーリは折り畳むようにさらに力を入れる。その結果、シャルロットはカエルのような体勢となり、俺に対して無防備にうなじを露出させるような格かつ好こうになる。












「シャルロット様、祈りを……」

　俺はそう言うと、ショートソードを振りかぶる。

　そして、一気に振り下ろした。

　ビュン、と空気を切り裂く唸うなりをあげながら、ショートソードが弧を描く。

　まるで散らした菊きくの花びらみたいに、周囲に金色の毛が舞う。

　その中心にあるのは、平安貴族がかぶるような烏え帽ぼ子しに似たゴージャスに盛られた金髪。

　縦に盛られた髪の毛の部分である。

「ぁ……ぁ……ぁ……ぁ……」

　切断したのは盛っていた髪のみ。

　だから姫騎士様は無事なのだが、押さえつけられ抵抗できない状態で、頭部に刃物を振り下ろされるというシチュエーションはかなりの衝撃だったらしく、全身をピクピクと不規則に痙けい攣れんさせながら、先ほど以上に白目を剝むき出しにして、開けっ放しの口から涎よだれと、呻うめくような謎の言葉を漏らしている。軽く失神状態に陥っているようだ。

　俺は切断した髪を取り上げると、グレゴーリに手渡す。

「誰か適当な者にこれを持たせて、砦に降こう伏ふく勧かん告こくを行うように頼みます。皇女が捕らわれたと知れば、恐らくその門を開けてくれるでしょう」

「……御ぎよ意い。残されている兵士は少ないでしょうからな。多分、交渉は成功するでしょう」

「それから誰か、シャルロット様の手当てを。高貴な身分のお方ですから、丁重にお願いします」
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　無事、砦とりでも降伏したとの報ほうが入り、俺達ステンベルク軍は進路をさらに西へと向けた。

　ここからは本格的にザルツドレア帝国の領土へ入っていく。

　そして山間の街道を抜けた先に、それは立たち塞ふさがるように現れた。

　城じよう塞さい都と市しポートイルマ。

　ステンベルク王国から帝国への街道上に位置し、またこの地区最大の港を有する陸海の交通の要所に位置する街。

　それ故、この地方随一の都市として発展してきた歴史があり、当然、街の規模は大きく、そしてそれを守るための防衛力を備そなえ、外側からパッと見ただけでも高い城壁が街を取り囲んでいる。

　また軍事上では、ステンベルクに侵入する帝国軍にとっては前線基地として、そしてステンベルクからは帝国領へ侵入する意志を萎なえさせる堅けん固ごな門として機能してきた。

　その城塞都市を陥かん落らくさせる。

　そうすれば、帝国軍の前線基地を潰つぶせると同時に、その堅固な門を逆にステンベルクの門とすることができる。

　そしてまた、そうした軍事的な事情とは別に経済的な事情として、内陸国であるステンベルクとしては是ぜが非ひでも港が欲しいところである。

（あれが海……本当に向こう岸が見えないのね）

　その城塞都市の背後に広がる青い光景に、ティフォは目を丸くする。

（あの水、とてもしょっぱいのよね？　あれから塩が取れるのよね？　そしたらステンベルクの塩の値を下げることができるわね）

（もう取った気になるなよ。意外とピンチなんだぞ、俺達。帝国が、いつもの帝国と悠ゆうの国の顔色を窺うかがって生き残っているステンベルクではないと──野心をもって行動していることに気づいて、本気になって援軍を派遣してきたら、その時点で尻尾しつぽを巻いてステンベルクに帰らなきゃならないんだからな）

（でも、大丈夫じゃない？　ポートイルマ城主のフィードルは金でその地位を買った男として、ステンベルクにまで届くくらい有名よ？）

（確かに、俺もその情報は聞いた）

　進軍する前に、できうる限り情報は集めておいた。

　特に、俺達の現時点での最大の目標であるポートイルマの情報を中心に集め、その中にはそういった情報もあった。

（売官してその城主の地位を得たことを皮肉って、軍服から金貨の匂いがすると揶や揄ゆされているらしいな）

（そ。だから、姫騎士様に勝ったケイなら、楽勝よ。兵の数も少ないと聞いているし、もしかしたら、あたし達よりも少ないんじゃないかしら？　あ、でも先日の戦いで逃げた兵士達を収容しているだろうから、増えちゃっているか。……でも、まあ大丈夫よ、ケイなら）

（……そういってもらえるのは嬉うれしいが、それはどうかな……）

（なに？　随ずい分ぶんと敵さんの肩を持つのね）

（ポートイルマは帝国に編入される前は、商人達の自治都市だったらしい。で、商人達は金を集めて、帝国から城主の位を買い、自分達の代表であるフィードルをその地位につけた）

（……？　それが何？　賄わい賂ろでその地位を得たわけで、能力でその地位を得たわけじゃないんだから、ますます簡単に攻略できそうじゃない）

（ティフォ。商人という存在を舐なめない方がいい。国が滅ほろべば軍人はいなくなる。だが、国が滅んでも商人達は残る。……商人というのは、それくらい逞たくましいヤツらなんだ。ヤツらは名誉だとかそんなものよりも実利を優先する。商人にしてみれば、賄賂だって、売官だって実利のためなら、平気でやるもんだって考えた方がいい）

「姫、到着しましたな。で、これからどうするおつもりで？」

　グレゴーリが馬を寄せると、俺に問いかける。

　これから、というのは、もちろん、この城塞都市の攻略についてだ。

　今、グレゴーリは俺を軍師のように扱ってくれる。

　以前は組織のホウレンソウを守るために行う根回しや無む駄だな会議に近い感じの、国王代理という自分よりも上の立場である俺を尊重して、一応は意見を伺うかがうという形だった。

　まあ、ティフォがこの身体からだだった頃は軍事にさほど興味を抱くことはなかったようだし、今の俺の容姿は戦場で馬上にいるよりも、お茶会の席上にいる方が似合っているからな。

　美少女の容姿が損そんをする数少ないケースである。

　いや、その分ギャップ萌えになるけれども。

　それはともかく、ティフォという外見、美少女という容姿は、この場合はマイナスである。

　その姫という立場だったから、特別扱いされて意見を聞いてもらえたにせよ、その意見を述のべたのは俺。さすがにオリジナルではないものの、生前のマンガと採用試験のための勉強で得た知識を応用して、数々の策を考えたのは俺だ。

　つまり、そこだけはティフォの美少女効果ではなく、純粋に俺が評価されたようでとても嬉しい。

　そして期待されたら、能力が伸びるというピグマリオン効果なのか、その評価に応こたえるように俺はすでに策を考えていた。

「グレゴーリ、ポートイルマを包囲する陣が完成しだい、宴うたげの準備をお願いします。そして招待状を出してください。あて先はポートイルマ城主、フィードル将軍へです」
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　一方、その頃──。

　ポートイルマでも、ステンベルク軍の到着を確認していた。

　城塞都市内にある北側の城壁と一体化しているレンガ造りの一ひと際きわ大きな建物。

　それはポートイルマの心臓部ともいう場所で行政府となっている。

　その奥にある質しつ素そな構かまえの執しつ務む室しつで、事務作業用の長机を挟はさんで二人の男が対たい峙じしていた。

　長机に備え付けの椅子に座るのは、フィードル・マーキュリー。

　オールバックの白髪に同じ色の髭ひげ。その色に染まる年齢だというのに一切、その肉体には加齢の影響を感じさせず、引ひき締しまった肉体には軍服がよく似合っていた。

　そしてその男の前に机を挟んで、お手本のような帝国式敬礼をして立つのはまだ年若い男。

　赤毛の短髪に、その自身の生命力を燃やしているようなキラキラとした瞳ひとみが印象的な青年である。

「フィードル将軍。敵が到着いたしました。至急、迎撃いたしましょう！」

　敬礼で上げた手を下げるや否いなや、青年は──ステインはそう進言した。

　これが一般の兵士ならば、不ふ敬けいともとられかねないところだが、ステインの肩に載る階級賞は副将。彼には発言できるだけの立場があった。そして、少々生意気にも思えるほどの若さもあった。

「先日での戦いの敗残兵も収容し、我が方の兵力は大よそ千。相手兵力を超えております！」

　先日の戦いで逃げてきた兵士達からの報告で、すでにステンベルク軍が敵対したとの情報は入っている。

　到着したのは予定通りであり、急造ながらも迎撃態勢は整えている。ステインには負ける気はしなかった。

　が──。

「ならん」

　フィードル将軍はテーブルの上で手を組みながら、重々しく首を横に振った。

「……!?　何な故ぜでありますか、将軍！　我々が世間からなんと言われているか知っておられますか!?」

「軍服から金貨の匂いがする、であろう」

「ならば……！　何故、これを機にその汚名を雪すすごうとはしないのです！」

「だからこそ、だ。我々が皇帝陛へい下かより授かった命はこのポートイルマの守備であり、この城を空あけてまで敵を迎げい撃げきすることではない。軍人ならば、その命の方を優先すべきであろう。それに、皇女殿下がどのように負けたかは、聞いておろう。砦の外に誘い出されて、奇襲を受けた。この城より出ることは許さん」

「しかし……」

　さらに詰め寄ろうと、ステインはテーブルに手を置く。

　と、そこでステインは気がついた。

　テーブルが震えている。

　見ると、テーブルの下でフィードルの膝ひざが震えていた。

　フィードルは幼くして両親を亡くしたステインの親代わりであった。

　フィードルとステインの父は、自分に何かあった際、互いの家族の面倒を見ることを約束していた親友だった。

　その約束をフィードルは守った。

　ステインはこの厳しくも優しい父に実子と共に養育され、そして父を失くすきっかけとなった政争からこのステンベルクを守るために、たとえ売官といわれようと城主になった養父の後を追うように軍人となり、その片腕となった。

　そのためフィードルがこの街を守るために、進んで汚名を着て、無理難題を吹っかける本国の役人とやりあう場面を何度も見てきた。

　だから、その震えている理由もすぐに察さつしがついた。




　……将軍もまた、すでに心は戦場へと向かっているのだ。




　将軍が今の地位を金で買ったのは事実である。しかしこのフィードルほど軍人であろうとした男をステインは知らない。

　軍人として鍛たん練れんを怠おこたらず、部下には公正明大に振ふる舞まう。

　ステインがフィードルから嗅かいだ匂いは、父の匂いであり、そして実直に自らの任務を果たそうとする男の匂いであった。

　しかしそれでも世間の評判は覆くつがえらない。

　それは不正に手を染そめた事実が未いまだに暗い影を落としているのと、その当人の生き真ま面じ目めさ、不器用さと、今までそれを証明できる場がなかっただけだ。

　だが今、その証明できる場が訪れた。

　フィードルもまた、戦場に立ち、汚名を返上したくないわけがないのだ。

　しかしそれは、将軍として、なにより城主として、城を危険に晒さらす行為であり、自重しているのだ。

　それに引き換え、自分は……。

　自分の浅せん慮りよをステインは恥はじた。

　そんなステインにフィードルは思いもよらぬことを告げる。

「それに、ステンベルクより招待状が届いた」

「招待状……ですか？」

　はて、とステインは首を傾かしげる。

「ステンベルクは今夜、宴を開くそうだ。それに呼ばれた。ステイン、供ともをせよ」
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　空に夜の帳とばりが降りる頃──。

　フィードルの姿は僅わずかな護衛と共に、ステンベルクの陣内にあった。

「ようこそおいでくださいました、フィードル将軍。わたくしはステンベルク王女、ティフォニア・イン・ステンべルクと申します。差さし支つかえなければ、どうぞティフォとお呼びください。この度はわたくし共の招待を受けていただき嬉しく思います」

　陣内に着くや否や、清せい楚そなドレス姿の少女の笑顔で迎えられた。

　……これが、噂うわさのステンベルクの聖女か。

　元々商人というのは情報に敏さとい。その繋つながりが深いフィードルもまた、目の前の少女については色々な噂を聞いている。

　いわく、大陸一の美少女。ステンベルクの至宝。ステンベルクの聖女。ステンベルクが征服されないのは、この少女をモノにしたい国々が潰し合っているため。そして、帝国の姫騎士様が熱をあげる存在。

　中には一笑にふすような噂も混じっていたが、今、目の前の少女を見ると、なるほどと思う。

　男として老おいた自分から見てもこの少女は美しかった。

　また、人の出入りが多いポートイルマでも、未だこれだけの輝きを放つ少女はいなかった。

　……これでは若い連中は、簡単に骨抜きにされるであろうな。

　案の定、ステインの視線は少女に釘くぎ付づけになっている。無論、完全に警戒心を解いたわけではないだろうが、その容姿だけで好意的に感じているのは確かだ。

　しかし、年老いた自分にはこの少女の美しさが危ういものにも見えた。

　花の棘とげはよくよく注意深く見れば分かる。

　が、大勢の花が咲さき誇ほこる中でも、自分は特別な一輪だと無言のうちに存在感を誇こ示じするその美しく眩まばゆい輝きは人の目を曇くもらす。

　それに惑まどわされて、花に手を伸ばせば、それだけ刺ささる棘は深くなってしまう。

　……気をつけねばな。

　年寄りの一番の武器は経験であり、それに裏打ちされた用心深さだ。

　そして、その用心深さこそがポートイルマの防衛に繋がるのだ。

　ステンベルクの聖女に出迎えられ、そのまま宴の準備が整ったテントへと案内された。

　一際大きいテントの中には、急造の大きなテーブルと椅子が置かれ、そのテーブルの上には羊肉の香草焼きなどの戦時中とは思えぬ豪華な料理が載っていた。

「さあ、フィードル将軍、どうぞこちらへ」

　敵国の姫君の小さく柔やわらかな手に引かれるままに、フィードルは主しゆ賓ひん席せきに腰を下ろす。

「ステイン副将も、こちらへ」

　ティフォは小間使いのように歩き回り、今度は付つき添そいの人物の手に自分の手を重ねる。

「……自分の名を知っているのですか」

「ええ。ステイン・ベルグンド副将軍ですよね。フィードル総そう督とくの懐ふところ刀がたなとして、田舎いなかのステンベルクまでその名は聞こえていますわ」

「……ステンベルクの聖女の名もポートイルマまで轟とどろいておいでです。いえ、武名ではありませんし、轟いているというのは変ですね……その響ひびいているといいますか……」

　不器用ながらもステインもまた褒ほう詞しを返す。

「まあ、ありがとうございます」

　その不器用さに対して、ステンベルクの聖女は慈愛に満ちた笑みを返した。

　ティフォもまた席に着くと、宴が始まった。

　外交の場において宴とは、表向きは酒を酌くみ交かわしながら親しん睦ぼくを深める場であるが、その裏では人間観察の場である。早い話が、相手からどれだけの国益を引き出せるのか、また相手をどれだけ利用することができるのか探るのである。

　無論、それは相手も同じであって、その折せつ衝しようの前ぜん哨しよう戦せんのようなものが宴なのである。

　フィードルにとってはある意味、実際の戦場よりも疲ひ弊へいする戦場ではあるが、それにより戦いを避けることができたらと思う。

　そう、城主としてはそれがもっともよい選択なのだ。

　自分の奥底にある、日頃の訓練の成果を試ためし、戦ってみたいという思いは仕し舞まっておかなければならない。

　そのために招待を受けたのだから。

　……さて、ステンベルクの聖女様は何を要求してくるのか。

　自分の欲求はまずは振舞われた麦酒エールと共に腹に収めつつ、フィードルは相手の出方を待つ。

「そういえば……フィードル将軍は帝国本国と結びつきがあるとか。何でも息子むすこさんとお孫さんは帝国本国の方でお暮らしになっているとお聞きしています」

　……さっそく仕かけてきたな。

　その言葉の中に、ただの雑談ではない含みをフィードルは感じ取った。

　情報自体は別に少し調べればわかることだから、驚きはない。

　が、その情報はフィードルにとって、あまり突つつかれたくない話であった。

　というのも、目の前の少女は柔らかい表現を使ったものの、それはつまり、人質として傍そばに置かれているということだからだ。

「お孫さんの女の子はそろそろ五歳になられるとか、きっと可か愛わいらしいでしょうね」

「ええ、それが何か？」

「……そのお孫さんに、わたくしのことを誤解されたくないのです。わたくしがあなたのお爺じい様さまと好きで刃やいばを交えたわけではないと」

「…………」

　思わぬ言葉に──しかも孫を持ち出されたことで、フィードルは少しキョトンとなる。

「ですから、その誤解が生まれる前にフィードル将軍に橋渡しをしてほしいのです、帝国本国と」

　……ああ、そういうことか。

　フィードルは得心した。

　つまりは、この目の前の姫は帝国との関係修復、同盟締結を望んでいるのだろう。そして、その交渉の窓口としての役割を自分に望んでいる。

　そうフィードルは判断した。

　今回の戦いくさは皇女殿下の一方的な懸け想そうが原因であり、痴ち情じようのもつれが引き起こした戦とも思える。

　それは戦をしかけられたステンベルクの婚こん姻いん外交も原因があるにしろ、政略結婚とはそもそもそういうもので、そのときどきの情勢によって相手をコロコロと変えるものだ。

　婚姻を賄賂と置き換えれば、自分にも実感できる話であり、フィードルはこの目の前の敵国の姫に対して同情的な気持ちになった。

　無む闇やみな婚姻も賄賂も決して褒ほめられることではないが、国が、そしてそこに住む民衆の生活を守るためには、時として必要なものだ。

「……わかりました。微び力りよくながら王女殿下のお手伝いをいたしましょう」

　そして、それは自分が望む、城を一滴の血も流すことなく守ることにも通じる。

「……ありがとうございます」

　敵国の姫がふかぶかと頭を下げ、そしてホッと胸を撫なで下おろしたような表情を見せる。

「では、引き受けてくださったお礼として、いくつかステンベルクから将軍への贈り物があります。……少々お待ちください」

　敵国の姫はそう言うと席を立ち、一いつ旦たん、テントを出た。
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（……何よ）

　宴を催もよおしているテントから俺専用のテントに入ると、ティフォがビームでも出そうな視線で俺を睨にらみつけてきた。

　未だに自分のその姿がお気に召めさないご様子である。

（いや、何度も説明しただろう？　あの城塞都市を手に入れるためには必要なんだって）

（そう。あたしはそのための人ひと身み御ご供くうというわけね？　ううん、猫身御供かしら？）

　一際、猫を強調しながらティフォ。

　……ティフォは猫扱いをされるのをイヤがるからな。

　その悪あく態たいは俺に対する皮肉と……そして、不安感を紛まぎらわすためだろう。

（絶対に城を陥落させて、あたしを取り戻してよ！　失敗してそのまま二度とステンベルクの地を踏ふめず客かく死しすることになったら、絶対に化けて出てやるんだから！）

　今のティフォの姿。

　鳥とり籠かごより少し大きめの籠に入れられた黒猫。それは『魔女の宅急便』での一シーンのようであった。

　その籠はカーテンのように綺き麗れいなピンク色の布に包まれ、もち手にはリボンが付けられている。

　つまりは贈呈用である。

　その贈る相手はフィードル将軍。正確にいえば、その孫に向けて、となる。

　多分、このまま差し出しても断られる可能性があるから、その世界でも共通のお祖じ父いちゃんの弱点である孫をだしに使うのである。

（や、やっぱり、あたしが最初に提案した策にしましょう。このままフィードル将軍を宴の最中に暗殺しましょう）

（さらりと暗殺とか言うなよ。噂なんてあくまで噂だな。少し喋しやべっただけだが、あれは商人というより軍人だな。それも立派な軍人だ。だから多分、最悪そうなった時の覚悟と対応策を決めてここに来ているハズだ。もしそうだとしたら、逆にますます守りに入られて、城を落とせなくなるぞ？　それにそんなことをしてしまったら、ステンベルク王国の悪名が世界に轟くことになって、評判がガクッと落ちるが、それでもいいのか？）

（で、でも……ま、万が一、このまま帝国本国に送られるなんてことになったら……）

　ドナドナな未来を想像して、悪態から一転、ティファはブルブルと身体を震わせる。

（……悪い。そこまで俺がどうこうできる範囲ではないから、自分の力でなんとか阻そ止ししてくれ。そして、ティフォが城に居座ることができるかどうかが、作戦の成せい否ひを握にぎる）

（……うう……わかっているわよ。それも含めてあたしも承しよう諾だくしたんだし）

　ティフォはやや落ち着きを取り戻す。

（じゃあ、頼んだぞ）

　俺は籠の隙すき間まに拳こぶしを当てる。

　それを見て、ティフォがやや荒っぽくその拳に自分の前足を当てる。

　これが俺達の作戦開始の合図だった。
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「お待たせしました」

　姫がテントに戻ってくると、テントの中の空気が全く違ったものになったかのようにフィードルは感じた。

　そして、それはまるで花びら舞う春の風が吹き込んできたようであった。

　その風に当てられて、ステインが靡なびいたのがわかった。

　ステインに欠点があるとすれば、そういうところだった。

　若いと言ってしまえばそれまでだが、影響を受けやすい。

　自分以上に軍服にこだわりを持ち、軍人だからこうあるべきだという理想に燃えてしまっているように。

　……その分、自分がしっかりせねばな。

　揺ゆらがぬ太い根ねっこのような役割をしなければならないと、フィードルはあらためて決意した。

「フィードル将軍。これは個人的な送りものです。わたくしからお孫さんへの。どうぞ受け取りください」

　敵国の姫はそう言うとリボンが持ち手に付けられピンク色の布に覆おおわれた兜かぶとほどの大きさのモノをテーブルの上に置き、将軍へ向けて差し出した。

「はて、これは……」

　フィードルは早速、カーテンを捲めくる。

　すると、アーモンド形の瞳と目が合った。

「猫ですかな」

「はい、名前はステラちゃんと申します。とっても頭の良い猫ちゃんなんですよ。きっとお孫さんの良いお友達になってくれると思います」

　猫は──ステラは、狭い籠に入れられ、とても不安げに見えた。

「ニャア……」

　そして、自分を見て縋すがるように鳴いた。

　目が合ってしまった。それはもうバッチリと。

　こうなると、フィードルは弱かった。

　それでも生き物を預あずかる重さから、断ろうと理由を探す。

　が、上う手まい言い訳が見つからない。

　むしろ、孫のことを出されたり、断れば非礼に当たるだろうと考えたりで、逆のことばかりが浮かぶ。

「ニャア……」

　さらに猫が助けてくれと言わんばかりに、もう一度鳴いた。

　フィードルは観念した。

「……お気遣い大変恐縮です。きっと孫も喜ぶことでしょう」

「そして、もう一つ、ステンベルクから贈り物があります」

「……？　それは何でしょうか？」

「それは後日、グレゴーリがお城の方に届けに参ります」

　そう言うと、ステンベルクの聖女はニッコリと微笑ほほえんだ。

　その後、宴は完全な雑談となった。
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　翌日。

　フィードルとステインの二人の姿は執務室にあった。

「ふははは……」

　ステインの顔を見て、フィードルは珍しく大笑いした。

　というのも、ステインの顔には無数の引っかき傷があったからだ。

「将軍、そんなに笑われなくてもよろしいでしょう。餌えさをあげようと、籠の外に出してしまったらこうです。再び籠に戻そうとしたら、死に物狂いで抵抗してきました」

　とはいうものの、滅多に笑わない男を笑わせたのが少し嬉しいらしく、ステインの表情も緩ゆるむ。

　そしてその犯人はといえば、人の手がなかなか届かない本棚の上に飛び乗ると、警戒するようにジッとそこから男二人を見下ろしている。

「全く……元の飼い主のように、もっと慎つつましく気品を持ち、落ち着きを持って欲しいものです」

「ニャア！」

　そのステインの言葉に、猫は──ステラは抗議するように不機嫌な声を上げた。

「よっぽど籠の中が不快だったようだな。まあ、いいではないか。急いで孫の下に届けずとも、事態が落ち着いたら馬車にでも乗せて私が孫に届けよう」

「……！　ということは……！」

「昨日まではあんなにいきりたっておったのに、貴殿は一夜のうちに聖女の信者となってしまったようだな。……まあ、貴殿の予想している通りだ。私は聖女の申し出を受けようと思う。本国にステンベルク王国との和平交渉を提案してみよう」




「その必要はないわ……！」




　突然、部屋の中に大きな声が響き渡った。

　二人が声のした方を見ると、そこには見覚えのある人物がいた。

　一週間もしないうちの再会。

　が、しかし、そんな僅かな期間を跨またいだだけだというのに、別人のように感じられた。

「……シャルロット皇女殿下、ご無事でなによりです」

　フィードルは席を立つとステインと共に最敬礼で部屋に入ってくる彼女を迎える。

　そう、その人物とは先の戦いで捕らわれの身となったというシャルロットであった。

　この城から出陣した日と同じ豪ごう華かな甲かつ冑ちゆうを着込み、その本人であることを示す白の背景に金で描かれた勇ゆう壮そうなる大おお鷲わしの紋章が入った剣を腰に佩はいている。

　鎧よろいの下に着る服こそ着替えて、新しいものになっているが、以前の彼女と同じ姿。

　が、その頭部だけが違った。

　時間をかけて丹たん念ねんに結ゆわれ、縦に盛られていた金髪が消えて、干し草のように先端が縮ちぢれた、戦場の兵士達が散髪した後の急造の髪型のようなベリーショートになっていた。

　しかし、雰ふん囲い気きが変わったのは、髪型を変えたせいばかりではなかった。

　その目。

　歴代皇帝より受うけ継つぎし、意志の強さを示すような大きな目。

　それが、まるで白目の中に幾いくつもの赤い稲いな妻ずまが走ったかのように充血し、真まっ赤かに染まり、一週間前はお飾りに見えていたその鎧と剣が──人を殺すための道具が、今は不気味なほどにこの幼さを残す少女に似合っていた。

「フィードル将軍。今すぐ兵をまとめなさい。私の髪を切り刻まれた屈くつ辱じよくを晴らしにいくわ！　私を抱きしめてくれなかったあの腕を切り落として、私を見てはくれなかったあの目を抉えぐりだして、私に愛の言葉を囁ささやいてくれなかったあの口に溶かした鉛なまりを注そそぎ込こんで、私の子供を生んでくれなかったあの子宮を体内から引きずりだしてやるんだから！」

　猫がその視界に入らないように、本棚の上で必死に身を縮こまらせる。

　部屋にいた男二人は、元々歪いびつだった愛の形が、さらに壊え死しするようにその色を変えてゾッとするほど深く黒くなっていく様をその背中に冷たい汗をかきながら感じていた。

「何をしているのあんた達！　私と一緒に城に送り届けられた捕虜達が千人以上もいるでしょ？　あいつらに武器を与えて、とっとと編成しなさい！」

　フィードルは宴での敵国の姫の言葉を思い出す。




『もう一つ、ステンベルクから贈り物があります』




　それは先の戦いでステンベルクが得た捕虜を解放するということだったらしい。

　それは確かに和平を進める上では有効なカードだろう。兵士達は民衆から徴ちよう兵へいされた者も数多くいるから、世論を味方につけられる。

　だが、それは餓うえた獣けものまでも解放してしまったようだった。

　かつては愛を求め、そして今は復讐を欲する獣を。

「……皇女殿下。ステンベルク王国は皇女殿下を解放されたように、和平を望んでおります。我々はそれを──」

「──フィードル将軍」

　その地位をいやらしい口調で強調しながらシャルロットが言う。

「金では地位を買えたけど、頭の中身の方までは金では買えなかったみたいね。皇族である私の指揮権とあなたの指揮権、どちらが上なのか知らないのかしら？　何ならそれを使って、今すぐあなたを軍法会議にかけて、それをその身にわからせてあげてもいいのだけど？」

　フィードルに諦てい念ねんの表情が浮かぶ。

　ここに今、ポートイルマとステンベルク軍との休戦及および、帝国とステンベルク王国との和平は夢と消えた。

「……わかりました、皇女殿下。しかし二、三日休養をください。自分ではなく解放された捕虜達にです。解放されてすぐに戦場に送られても兵達の士気は上がらず、使い物にならないでしょう」

「うん……まあ、それは仕方ないわね。許可してあげましょう。多分、あの女も解放した直後は警戒しているだろうし」

　問題を先送りにしただけだが、猶ゆう予よができたことに、フィードルは胸を撫で下ろす。

「皇女殿下、無ぶ礼れいを承知で申しあげます！」

　ステインは緊張した面持ちでシャルロットに向けて最敬礼をする。

　部下が何を言うのか予想のついたフィードルは目で、止よせ、無駄だ、と訴えかけるが、ステインは自分の意見を聞いてもらうまでその手を下ろさないとばかりに最敬礼をしたままだ。

「いいわ。今の私はと～～ても機嫌がいいから、聞いてあげる」

「は。ありがとうございます。ステンベルク王女、ティフォニア・イン・ステンべルク王女は、『ステンベルクの聖女』の名に違たがわず、信頼できるお方と思われます。先の戦いでの屈辱を晴らすよりも、共に手を携たずさえて和平を結ぶ栄誉の方が皇女殿下の名を高めることになると思います。そうすれば民衆もまた、屈辱を忘れ、争いを回避された皇女殿下の大きさに感じ入ると思われます」

「……なるほど。おもしろい意見ね」

　シャルロットは笑顔を見せる。

「……では」

　ステインの緊張していた表情が和やわらぐ。

　が、次の瞬間──。

　シャルロットの顔が一転し、怒りを燃え滾たぎらせた形ぎよう相そうとなると、紋章が刻きざまれた剣を抜き、そのステインの顔に薙なぐように叩きつける。

　バン！

「……うっ!?」

　刃を立てず峰みねを使ったため、幸い血を見ることはなかったが、金属の棒に叩かれステインの頰ほおが爛ただれたように真っ赤に染まる。

　それと共に、無防備だったステインの体は吹き飛ばされ、執務室の床に転がることになった。

「あははは、面おも白しろいわ！　本当に面白いわ！　あの女が聖女だなんて！」

　執務室にシャルロットのいやに明るい笑い声が響く。

「いい？　覚えておきなさい。あの女が聖女なのは外側の皮膚と肉だけよ。その中身は腐臭を放つ悪魔なのよ」
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　三日後。フィードルの提案した期日。

　その夜、帝国の姫騎士、シャルロットの姿が馬上にあった。

　目の前には、城の郊外に駐ちゆう留りゆうしているステンベルク軍。夜明け前の深い闇の中にいる彼らからは自分達に気づいた気配はない。

　報告によればその兵の数、五百。前回、刃を交えた時と同数。捕虜の時にも思ったが、やはり援軍が来たというのは虚きよ報ほうだったようだ。

「……ダ～リン、私は責任感のある人間だから、飼いきれなくなったペットはキチンと殺してあげたいの。ダ～リン、と～～ても愛していたわ」

　シャルロットはそう呟つぶやくと、笛ふえを咥くわえ夜空に甲高い音を響かせる。

　それを合図に、彼女の背後にいる兵士達、千五百が極力物音を立てないように注意しながら、目の前のステンベルク軍の陣地に突撃を開始する。

　昼間見た時は、その陣のところどころには見覚えのある資材が使われていた。

　それはそうだろう。以前、自分がステンベルク領内に築いた砦を解体し、それで出た資材を捕虜に運ばせて、ここに移築したようなものなのだから。

　あの悪魔はどこまで人をおちょくれば気がすむのか。

　目の前にあるのは、そんな陣というよりも砦に近いシロモノ。

　しかし、落とせる自身が彼女にはあった。

　兵法では、敵の城を落とすのには三倍の兵力が必要となっている。

　そして、今の自分の指揮する兵力はあの悪魔の三倍。

　不本意ながらフィードルの進言を受け入れ、執務室の中で将軍にしか予定日を知らせず、密ひそかに準備を進め今日という日を迎えた。

　だから、夜中の突然の出撃に味方の兵士達までもが驚いていた。

　ならば、敵はもっと驚いているハズであり、完全に敵の虚きよを衝つけるハズだった。

　やがて味方の兵士達が、蟻ありのように群がりながらその柵さくに近づき始める。

　と、その時──。

「今です！　ご婦人の寝所を夜中に訪ねる不届きな輩やからには、お帰り願いましょう！」

　闇夜の中に、芯しんの強さを感じさせる高い声が響いた。

　それと共に柵の間から、櫓やぐらの上から大量の敵兵士達が姿を表し、闇の中に蠢うごめく帝国軍目がけて矢を放ち始める。

　無論、闇夜の中であり、その狙ねらいは正確なものではなかったが、それを量で補おぎなう矢の雨が帝国軍に降り注ぐ。

　こうなると、逆にその数と暗闇が仇あだとなった。

　密集している上に、闇夜で進退がままならない帝国軍はそれを避けるすべはなく、闇夜の中に幾重もの悲鳴とうめき声が木こ霊だまする。

「続け！　姫の安眠を妨害する帝国軍に、お帰りあそばすぞ！」

　そんな中、帝国軍の真横から野太い声が響く。

　その声に帝国軍の将兵達は聞き覚えがあった。

　ステンベルクの虎、グレゴーリの声だ。その戦場での働きはイヤというほど味わわされている。

　その虎が何故か、陣の中の寝床ではなく、まるで獲物を待っていたかのように伏兵として闇の中に潜んでいた。

「おおおぉぉぉううぅぅ！　突撃！」

　闇夜に虎が咆ほう哮こうした。

　そしてその声に呼応するように、その背後から何人もの影が躍動し、鬨ときの声こえをあげながら帝国軍の横っ腹に喰らいつき始める。

「…………な、なにが起きているの!?」

　影が影に飲み込まれていく。

　部隊の後方から眺ながめた戦場はそのように見えた。

　無論、飲み込まれ、霧む散さんして消えていくのは帝国軍の兵士──自軍の兵士達である。

　……おかしい。何もかもがおかしい……。

　全身が冷たい汗でジットリと濡ぬれていくとともに、戦場の空気を飲み込む度たびに体の中で違和感が膨ふくらんでいく。

　前回以上に入念に準備したというのに、前回以上の失敗であった。

　しかしそれは、前回のように誘い出された結果、警けい戒かい網もうにひっかかり、手痛い反撃を受けたという感じではなかった。

　それは、一度よく似た経験をしているだけに確信があった。




　完全に完かん璧ぺきに読まれている。




　この作戦が。日時やルートが。攻め方までもが。

　入念に準備したハズのものが、まるで墓ぼ穴けつを掘ほらされていたかのように、見事に自軍への被害となって返ってきている。

　が、それを考えるのは後だ。

　前回までのシャルロットならば、そのまま思考停止陥おちいっていただろう。だが、さすがに二度目ということもあり、彼女も学習していた。

「ひ、退ひきなさい！　退却しなさい！」

　すぐさま退却命令を出し、部隊を引き上げ、被害を最小限にとどめようとする。

　それは、今の兵達の欲する命令でもあったのだろう。

　命令はすぐに伝達され、兵達が雪な崩だれを打ったように退き始める。

　が──。

「皆の者！　武功の稼かせぎ時だ！　ステンベルクで待つ母ちゃんや恋人に豪華なお土産みやげを持ち帰れるぞ！」

　当然、敵も追撃に移り始める。

「……あ、あ、あ、あ、あ、あ」

　自分に向かって叫ばれる、その闇夜に響く怒号に似た男達の声が。

　自分に迫ってくる、闇の中に波のように揺れ動く人の影が。

　急にそれが先日の敗北の光景と重なり、それはやがてかつて愛した人に自分の髪が斬られる瞬間の記憶に繋がって、シャルロットは空気を嚙かむように馬の上でただただパクパクと唇くちびるを動かす。

　こうなれば、固く誓ちかったハズの復讐どころではなかった。

　どこまでもステンベルクの悪魔の手先が追ってくるような恐怖に支配される。

「…………！」

　退き始める兵士達の中、真っ先に馬首を巡らすとシャルロットは無我夢中で城へと逃げた。




　城門を通り過ぎるや否や、大量の篝かがり火びにシャルロットは迎えられた。

　彼女の不安を煽あおりたてていた暗闇が灯あかりによって消え、そしてまた城壁の内側に帰ってこられたことで、彼女はホッと胸を撫で下ろし、人心地がつく。

　そして安全圏に戻ってきて、考える余裕ができたことで、怒りが湧わいてきた。

「皇女殿下、お怪け我がはありませんか？」

　フィードル将軍が敬礼で出迎える。さらに気を利きかせたつもりか、部下に水筒を渡すように目で指示を送る。

「…………」

　それを無言で受け取るシャルロット。

　そして──。

「……くっ!?　皇女殿下、何を!?」

　シャルロットはその中身をフィードルにぶち撒まけた。

「それはこっちのセリフよ！　なんで助けにこなかったの!?　私がステンベルクの悪魔に殺されそうになっている時に、なんであんたはここでのんびりと高みの見物をしているの！」

「…………」

　口を真一文字に結びながら、フィードルはシャルロットを見る。

　そして無駄だとわかりながらも、話し始める。

「それは出陣前に話した通りです。敵の本来の目的はこの城の奪だつ取しゆかと思われます。数日前まで和平交渉中だったとはいえ、空けるのは危険。それ故、自分はここに残り、守備を固めていました」

「言い訳はいいのよ！」

　シャルロットは、今度は空からになった水筒を将軍に目がけて投げる。

　陶器でできた水筒は将軍の額ひたいに当たり、そのまま粉々に割れて地面に落ちていった。

「……でも、まあ、あんたの言う通りかもしれないわね。あの悪魔はこの城を狙っているみたい。しばらくは守りを固めて、本国からの援軍を待つわ」

　一応はフォローのつもりなのか、そう言うとシャルロットはそのまま彼女の寝所にもなっている行政府を目指して、パカパカと馬を進めていった。

　ジッと敬礼したまま、額から血を流すフィードルを残して。

「だ、大丈夫ですか!?　将軍!?」

　皇女殿下が去るや否や、ステインがフィードルに駆け寄る。

「誰だれか、タオルを。将軍を止血しろ。それから将軍をお拭ふきしろ」

　そして周りの兵士達にそう指示を出す。

「いや、気遣い無用だ」

　が、敬礼を解いた当人が首を横に振る。

「それよりも、外に取り残されている兵士達の収容を急がせろ。それから怪我をした兵士には手当てを」

「しかし……」

「なあに、外で戦闘を行った兵士達に比べれば怪我というのもおこがましい。……それと、ステンベルク軍が追撃しながら、退却する味方と共にそのまま雪崩れ込む危険性がある。注意しろ」

　額から血を流しながら檄げきを飛ばすフィードルの姿を周囲の兵士達が驚いたように眺める。

　兵士達もまた、その噂を聞いていた。

　ポートイルマの城主の軍服からは金貨の匂いがすると。

　しかし、敗戦の暗い空気が漂う中、それを振り払うかのように、眩まぶしいほどの篝火に照らされながら指揮を執とるその姿に、兵士達はその噂が間違いであることを悟さとった。
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　さすがに二度の敗戦に懲こりたのか、皇女殿下は出陣を口にしなくなり、城は籠ろう城じよう戦せんへと入った。そしてまた、その前で陣を張るステンベルク軍も動かず、城には再び静かな時間が流れるようになった。

　しかしそんな中、城内では別の噂が立つようになっていった。




『将軍は金貨で軍服を買ったが、姫騎士はそれよりも簡単にその血で軍服を得て、そしてその軍服を汚した』




『将軍はステンベルク軍の精強さにすぐに気がついたが、姫騎士は二回敗やぶれてやっとわかった』




『帝国軍は、将軍を過小評価している』




『将軍ならば、三倍の兵力でなくその半分の兵力でステンベルク軍を打ち破れた』




「やりましたな、将軍！」

　すぐにその噂に反応したのはステインだった。

　執務室に入るや否や、嬉しそうにそれらの噂をフィードルに報告してきた。

　ステインとしては、商人上がりの自分達が軍人としての評価を得たことが嬉しいのだろう。

「……ステイン。つまらぬ噂にいちいち反応するなよ」

　本棚の上をそのまま自分の居場所としてしまった猫のステラを眺めながら、その噂の当人であるフィードルは若いステインを窘たしなめる。

　遠回しに褒められているわけで、フィードルとて全く嬉しくないわけではない。

　だが、ポートイルマ城主として、それよりも懸け念ねんの方が大きかった。

　世の中の現象というものは大体が相対的なものだ。

　自分の評価が上がるということは、相対的に見て誰かの評価が下がるということだ。

　元が商人だけに、フィードルはそういう考え方をしてしまう。

　取引先へのシェア争いなんてものはその最たるものだし、豊かさ、貧まずしさというのも富の移動の結果に過ぎない。

　そして、世の中でその貧しい役割を押し付けられた人間が、その役割に耐えるのが難しいように、評価を下げられた人間がそれに不満を持たないかと言えば難しいだろう。

「ちょっと、いいかしら」

　執務室にその誰かが、入って来た。

　奥の方に隠れるステラ。

　その様子を羨うらやましいと感じながら、フィードルは立って敬礼で出迎える。

「なんでありましょうか？　皇女殿下」

「……あなた、わたしと共に解放された部下の兵士数名を捕らえたというのは本当なの？」

「はい。市中の者に対して、略りやく奪だつを働いた容疑で捕ほ縛ばくいたしました」

「何を考えているのよ、あなたは！」

　皇女殿下──シャルロットはそのままフィードルの前まで来ると、机をドンと叩く。

「戦時中よ！　少しでも兵士が欲しい時だというのに何を考えているの！　今すぐ解放しなさい！」

「……ですが、それでは軍紀が乱れます」

「何よ！　じゃあ、まず、わたしを罰ばつしなさいよ！　部下の責任はわたしの責任でしょ!?　さあ、早く！」

　さんざん怒鳴りちらしてから、わざわざ、あきれたように溜ため息いきを吐つくシャルロット。

「…………」

　フィードルは口を噤つぐむ。

　皇帝陛下の娘に対して、そんなことできるわけがない。

　シャルロットのその姿は、憤ふん慨がいしているようでいて、無理難題を自分に押し付けて楽しんでいるようにも見えた。

「……皇女殿下。さすがに皇女殿下の命令といえども、それは承服しかねます。もうすでに何度も同様の行為があり、市民の不満が高まっているのです」

「何よ？　わたしの命令が聞けないっていうの？　じゃあ、もしかしたら、あの噂は本当ってことかしら？」

　勿もつ体たい付つけるようにわざとらしく、シャルロットは思案するような表情をつくる。

「……将軍。あなたが敵と内通しているという噂」

「………………」

「こんなのもあるわね。将軍は、今度はステンベルクの軍服を買うつもりで、その代金としてわたしを売った。そのために、夜襲は失敗したとか」

　ステンベルクの軍服を買うとは、即すなわちステンベルクの将軍になるという比ひ喩ゆである。

　幸か不幸か自分の耳には入ってこなかった噂──それも冗談ではすまされない噂。

　そして、それをあえて口にする皇女殿下の悪意に、フィードルは目を深く瞑つむり耐える。

「で、どうなの？　あなたはわたしの言うことを聞いてくれるの？　聞かないの？」

「……了解しました。彼らを解放いたしましょう」

「そう、ありがとう。それに、もう一つお願いがあるのだけど、いいかしら？」

　将軍はその言葉に対して特に反応を見せることはなかったが、シャルロットは言葉を続ける。

　そう、これはお願いではない。

　試験なのだ。

　自分の命令に従うのか、そうでないか。あるいは、もっと別の悪意を含んだ。

「こんな噂も聞いたの。あなたはわたくしの兵の扱いを笑っているって。自分は皇女殿下様の半分──いえ、四分の一で十分だって。わたし、是非それを見てみたいの。あなたって優秀な軍人なのでしょう？　この任務、引き受けてくれるかしら？」

「……了解しました」

　目を伏せながら頷くフィードル。

　自分が内通しているという噂を持ち出された以上、引き受けざるを得なかった。

　断ればどうなるのか。

　それは自分が内通していると肯定するようなものだからだ。噂に乗せられるなどバカらしいが、少なくとも目の前の皇女殿下はそう取るだろう。

「そう、よかったわ。今度はわたしが城から将軍のお手並みを拝見するわ」

　シャルロットはそう言うと、高笑いをしながら機嫌良く部屋を出ていった。

「……将軍！」

　皇女殿下が出て行くや否や、ステインが声を上げる。

　フィードルに言い渡された任務。

　それがどんなに無謀なことか、ステインにもわかっていた。

「……ステイン。悪いが準備を頼む。兵達にそれが夜襲の準備だと悟られぬようにな」

　が、フィードルはステインの言葉を遮るように首を左右に振ると、指示を出す。

「………………。……了解しました」

　ステインは何か言いたげであったが、自分を遠ざける将軍の意図を──しばらく一人になりたいという将軍の思いを読み取ると、敬礼し部屋を去っていく。

　自分以外の人影がなくなり、静まりかえる室内。

「ふう……」

　そんな中、将軍は椅子にドカッと腰を下ろすと重い溜息を吐いた。

　いつもの年齢を感じさせない精せい悍かんとした姿とは違い、その姿は逆に年齢以上に老いてしまったように見えた。

「ニャア……」

　そんな将軍を気遣うように、黒猫が本棚から机の上に飛び降りると将軍を見上げる。

「ふふふ……」

　黒猫を見ながら将軍が笑う。それは動物を見て癒いやされたというよりも、どこか自嘲的な笑みだった。

「……わかっておるよ。そなたも本当はこんなところにいたくなかったのであろう。ご主人様の下に、故郷にいたかったのであろう」

　そして、手を伸ばしそのフサフサの頭を撫でながら、静かに語りかけた。

「そなたも私も一緒だな……自分の遙か遠くの頭の上で──自分の手の届かぬところで、自分の運命が、自分の居場所が、自分のやるべきことが、自分の生死が勝手に決まっていく……」

「……ニャア……」

　猫がもう一度、今度は切なげに鳴いた。

「人々は私が軍服を金で買ったと噂した。……だが、私から言わせればこの城をこの街を守るために軍服を押し売りされて買わされたのになあ……しかし、世のほとんどの人はそう思ってはくれなんだ……」
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　伸びる影を置き去りにして太陽が沈しずみ、夜の帳が下りてあたりが闇に包まれ始めた頃。

　ステンベルク王女からフィードル将軍へと贈られた黒猫、ステラことティフォは、将軍の屋敷の中に用意された自分の寝床から抜け出すと、城壁へと向かった。

　北にある一体化している行政府を守るために、一際大きく高くそびえたっている城壁の真下。

　そこまで来ると、ティフォはしっかり目を閉じて念話を飛ばし始める。

（ケイ……ケイ……いる？　いつもの定時連絡よ）

　堅固な防壁も念話の前では無力だ。

　彼女は防壁を通して反対側にいるであろう、自分の元の体に転生してきた人物と話し始める。

（ティフォ、聞こえているよ。いつも通り、ジェイドの護衛も一緒だ。そろそろ陣を抜け出す際に、敵情視察の言い訳もきつくなってきたから、新しい言い訳を考えないといけないな。……それはともかく、内部の様子はどうだ？　捕虜達を放つ際にばら撒いた噂の種はどうなっている？）

（もう、バッチリ芽めを出して花開いているわよ。すでに内部分裂が起きている）

（そうか……。あれだけ完全に作戦を読まれていれば、発芽するには十分な土ど壌じようが整うか。……ティフォのお手柄だな）

　解放された姫騎士の再度の夜襲。

　作戦会議時、執務室にいた三人しか知らないハズのその作戦の詳細をステンベルク軍に──今はティフォの体を借りているケイにもたらしたのは、こうして定時連絡を行っていた黒猫、ステラの体を借りているティフォだった。

（……それと、今夜は注意して。さっき夜襲計画を聞いたんだけど、東の門からフィードル将軍が兵五十を引き連れて出陣するわ）

（分かった。陣に帰りしだい、対策を立てておく。でも、随分と少ないんだな）

（あんたのばら撒いた噂のせいよ。もともと少ない数の兵士で行うハズだったものが、さらに姫騎士様に因いん縁ねんをつけられて、どんどん削けずられていってそうなったのよ！）

（……？　どうしたんだティフォ、ちょっと怒っているようだが？）

　念話という感情を隠せない会話。

　その中に、ティフォの不機嫌さをケイは感じた。

（……ねえ、フィードル将軍を仲間にするとかできないの？　彼は立派な人物だし、良識のある人だし、話せばわかってくれると思うの）

（………………）

（なんとかしてよ！　ケイ！）

（……ティフォ。本国からポートイルマに援軍が到着するまでが勝負なんだ。そんな時間はない。それにそんな立派な人物だからこそ、俺達の仲間にはなってくれないと思う。本国に人質も捕られているしな）

（………………）

　今度はティフォが黙ってしまう。

　彼女もまた、分かっているのだ。

　それがどんなに困難なことなのか。

　数日間とはいえ一緒にいて、それはわかった。

　彼は金で軍服を買った。それは紛れもない事実だ。

　しかし、彼は外見以上に軍人であろうとし続けている。
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　夜明け前の深き闇の中。

　静かにポートイルマの堅固な城門は開かれた。

　そして、城の中から騎兵を中心に構成された部隊が出てくる。

　まるで狩りに出かける夜行性の獣のような部隊だった。

　よく訓練されている。視界はきかないというのに隊列に乱れはなく、また、人馬に夜襲用の装備を施しているにしろ驚くほど音がしない。足音や、衣きぬ擦ずれの音といった雑音がほとんどしない。

「……不思議なものだな。城の中よりも、戦場の方が落ち着くとは」

　あるいは、皮肉にも、と言うべきか。

　馬に揺られながら、ふとフィードルが呟く。

「皇女殿下に兵の数を削られたのが逆によかったです。将軍の周りを固めるのは、皆将軍と共に訓練を繰り返してきた子飼いの兵ばかりです。烏う合ごうの衆しゆうになるよりも、こちらの方が自分は好きであります」

　将軍の呟きを耳に入れたステインが馬を寄せながら言う。

「……実戦経験は街のならず者達の討とう伐ばつだけだったがな」

　滅めつ多たに言わないフィードルの冗談。

　その冗談自体の出来は微妙であったが、近頃、塞ぎこんでいた様子のフィードルの口からそんな冗談が飛び出してきたことにステインは嬉しくなる。

「どんな歴戦の戦士とて、そういうものでありましょう。これから一つ一つ積み重ねていき強くなっていくのです。少なくとも自分はそう考えております」

「そうだな。そのためにも、この夜襲を成功させねばな」

　確かに、割り当てられた兵の数は少ない。

　しかも、敵があの精強なステンベルク軍だと思うと不安は多い。

　だが、夜襲ならば、勝機があるハズだ。

　闇の中を進むには、少数の方が気取られにくく、そしてまた、闇が少数であることを隠してくれるハズだ。

　勝機が全くないわけではない。

　……そして必ず生かして帰さねば、この若者達を。

　そう、フィードルは決意した。

　それが、自分のやり遂とげたい数少ない使命なのだから。




　しかし、そのフィードルの心配は杞き憂ゆうに終わった。




　やがてフィードルは、闇夜の中でも敵陣が見える位置まで辿たどり着ついた。

　そこから中の気配を窺うも何かがおかしい。

　……静か過ぎる。

　そうフィードルは感じた。

　皇女殿下が二度しかけた夜襲。

　それを撃退したくらいだから、それに対する警戒網をそれなりに予想していたのだが、それが全くない。

「……予定変更だ。このまま進軍せず、偵てい騎きを放つ。その者以外はしばし待機せよ」

　しばらくして、偵騎が戻ってくる。

　その報告を聞いて、フィードルは驚いた。

「どういうことだ？　陣が無人だと？」




　今度は部隊を引き連れて、フィードルは自ら敵陣に乗り込む。

　すると、果たして報告の通りであった。

「将軍、テントの多くは撤収されております。残されたテントも、ほとんどが無人です」

「将軍、敵は急遽、撤退したようです。持ち帰りきれなかった輜し重ちようがそのまま残っております」

「将軍、物見櫓や、壁の上にあった人影は、全て藁わらでつくられた人形でした」

　部下達から次々と報告が上がる。

　それを聞きながら、フィードルは自身の目でも陣を眺める。

　壁や柵、それに掲げた旗といった外観は残されたままだったが、その内部の光景は、先日、宴に招かれた際に見た光景とは様変わりしていた。

　部下の報告にあったように、ほとんどのテントは撤収され、もぬけの殻からだ。自分達が宴をしたあの大きなテントもない。

　ただ、時間がない中での撤退だったらしく、ところどころについさっきまでこの陣で生活していた痕跡が残っている。

　何かの罠わなの可能性を考え、念のために陣の周辺に偵騎を走らせているが、何の報告もこない。どうやら本当にステンベルク軍は退いたようだ。

　……なるほど、そういうことか。

　フィードルは己の運命を悟った。

　そして、夜空を見上げた。

　そこには宇そ宙らの海の中に幾千もの星が輝き、それを見守るように月が淡い光を放っている。

　ずっと夜空を見上げることを忘れていたことに、フィードルは気がついた。

　日の出と共にもうすぐ消えようとしているその星の輝き一つ一つが、今はとても美しく、愛いとおしく見えた。

「……ステンベルク軍は、将軍に恐れをなして撤退したのでしょうか？」

　ステンベルク軍が急に撤退した理由が思い浮かばず、首を傾げるステイン。

「ステイン、今夜の夜襲の計画は完璧だったか？」

「はい。慎重にことを進め、今夜の計画を知っていた者は、将軍とそして、もう一人の他は誰もいません」

「では、そういうことだ」

「……そういうこととは？」

「皇女殿下は夜襲に失敗して、何度もステンベルク軍に痛い目に遭わされた。なのに、私がステンベルク軍と交戦せずに帰ってきたら……世間の人はどう思うだろうか？」

　そして、そのフィードルには前々から内通しているとの噂があった。

「ま、まさか……この作戦は皇女殿下から言い渡されたものですぞ？」

「そうだ。この作戦は皇女殿下から拝はい命めいしたものであり、今夜の計画を知っていたのは自分達と皇女殿下しかいなかった。なのに、この作戦が決まった数時間後には、ステンベルク軍が突然、消えた。お前は何故だと思う？　こんな都合の良い偶然が起こると思うか？」

「………………」

　自分の脳裏に浮かんだイヤな予感。

　それに思わずステインは絶句する。

　そんなステインに代わって、フィードルがその脳裏に浮かんだ言葉を口に出す。

「どうやら皇女殿下は、私がお邪魔らしい。今回の件で、十分に私を処分する状況証拠がつくられた」

「……ま、ま、まさか」

「あの場には私達三人しかいなかった。いや、それともう一匹、猫がいたな。それではお前は、猫がご主人様に矢文でもしたためて知らせたとでもいうのか？」

「しょ、将軍、お逃げください」

「逃げる？　それでは私を中傷した者に対して、金で軍服を買った者だということを証明することになる。さらに帝国からの命令に逆らうことになる」

「で、ですが……」

「ステイン、お前はずっと軍人に憧れておったな。……よく見ておけ。器用に立ち回れなかった軍人の末まつ路ろというものを。それが多分、私がお前に教えられる最後のことだ」




　城門が開く。

　昇り始めた朝日が放つ強い光がそこから差し込んで、光の道を作る。

　そしてその上を夜襲から帰還してきた、ポートイルマの精鋭部隊が進んでいく。

　その先頭を騎乗しながら進むのは、この城塞都市の城主、フィードル。

　やがてフィードルは下馬し、敬礼した。

　それというのも、道の先にザルツドレア帝国皇女、シャルロットが腰に手を当てながら、待ち構えていたからだ。

　そして、フィードルを見るその視線は、彼が戦場で予想した通り帰還した味方を出迎えるものではなかった。

　内なる敵を見つめるものだった。

「一部始終はあなたご自慢の高い城壁の上で見させてもらっていたわ。……どういうことなのかしら、将軍？」

「皇女殿下の見られていた通りです。夜襲をかけに行ったところ、すでに敵は撤退しておりました」

「なんで、あの悪魔は撤退していたのかしら？　まるで、あなたが来ることが分かっていたみたいに」

　白々しく聞こえる物言いに、フィードルの後ろに控えるステインが怒りのあまり、弓に手をかけようとしたのがわかった。

　それをさりげなくフィードルは腰に佩いた鞘さやでその弓を叩き、窘める。

「撤退？　そうなの？　あなたが帰った後、すぐにステンベルク軍は陣に戻ってきたけど？　まるで、あなたに陣を一夜貸すお約束でもしたみたいに」

　フィードルは振り返り、その光景を確かめようとした。

　が、それは止やめた。

　運命の歯車の間に落ちて、そしてその歯車に押し潰されようとしている今となっては、それさえもわずらわしいだけであった。

「……最後の情けよ」

　シャルロットはそう言うと、剣をフィードルに向かって投げた。剣は転がって、フィードルの足元で止まった。

　軍人であるフィードルはこの剣の意味をもちろん知っている。




　この剣で自決しなさい。




　ということだ。それが情けというのは、敵との内通者は本来、斬首刑であるが、それを自決にしたということだ。同じ死ぬでも、それには大きな違いがある。

　状況証拠しかないことと、フィードルの人望を慮おもんぱかって、そうしたのだろうか。

　……やはり、逃げずに城に戻ってきて正解であったな。

　確かに今のフィードルにとって、それは最後の情けに思えた。

　刑死ならば本国にいる家族にも迷惑がかかるが、これならば自分一人で済む。

「……ステイン、頼みがある」

「はっ、なんなりと」

「ステンベルクの王女から頂いた猫がいただろう。あれを王女の下に返してあげてくれ、あれはいつも故郷に帰りたそうにしておった。人間達のくだらない争いに巻き込まれるのは可か哀わい相そうだ」

「はっ！　将軍に代わって、絶対にお返しします！」

　そのステインの返事に満足すると、フィードルは地面に落ちている剣を手に取る。

　……きちんと一回で自決しなければ、後世にまでやっぱり金で買った軍服かと笑われてしまうな。

　いや、内通をした結果、殺された形になっている時点で、それは無駄な抵抗か。

　……ああ、最後まで人生とはままならぬものだった。

　フィードルは剣を持つ手首を返し、その剣先を自分の喉元へと向けた。

　そして──。

　一気にそれで貫つらぬいた。

「グホォ……」

　貫かれた気道から空気が抜けたスカスカの呻うめき声ごえが漏もれる。

　そしてその大きく空いた隙間から生命が流れ出すようにして、色鮮やかな血が将軍の体を真っ赤に濡らしていく。

　それはやがて、剣を握ったまま固まった手から滴したたり落おちて、道路の上に真っ赤な水溜まりを作り、それを広げていく。

「あ、ああ、ああ……」

　ステインはその様子を、まるで父親が話した悪魔の昔話に怯おびえる小さな子供のように、体を小さくし震えながら眺めていた。

「……昼までに片付けておきなさい」

　皇女殿下は部下にそう命じると、背を向け去っていく。

「ニャア……」

　ふと、気づくといつの間にか黒猫がいた。その首輪には『ステラ』の文字。ステンベルクの王女から贈られたあの猫だ。

「ニャア……」

　猫はもう一度、悲しげに一鳴きすると、動かなくなったフィードルの体に近づいていく。

　そして、まるで別れの挨拶でもするみたいに、自分の体が汚れるのも気にせずにその毛並みを擦すりつけた。

　その真っ赤に染まった軍服に、今は血の匂いのする軍服に。

「こんなもののために！　こんなもののために……将軍は死ななければ、死ななければ、ならなかったのか！」

　ステインはかつて金貨と引き換えに買ってもらった自分の軍服を引ひき千ち切ぎるように脱ぐと、それを地面に叩きつけ、腰に佩いた剣を抜く。

　そして、何度も斬りつけた。

　確かに、ポートイルマ城主のその軍服は金で買ったものかもしれなかった。

　しかし、あれほど立派な軍人はいなかった。その役目を全力で果たし、その軍服が似合う人はいなかった。

　それが──。

　──何故、こんなにも理り不ふ尽じんに、

　──何故、こんなにも不条理に、

　咎とが人びとのように、死ななければならないのか。

　かつて、皇女殿下はステンベルクの聖女を悪魔と罵ののしった。

　では、祖国に忠節を尽つくした軍人の首を刎はねる姫騎士とは何者なのであろうか。

「……将軍、自分は軍人など捨てます。商人の家の子に戻りましょう」

　ステインは、皇女殿下の命令通り連れて行かれる──いや、運ばれていかれる父と慕したった将軍の亡なき骸がらをキッと見つめる。

「そして、将軍が治めたこのポートイルマを高く買ってくれそうな者に、この街を売り渡しましょう」
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　ダ～リンがそっとわたしの手を握ってくれた。

　まるで砂糖菓子を包むみたいに指を絡からめた恋人繋ぎで。

　ダ～リンがちゅっとわたしの唇を啄ついばんでくれた。

　まるで蜜みつを舐めるハチドリみたいに唇を押し当てて。

　ダ～リンがぎゅっとわたしを抱きしめてくれた。

　まるで体を寄せ合う子犬のように温ぬくもりを分け合いながら。

　それのどれもが優しくて、わたしは泣いた。

　だって、本当のダ～リンはこんなにも優しくないから。

　だから、すぐにわかった。これは夢だって。

　それは、自分にはもう手に入らないものを見てしまった残酷な光景だった。

　でも……。

　今ぐらいは、夢に出てきた人は、自分のことを想っているから出てきたなんていう、極きよく東とうのお話を信じてもいいよね？

　失恋を断ち切るために、ダ～リンの綺麗な首を斬るのはその後でもいいよね？

「皇女殿下……！　皇女殿下……！　皇女殿下……！」

　夢の世界の続きにシャルロットが浸ひたろうとした時、外界からそんな声と共に、

　ドン！　ドン！　ドン！

　という乱暴なノックの音が響いた。

　夢の風景はプッツリと途切れ、シャルロットの意識は現実に引き戻される。

「……何よ……」

　不機嫌に眼を覚ますと、シャルロットは周囲を見渡す。

　初めに用意された宿舎が気に入らず、移ってきた街のホテルのスイートルーム。

　窓の外を見渡すと、外が真っ赤だった。

「……？　もう夕焼けなんて、寝過ぎたの？」

　昨日は裏切り者を監視するために朝早く起きたこともあり、早くに寝たハズなのに何かの拍子に深く寝入ってしまったのだろうか。裏切り者といえど味方を自決させて、精神的に参ってしまっていたのだろうか。

「皇女殿下……！　皇女殿下……！　皇女殿下……！」

　シャルロットがそんなことを考えていると、再びドアの外から乱暴な声。

「わかったわよ！　起きているわよ！　寝過ごしたからって、そんな大きな声を出さなくてもいいでしょ！」

　不機嫌さのあまり、怒ど鳴なりつけてしまう。

「は、は、早く。お逃げください！　火がすでに周囲の建物を！」

「火？」

　シャルロットは寝巻きにしているピンク色のネグリジェのまま、窓に近づくとカーテンをどけようと布に手をかける。

「熱っ！」

　しかし、カーテンを開くまでもなかった。

　カーテンはすでに炎に煽られて高温となっていた。

　そして、カーテン越しに窓の外を眺める。

　彼女が夕焼けだと勘違いしていたもの。それは煌こう々こうと輝く、夜空までも焼き尽くさんとする真っ赤な炎だった。

「ちょっ！　何が──！」

　ドアの外に問いかけようとした、その時。

　グシャ！　ドガン！　ズズズ……。

　何か大きな刃物が肉を押し潰すように喰い込む音の後、ドアに何か大きなモノがぶつかり、そのまま体を引ひき摺ずりながら床に倒れこんでいくような音が聞こえた。

　さらにドアの下の隙間から、真っ赤な血が部屋の中へと入ってくる。

　ドアの外で何が起きているのかを、そして返事がもう二度とないことを、すぐにシャルロットは悟る。

　……くっ！　きっとダ～リン──ううん、あの悪魔の仕し業わざね！

　確証はなかったが、そのようにシャルロットには思えた。

　だとすれば、ますます死ぬわけにはいかない。

　あの悪魔に復讐を遂げるまでは。

　今、まさにお返しリストに火あぶりの刑が加わったばかりなのだから。

　ガチャガチャガチュガチャ……。

　レディの部屋だというのに、ノックもなしにドアノブが左右に激しく回った。

　が、その音はすぐに、

　ガン！　ガン！　ガン！

　という、ノックというにはいささか礼儀を欠きすぎる、ドアを打ち破ろうとする音に変わった。

　高いホテルの良い部屋に泊まった甲か斐いはあった。

　閉めて掛けてしまえば、ドアは堅くカギは固い。

　しかし、それでも破られるのは時間の問題だろう。

　部屋を見渡すと脱出できそうなのは、オレンジ色の炎を映す窓のみ。

　だが、ここは三階の高さだ。

　そこから飛び降りても大丈夫なのか。そもそも炎に巻かれて平気なのか。

　ガン！　ガン！　ガン！

　しかし、その間にも扉は激しく打ち続けられ、ヒビが入り始めている。

　……初めてわたしは神に運命を委ゆだねるわ！　神がわたしに復讐を望んでいるならば、神はわたしを助けるわ！

　シャルロットはカーテンの間に分け入り、窓を開く。

　その際、窓枠を触った途端、手をフライパンに押し当てたようなイヤな鋭い痛みを感じたが、彼女は無視した。

　目の前にはユラユラと稲いな穂ほのように揺れる炎。

　建物を焼く破壊の光景でありながら、どこか幻想的なその光景に、シャルロットは息を飲む。




　神に運命を委ねる。




　自分自身を勇気づけるためだったその言葉が、まるで本当の言葉に変わったような気がした。

　これから自分はその身を供く物もつとし、復讐の是非を神に問い、その神しん託たくを受ける。

　自分が、今ここで炎に焼かれて朽くち果はてるのか。

　それとも、あの悪魔が復讐の炎に焼かれることになるのか。

　シャルロットは窓枠に足をかけると、その炎の中に飛び込んだ。
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「……本当に惜おしい人を亡くしました」

　ポートイルマ郊外。その城塞都市が望める丘の上でステンベルク王国王女ティフォこと俺は、黒のベール付きの帽子と黒のワンピースを身に纏まとっていた。

　そこにある真新しい墓石に向かって献けん花かをし、黙もく禱とうを終えた後、俺はあらためてポートイルマ城副将、ステインに向き直る。

「……フィードル将軍ならば、きっとステンベルク王国とザルツドレア帝国との架け橋になってくれたでしょう……」

　俺はそう言うと、痛ましげにそっと胸を押さえながら、帽子を傾けて眼を伏せる。

「そのお言葉、将軍が聞きましたならば、何より喜びましょう。……どうかティフォ様、将軍の愛したこの城を──ポートイルマをよろしくお願いします」

　将軍亡き後、ステインは将軍が手塩にかけて育てていた兵士達と共に反乱を起こした。

　そして、本国より姫騎士と共にやってきた兵士達を一掃。

　その際、ザルツドレアの姫騎士こと、シャルロット皇女は脱出したとも、火災に巻き込まれたともいわれて現在のところ生死不明。

　ステインはポートイルマの実権を握ると、すぐさまステンベルク軍に降伏を申し入れた。

　当然、俺はそれを受け入れて、これにより西の要所、ポートイルマはステンベルク王国の領土となった。

「城に残った兵士達は皆、姫様に帰順しております。どうか彼らを、そしてポートイルマの民を、今一度、よろしくお願いします」

　ステインは頭を下げる。

「……あなたはどうするのですか？　わたくしとしてはあなたにこのままポートイルマを統治していただけると、とても助かるのですけれど」

　俺はベールの中で、この若い将校を上目遣いで見ながら、勧誘してみる。

「……自分はもう二度と軍人に戻るつもりはありません」

「では、商人に戻られるおつもりですか？」

「いえ、最後に大きなモノを売ったので、それももう辞めるつもりです」

　ステインはそう言うと、その年齢に不釣合いな歳としとった老人のような目をした。

「……今回の戦で、軍人というものが……それに人の世というものが、ほとほとイヤになりました。今後はこの近くで将軍や、今回の戦いで亡くなった兵士達の墓を守りながら、畑を開き、人ではなく自然を相手に暮らしていこうと思います。……つきましては、その許可を姫様から頂けないでしょうか？」

「わかりました。もちろん、許可しましょう」

「ありがとうございます。そして、これが最後の将軍の遺言です。故郷に戻りたがっているから、猫を姫様に返せと」

　ステインはそう言うと、丘の下で待機している部下に合図を送った。

　すると、部下が見覚えのある黒猫を抱きかかえながら、俺達の元へと歩いてくる。

（……毎日、定時連絡を取り合っていたけど、こうして会うのは久しぶりだな、ティフォ！）

　俺は再会を喜び、念話で語りかける。

（………………）

　が──。

　返事がない。

　念話だけに、俺の喜びの感情は伝わっているハズなのに……。

　そして、あんなに帰ってきたがっていたハズなのに……。

　首輪を見ると、確かに『ステラ』の文字。

　無論、首輪は同じでも、よく似た黒猫にそれをつけてすりかえられたら、見分ける自信はないが。

　そんな事を想っていると、ティフォがやっと念話に答えてくれた。

（……ケイ、あたし、初めてあなたが恐いと思った）

（……恐い？　俺がか？）

　ティフォを見ると、抱えられた腕の中でスッと立ち上がっていた。猫が警戒するときのポーズ。












　いや、そのボディランゲージを見なくても、念話の中に俺への不信が滲にじみ出でていた。

　初めて二人が離れ離れになっていた数週間。

　その時間の中で、俺はティフォにそれだけのモノを見せてしまったということだ。

　無論、俺にも献花や黙禱だけでは消せない罪悪感はある。

　だけれども──。




　俺に後悔はなかった。




（……この戦の前、俺がティフォに決断させたことがあるだろ？　到達点を目指してみないか？　って。……多分、俺もその時に決めたんだと思う）

（何がよ？　罪のない立派な老人を殺すこと？）

（いや、そうじゃないよ。いや、そうでもあるかもしれないな。……誰も傷つけずにすむなんてことはできないんだから……）

　そう……それは本来、とても残酷なコトで。

　それこそ、契約を持ちかけた方のティフォに恐怖を抱かせるくらいで。

　でも──だからこそ、俺は本当の意味で覚悟を決めたのだ。




（仮かり初そめの世界で借り物の体だからと生きるんじゃなくて、たとえそれが一瞬であってもステンベルク王国王女ティフォニア・イン・ステンべルクとして全力で生きるんだって）
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「姫さま～～！」

「さすがです、姫さま～～！」

「やっぱり、姫さまはステンベルクの宝です！」

「才さい色しよく兼けん備びとはまさに姫さまのことです！」

　ポートイルマ占領の事後処理を終え、国に帰還した俺を待っていたのは、街道脇を埋うめ尽つくす無数の市民達だった。

　早馬によって一足早くその報告を──ステンベルク軍がポートイルマを陥かん落らくさせたと聞いていた市民達の熱狂は凄すごかった。

　俺達の姿が見えるや否いなや、エーデルワイスが描かれたステンベルク国旗や、国旗を持たない者は俺のパーソナルカラーである白を強調して、白い布をブンブンと振り回して歓迎してくれる。

　それに対して、俺は演技でない笑みを顔に浮かべながら、馬上から手を振り市民達に応こたえる。

（あたし達……本当にポートイルマを手に入れたのよね……）

　俺の鞍くらの前に座るティフォもまた、そんな市民達を嬉うれしそう眺ながめている。

　その様子に俺はホッと胸を撫なで下おろす。

　あれから少し俺達の間に気まずい空気があったのだが、喜んでいる市民を眺めて、少しはティフォの機嫌も直ってくれたようだ。

　帰還した兵士達もまた胸を張り、戦いくさを終えてきたばかりだというのに、まるでスキップでもするかのような軽快な足取りで市民達の前を行軍していく。

　かつてステンベルク王国は陸の孤島であった。

　行く手を阻はばんでいたのは、神々が創りし気高き山々。

　そしてその谷間にある僅わずかな道もまた、二つの大国が造りし二つの城じよう塞さい、悠ゆうの国において西せい龍りゆう城じよう、ザルツドレア帝国においてポートイルマによって遮しや断だんされていた。

　しかし今、それらの城塞はステンベルクの手の中にある。

　地図の上にステンベルクを示す白色が左右に広がった。

　それはまるで、ステンベルク王国が勇ゆう躍やくするための二つの翼を生やしたようであった。

　この二つを手に入れたことにより、ステンベルク王国は大きな出稼ぎ先を失った。

　が、その代わり、領土は大きく広がり、他国に出稼ぎに行かずともステンベルクの民は生活できるようになった。

　今はまだ二つの大国は、いつもの八方美人外交の延長戦でのトラブルぐらいの認識だろう。

　だが、すでに俺達の──ステンベルクの民達の、ステンベルク王国を三国目の大国とするという野心の胎たい動どうはすでに解き離れた。

　それに二つの大国が気づくのは時間の問題だろう。

　そうなった時、これからの戦いは、今までの他国に使われる戦ではなく、本格的に自国のための戦となっていく。

　東の大国、悠の国と。

　そして、西の大国、ザルツドレア帝国との戦いに。

　それは厳しい戦いになるだろうが、俺は皆の力を合わせていけばそれを乗り越えていけると信じている。

　そして、そうしなければならない責任が今の俺にはある。

　そうこうしているうちに、やがて城の前までくる。

　ティフォと共に馬から降りて振り返ると、そこには俺達を追ってやってきた市民達の人の波。

　ティフォを片手で抱きながら、再び市民達の歓声に応えて手を振ると、その波は大きく揺れ動き、その歓声は未いまだに止やむ気配はない。

　それを心苦しく思いつつも、いつまでも手を振っているわけにはいかないから、俺はそれに背を向けると城門をくぐる。




　城の中で、まず俺を出迎えてくれたのは、城の留守を預あずかってくれていたキルケー。

「……我が君……お待ちして……」

　いつもは小言がスラスラと出るその言葉が詰つまる。

　そして潤うるんだ目を、緩ゆるんだ頰ほおを慌あわてて引ひき締しめて、いつもの冷れい血けつ宰さい相しように相応ふさわしい表情をつくろうとする。

「キルケー、よく後方を治めてくれました。そしてまた、補給線を絶たやすことなく、常に前線に物資を送ってくださいました」

　そう言うと、俺はキルケーを労いたわるように、その背中をポンポンと叩たたく。

　すると、今までステンベルクの柱石として支えてきた万感の想いが溢あふれ出してしまったのか、目元の皺しわをさらに深くしながら、涙腺が緩み出す。

　が、城門の向こうで未だに沸わき立たつ民衆をさらに興奮しないように誘導、整理しているグレゴーリの存在に気づくと、一瞬にして冷血宰相の顔となる。

「……ゴホン。……頰の次には、背中を叩かれることになるとは思いませんでしたな」

「……あなた、とても長生きしそうですね」

　俺の胸に抱かれている猫もまたちょっとあきれたような表情をする。

　と、その時──。




「……お、お姉さま～～！」




　俺のお付きのメイド、リーラが泣きそうな顔をしながら走ってきた。

「……？　どうしたのリーラ？」

　俺の元まで到着すると、俺はその頭を優しく撫でながら、リーラに尋ねる。

「そ……それが、悠の国の皇おう子じが──お姉さまの婚約者が、お姉さまのいない時に来られたんです」

　ティフォのもう一人の婚約者。悠の国の皇子のことを思い出す。

　皇子は確か──。

「……呪のろいで伏ふせられていると聞いていたのだけど、回復なされたの？」

　それが原因で、ステンベルクと悠の国は戦争となり、そして休戦状態になっていた。

「いえ、呪いは未だ続いているようです。そして、その方は話を聞いてみると確かにお姉さまの婚約者なのですが、かつてのお姉さまの婚約者とは似ても似つかないのです」

「……？」

　俺とティフォは顔を見合わせる。

（……ティフォ、どういうことなのか分かるか？）

（……意味不明。前にも話したでしょ。呪いなんて、いいがかりもいいとこだわ）

　無論、俺もまた全く身に覚えがなかった。

　今度はキルケーに意見を聞こうと口を開こうとした。




　だが、その必要はなかった。




　そして、次の瞬間──。

　俺はリーラの言葉の意味を──そして、その呪いと呼ばれた理由にも気づくことになる。




（確かに、いいがかりではあるかもしれないね。……でもね、キミが転生した結果のとばっちりではあるんだよ。そこにいるティフォ王女と同様にね）




　再び俺はティフォと顔を見合わせる。

　確かにそれは念話であった。俺とティフォではなく、第三者のものの。

　俺とティフォの間で念話が使えるのは、俺の意識がティフォの身体に移動したからだと思われる。

　つまり、その推論が正しいとするならば、この念話の相手が──悠の国の皇子にも同じ現象が起きたということだ。

　トクンと鼓動が飛び跳ねたのが分かった。

　それと共に背中にはイヤな汗をかき、まるで急に世界から断だん絶ぜつされたかのように今まで城の中でも聞こえていたハズの市民からの歓声が急に聞こえなくなる。

　その音を消した世界の中で俺は耳を澄すます。

　心の声を聞くために。

　俺とティフォの間に突然、割り込んで来た念話を聞くために。

（おや？　二人の睦むつ言ごとを邪魔されたのが、そんなに不快だったのかい？　酷ひどいなぁ、君達と僕とは同類なのに、僕だけ仲間外れだ。……ああ、冗談だよ。そんなに緊張しなくても大丈夫だよ。僕は食堂で待っているよ）

　それを聞くや否や俺は駆け出した。

「……お姉さま？」

　急に凄い形ぎよう相そうで走り出した俺に、リーラが驚いた声を上げる。

　そして俺は食堂のドアを開ける。

　すると、そこには──。

「ふふ、首を長くして待っていたよ。どうやらポートイルマは君のその美貌の前に陥落してしまったらしいね」

　鏡や写真で見ることを拒否していた、頰が垂たれ、ギョロッとした蛇へびのような目つき。

　中華風の豪華な服装に納おさめられた、ふくよかな肉体。

　今の姿とは正反対の決して恵まれたとはいえない容姿。

　そこには──。

　前世で死んだハズの。

　そして捨てたハズの。

　俺の姿があった。









あとがき






　どうもはじめまして、水みず城きみなもです。

　この度は、本書をご購入していただいて、ありがとうございます。

　前作を手に取っていただいた方にとってはほぼ二年ぶりになりますね。いや、その間、サボっていたわけではなく、五作ほど書いたのですが（その内、二つはエンデンブルクの二巻、三巻。何故、世に出ていないのかは察してください）、今のところモノになったのはこの一冊。なんというか、ここまで来ると、この一冊が世に出たのが不思議な気持ちになります。流行に乗ってみるものですね。

　今回はもらったページ数が少ないので、すぐにでも恒こう例れいのアレにいきたいと思います。二冊目で恒例は変だろうというツッコミはなしの方向で。

　※以下、ネタバレ注意なので、そういうのが嫌いな方は本文の方へ。

　ケイ：冒頭の部分の言い訳をすると、当初はもっとマジメな主人公でした。さらに、もっと色々と悩む主人公だったんですけど、編集者さんからの年齢を上げるようにとの指示と、ティフォの元気さに引ひき摺ずられるように、今のような感じに。

　ティフォ：初期設定は、ワガママ姫であった彼女がネコの眼を通して人間社会を見ることによって成長していく、というものだったんですが、ワガママ姫が国民に慕したわれているのは変だろうというジレンマが解決できず、その方向性はマイルドな感じに。

　シャルロット：初期設定は、幼児性の中に潜ひそむ残虐さ、というものだったのですが、なんか書いていくうちにあんな感じに。ちなみに本当は男の子の予定でしたが、編集者さんから百ゆ合り要素を入れると売りになりますよとの意見があり、女の子に変更。

　イケメン：エンデンブルクの感想をググッたら、軽すぎると怒られていたので、今度は話をやや重くしようと、当初のプロットでは第二章でそのまま死ぬ予定の人でした。が、直前で軽い作風の作品を書いていきたいと開き直り、生き残ることに。その結果、キルケーの息子になったり、双子になったり様々な設定が追加されました。

　では、最後に謝しや辞じを──。

　冬ふゆゆき（イラストレーター）さんへ。表紙を見た時は驚きました。とてもキレイなティフォさんをありがとうございます。流行に乗ることにして長いタイトルにしたために、その分、文字で絵が隠れてしまうのが申し訳ない感じです。この本が一京万部くらい売れたら、画集を出してもらえると思うので許してください。

　儀ぎ部ぶ季き美み子こ（担当編集）さんへ。色々なアドバイスとチェックをありがとうございました。今度ともよろしくお願いします。

　ではでは。
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